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1.は じ め に

　 チ ソギ ス ・カン 以 来,モンゴル 帝 国 の支 配 者 で あ るカ ソの婚 姻 は,代 々一 夫 多 妻婚

で あ る。 カン に は,様 々な部 族 か ら癸 った カ トンqatun(后)が 複数 お り,そ の 数 は

普 通4人 で あ った 。 チ ンギ ス ・カ ン家 と通 婚 関 係 の あ る様 々 な部族 の 中 で,.と くに 姻

族 と して名 高 か った の は,チ ンギ ス ・カ ソの第1カ トソ,ボ ル テB6rteの 出身 部 族 で

あ る ウ ンギ ラ トUnggirad/Qunggirad族 で あ る1も そ の ウ ソギ ラ ト族 の 中 で も,と く

に ボル テ の弟 の家 系 で あ るア ル チ ・ノ ヤ ソAl乙i　Noyan家 が姻 族 と して重 要 で あ り,

5世 代 に もわ た って カ ソ家 と密 接 な 通 婚 関 係 を持 って いた 。 そ の通婚 関 係 は相 互 的 な

もの であ り,ア ル チ ・ノ ヤ ン家 か らチンギス・カン 家 へ 婚 出 す るだけ でな く,チ ンギ

ス ・カ ン家 か らア ル チ ・ノ ヤ ソ家へ 婚 出 した例 も数 多 くあ り,カ ソ家 出身 の女 を姿 っ

た 男は,「 グ レゲ ソgUregen/kUregen(婿)」 と呼 ば れ て い た。

　 一方,ウ ソギ ラ ト族 に 次 い で有 名 な 姻族 は オ イ ラ トOyirad族 で あ る。 と くに オ イ

ラ ト族 の部 族 長 の 家 系 で あ る ク ドカ ・ベ キQuduqa　 Beki家 が姻 族 と して 重 要 で あ り,
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ウ ソギ ラ ト族 の場 合 と同様,通 婚 は 相 互 的 で あ り,ク ドカ ・ベ キ 家 か らチ ソギ ス ・カ

ン家 へ 婚 出す る と と もに,チ ンギ ス ・カ ン家 か ら も ク ドカ ・ベ キ 家 へ婚 出 して お り,

カ ン家 出 身 の女 を 嬰 った者 はや は り 「グ レゲ ソ」 と呼 ば れ て い た。 ク ドガ ・ベ キ 家 は,

と くに チ ンギ ス ・カ ソ家 の末 子 の 系 統 と密 接 な通 婚 関 係 を持 ち,4世 代 に わ た り相互

の 通 婚 を 行 な っ てい た 。

　 さて,従 来,チンギス・カン 家 の 通 婚 関係 につ いて は,主 に歴 史 学 の 分 野 か ら研究

され て きた。 主 要 な研 究 と しては,村 上正 二 氏 に よ るチンギス・カン の祖 先 の 通 婚 関

係 に 関 す る論 文(村 上1964),岡 田英 弘 氏 に よるチ ンギ ス ・カ ン家 と ウ ソギ ラ ト族,

な らび に オイ ラ ト族 との通 婚 関 係 に言 及 した 論 文(岡 田1974;1985),志 茂碩 敏 氏 に

よ る イ ル カ ジ国 に お け る イ ル カ ンー 族 と諸 部 族 と の通 婚 関 係 に 関 す る 論 文(志 茂

1983;1995),瀟 啓 慶 氏 に よ る元 朝 帝 室 と高 麗 王 家 と の通 婚 関 係 に 関 す る論 文(瀟

1983),白 翠 琴 氏 に よるチンギス・カン 家 とオ イ ラ ト族 との通 婚 関 係 に関 す る論 文(白

1984)が あ る。 そ れ 以 外 に も,那 珂 通 世(那 珂1907:325-330;1915:10-12,48-49),

佐 口透(佐 口1943:994-996),ク リー ブ ス(Cleaves　 1950;1951),ア ン ビス(Ham-

bis　1954),藤 島 建 樹(藤 島1968:783),村 上 正 二(村 上1972:386--395),ペ リオ

(Pelliot　1973:237-288),杉 山正 明(杉 山1992:100-101,153--154)の 諸 氏 が,史 料

の訳 注 ・論 文 ・著 書 の 中で,チ ンギ ス ・カ ン家 の通 婚 関 係 に つ い て言 及 して い る。 こ

れ ら の研 究 の蓄 積 に よ り,誰 と誰 が 結 婚 した か な どの基 本 的 な 事 実 は,ほ ぼ 網 羅 的 に

明 らか に され て い る。 しか し,そ の錯 綜 した 通婚 関係 が どの よ うな婚 姻 シス テ ム に も

とつ い て い るか とい う点 に つ い て は,ま だ ほ とん ど解 明 され て い な い。そ の 分 析 に は,

人 類 学 の縁 組 理論 の考 え方 を 導 入す る こ とが 有 効 で あ る が,一 方 人 類学 に とっ て も,

150年 余 りに わ た る連 続 的 な 通 婚 の 実 例 で あ るチ ンギ ス ・カ ン家 の 通 婚 関 係 は,従 来

の婚 姻 縁 組(marriage　 alliance)の 理論 を再 検 討 す るた め に格 好 の分 析 対 象 で あ る2も

　 周 知 の よ うに人 類 学 の分 野 で は,レ ヴ ィ=ス トロー ス 『親 族 の基 本 構 造 』(レ ヴ ィ

=ス トロ ー ス1977;1978),リ ー チ 「母 方 交 叉 イ ト コ婚 の 構 造 的 意 味 」(リ ー チ

1974:106-177),ニ ー ダム 『構 造 と感 情 』(ニ ー ダ ム1977)を 初 め とす る数 多 くの研

究 が あ り,東 南 ア ジア,南 ア ジ ア,オ セ ア ニ アな どの社 会 の 婚 姻 シス テ ム,婚 姻 縁 組

(marriage　 alliance)が 分析 され,と くに1950-60年 代 に は,理 論 的 研 究 が集 中 的 に行

な わ れ た。そ の成 果 と して 得 られ た 典型 的 な モデ ル は,規 定 的 な婚 姻 ル ール と して 「母

方交 叉 イ トコ婚 」が 実行 され た 結 果,姻 戚 関 係 に特 定 の パ タ ー ソが 生 じ,複 数 の グル ー

プ間 に 「非 対 称 的 婚 姻 縁 組(aSymmetriC　 marriage　 allianCe)」 が成 立 す る とい う もの

で あ る。 しか し,そ の後 の研 究 で,現 実 の婚 姻 縁組 は それ ほ ど単 純 で な い こ とがわ か
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り,激 しい 論 争 の原 因 に な った(キ ー ジ ン グ1982:149-150)。 そ の 点 に つ い て,後

年 レヴ ィ=ス トロー ス 自身 も,彼 の モデ ル は,実 際 の社 会 で機 能 して い る シス テ ムを

表 わ して い る とい うよ り,む しろ人 々の 意 識 の 中 に あ る理 念 的 モデ ル を表 わ した もの

で あ った こ とを認 め て い る(レ ヴ ィ=ス トロー ス ・エ リボ ン1991:189-190)。

　 近 年,「 非 対 称 的 婚 姻 縁 組 」 の研 究 に 大 き な進 展 が あ り,マ ッキ ノ ンは イ ン ドネ シ

アの タ ニ ソバ ル 諸 島 の調 査 に よ り,ビ ー テ ィは イ ン ドネ シ アの ニ アス 島 の調 査 に よ り,

規 定 的 な婚 姻 ル ール が な い に もか か わ らず,非 対 称 的 婚 姻縁 組 が成 立 して い る事 例 が

あ る こ とを 明 らか に した(Mckinnon　 l991;Beatty　 1992)。 と くに,マ ッキ ノ ソの議

論 は興 味 深 く,タ ソニバ ル 諸 島 の非 対 称 的 婚 姻縁 組 で は,一 つ の 縁組 シス テ ムが世 代

を越 え て継 承 維 持 され て い くた め に,夫 と妻 の系譜 関 係 で表 せ ぽ 様 々な タイ プ の婚 姻

が 行 わ れ て い る とい う。 従 って,「 母 方 交 叉 イ トコ婚 」 が 規 定 的 なル ール と して 繰 り

返 され た結 果,非 対 称的 婚 姻 縁 組 が 成立 す る と考 え た 従 来 の研 究 は,根 本 か ら再 考 を

せ ま られ て い る とい え よ う。　　　　 '

　 さて,本 稿 で と りあ げ る モ ン ゴル帝 国 の チ ンギ ス ・カ ソ家 の 縁 組 シ ス テ ムは,「 非

対 称 的 婚 姻 縁 組 」 で は な く,2集 団 間 の 「対 称 的 婚 姻 縁 組(symmetric　 marriage

alliance)」 で あ る。 レヴ ィ=ス トロー ス の表 現 を 用 い れ ぽ,2集 団間 の交 換 で あ る と

い う点 で 「限 定 交換 」 に近 い。 そ して,従 来 の婚 姻 モ デ ル を適 用 す れ ぽ,一 見 「父 方

交 叉 イ トコ婚 」(図1)が 繰 り返 され て い る よ うに見 え る。 しか し よ く検 討 し てみ る

と,マ ッキ ノ ンが 「非 対 称 的婚 姻 縁 組 」 に つ い て主 張 した の と同様 に,こ の 「対称 的

婚 姻 縁 組 」 の場 合 も,夫 と妻 の 系譜 関 係 に も とつ く 「父 方 交 叉 イ トコ婚 」 とい う(規

定 的 であ れ 選 好的 で あれ)婚 姻 ル ールに よ って この縁 組 シス テ ムを説 明す る こ とは,

無 理 で あ る こ とがわ か った 。 む しろ有 効 な方 法 は,2集 団間 で,ど の よ うなパ タ ー ソ

に も とつ い て女 性 を 互酬 的 に交 換 した か に注 目す る こ とで あ る。 なぜ 「父方 交 叉 イ ト

コ婚 」 とい う婚 姻 ル ール で この縁 組 シス テ ム全体 を 説 明 す る こ とに無 理 が あ る か につ

いては後述する。

　 ところで,縁 組システムを分析する上で 「女性の交換」

という考え方を重視 し体系化を押し進めたのは レヴィ=ス

トロースであるが,現 在ではこの考え方には否定的な見解

が多い。 リーチは,レ ヴィ=ス トロースのように 「女性の

交換」だけを重視するのではなく,花 婿側が花嫁の代償と

して与える婚資や労働,さ らには無形の地位や名誉なども

含めた交換の束を論ずべ きだ と主張 した(リ ーチ1974: 図1　 父方交叉 イ トコ婚
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156-157)。 それ以来,リ ーチの考え方が主流とな り,上 述したマッキノソやビーティ

の非対称的婚姻縁組の研究 も,縁 組 システムのメカニズムを解明する上で,「女性の

交換」ではな く 「女性 と婚資の交換」に注 目している。

　モンゴル 帝国のチンギス ・カン家の場合,確 かに婚姻による女性の交換には,財 ・

地位 ・名誉 ・奉仕などの交換が伴 う。 しか し,チ ンギス ・カン家と姻族 との縁組シス

テムは,「非対称的婚姻縁組」ではなく 「対称的婚姻縁組」であ り,2集 団間で女性

の直接のギブ ・アンド・テイクが成 り立 っている。すなわち,上 の世代の一人の女性

の婚入は,次 世代の一人の女性の婚出によって報いられ,そ れによって2集 団間の対

称的な交換は世代を越えて連続 していくのである。この 「女性の交換」には様々な他

の交換財 ・地位などが伴 うとしても,ギ ブ ・アソド・テイクの交換の軸 となっている

ものは,あ くまで 「女性の交換」である。チンギス ・カソ家の男が妻をめとったお返

しに,次 世代である自分の娘を嫁がせるという行為があるからこそ,2集 団間の交換

が世代を越えて連続 してい くのである。

　従って,チ ンギス ・カン家と姻族 との対称的婚姻縁組システムのメカニズムを解明

するためには,「婚姻ルール」や 「女性と婚資の交換」ではなく,2集 団間の 「女性

の交換」を分析す ることが必要であると思 う。すなわち,対 称的婚姻縁組システムが

世代を越えて継承維持されてい くためにどのような原則にもとついて女性が2集 団間

で交換されたのかを明らかにすることが,チ ンギス ・カソ家の縁組 システムの解明に

つながると思 う。

　筆者はこのような考えに立ち,す でに,モ ンゴル帝国のチンギス ・カン家の通婚関

係の一部を分析 し,ま た同じ方法を10世紀に建国 した遊牧国家遼朝にも適用 して皇族

耶律家の通婚関係を分析し,合 計3本 の論文を発表 した(宇 野1993;1995;1997a)。

この うち,チ ンギス ・カソ家の通婚関係を分析 したのは(宇 野1993)で ある。ただ,

これは歴史論文 として発表 したため,通 婚関係の政治的背景の分析が中心であ り,な

ぜ従来の 「父方交叉イ トコ婚」のモデルではこの縁組システムを解明できないのか,

なぜ 「女性の交換」に注目する方法が有効であるのかについては,十 分に議論 しなか

った。また,紙 数の制限のためにモンゴル 帝国の初期の通婚関係の分析にとどまって

いる。

　 そこで本稿では,な ぜ 「父方交叉イ トコ婚」のモデルを適用することが適当でない

かを,と くにチンギス ・カン家とオイラト族クドカ ・ベキ家との通婚関係の事例によ

って詳 しく議論したい。また,チ ンギス ・カン家とオイラト族クドカ・ベキ家および

ウンギラ ト族アルチ ・ノヤソ家との相互の通婚関係の全貌をできるだけ明らかにし,
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通婚関係から 「女性の交換」のパターソを抽出する方法が効果的であることを具体的

に示 した うえで,こ の縁組システムのメカニズムを解明してみたい。

　なお,以 下の論には,モンゴル 帝国初期の通婚関係を論 じた上述の別稿(宇 野

1993)と 部分的に重複する箇所もあるが,本 稿が別稿 と異なり人類学を対象とする論

集に掲載されることを考慮 し,ま たできるだけ全貌を明らかにするという目的もある

ため,重 複を厭わず論 じることにする。

2.チンギス・カン ー族 の通婚関係 と姻族

　 まず,チンギス・カン 以前 の通 婚 関 係 も含 め,チンギス・カン ー 族 の 通婚 関 係 の概

略 を述 べ て お こ う。

　 チ ンギ ス ・カ ンの一 族 は,タ イ チ ウ トTai6i'ud族,サ ル ジ ウ トSalji'ud族,マ ソ グ

トMangqud族 な ど と系譜 関 係 が あ り,こ れ らの諸 族 は,ア ラ ン ・コアAlan　 Qo'aと

い う伝 説 上 の女 性 を 共通 の祖 先 と して い た。 ア ラ ソ ・コア の子 孫 で あ る これ らの 人 々

は,互 い に 「兄 弟aqa　 degU」 と呼 び 合 い,彼 らの 間 で は,結 婚 が 禁 止 され て い た た

め,彼 らは一 つ の 外 婚 集 団 を形 成 して い た と考 え られ て い る。 一 方,こ れ に対 応 す る

集 団 が,ウ ンギ ラ ト諸 族 で あ り,ウ ソギ ラ ト族,イ キ レスIkires族,オ ル ク ヌ トOl-

qunu'ud族,コ ロラ スQorolas族 は,伝 説上 の黄 金 の壺 を 共 通 の祖 先 と して お り,や

は り一 つ の 外婚 集 団 を 形 成 して いた と考 え られ る(福 島1985)。

　 チ ンギ ス ・カ ソー 族 と ウ ソギ ラ ト諸 族 の 間 に は,チ ンギ ス ・カ ン以 前 か ら密 接 な通

婚 関 係 が あ った。チンギス・カン か ら3世 代 上 に あ た る カ ブル ・カ ンQabul　 Qanは,

ウ ソギ ラ ト族 か ら コア ・クル グQuwa　 qalaquと い う名 の妻 を姿 った(JT/TS　 1518:

fol.55b)。 また,カ プル ・カ ソ家 には,コ ロラス族 出身 の嫁 が い た とい う。 さ らに,

チ ンギ ス ・カ ンの 父 イ ェス ゲ イYestigeiは,オ ル クヌ ト族 か らホエ ル ソH6'elUnを 婁

図2　チンギス・カン の世 代 とウソギラ ト諸族 の通婚関係
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図3　 ヂ ソギス ・カン の娘たちの婚姻

っ た 。 チ ンギ ス ・カン の 世 代 で は,チンギス・カン 自身 が ウ ンギ ラ ト族 の ボ ル テ

B6rteを 婆 り,弟 の ジ ョチ ・カ サ ルJo6i-qasarは コ ロ ラ ス 族 の ア ル タ ン ・カ トソ

(Altan　Qatun〈Altan　 Khatrtn)を 癸 り,末 弟 の テ ム ゲ ・オ ッチ ギ ソTemuge-ot6igin

は オル ク ヌ ト族 の ス ン ドクチ ンSundqjinを 嬰 り,妹 の テ ムル ンTemUIUnは イ キ レス

族 の ブ トButuに 嫁 い だ(JT/TS　 lst8:fol.59b-60a)(図2)。

　 この よ うな ウ ンギ ラ ト諸 族 と の通 婚 関 係 は,チンギス・カン の子 供 の世 代 に も継 続

され た。チンギス・カン と彼 の 第 一 カ トンの ボ ル テ との間 に生 まれ た5人 の娘 の うち,

トマル ソ,コ ジ ソ ・ベ キ,ア ル タル ンは,そ れ ぞ れ,ウ ソギ ラ ト族 の チ グCigu(ア

ル チ ・ノヤ ンの 息 子),イ キ レス族 の ブ トButu,オ ル ク ヌ ト族 の チ ャ ウダル ・セ チ ェ

ン(Caudar　 se6en<JaUdar　 Sajan)に 嫁 い だ(JT/TS　 l518:fo1.65a)(図3)。 コ ロ ラ

ス族 に は,チンギス・カン の娘 は 嫁 が な か ったが,モ ソケ ・カ ソが コ ロラ ス族 出身 の

カ トンを姿 るな ど,コ ロ ラス族 との 間 に も通 婚 関 係 が 続 い て い た。 これ らの ウ ンギ ラ

ト諸 族 との通 婚 関 係 は,互 い に娘 を 与 え 合 う相 互 的 な 通 婚 で あ った こ とは 共 通 して い

るが,上 述 した よ うに,そ の 中 で,特 定 の交 換 の パ タ ー ソに 沿 った通 婚 が 行 なわ れ た

こ とが は っき りわ か るの は,ウ ンギ ラ ト族 の ア ル チ ・ノ ヤ ン家 との通 婚 関 係 だ け で あ

る。

　 一方,チ ンギ ス ・カ ンの時 代 か ら,ウ ンギ ラ ト諸 族 以 外 の 集 団 とも新 た な通 婚 関 係

が 生 まれ た 。 チ ンギ ス ・カ ソの5人 の娘 の うち 残 りの チ チ ェゲ ソci6egen3),ア ラ カ

・ベ キAlaqa-bekiが 嫁 い だ のは
,オ イ ラ ト族 の トレル チT6re16i4)(ク ドカ ・ベ キ の息

子),オ ング ト王 ア ラ クシ ・デ ィギ ド ・ク リAlaqu9。digit-quriで あ る。 また,側 室 か

ら生 まれ たチンギス・カン の娘 アル ・アル トソAl-altunは,ウ イ グル王 バ ル ジ ュ ク

Barjaqに 嫁 つ ぐは ず で あ った が,延 期 され る うちに アル ・アル トソが 死 去 し実 現 し

な か った(佐 口1943:994-995)。

　 この3集 団 との 通婚 は そ の後 も継 続 した。た だ し,ウ イ グル王 家,オ ソ グ ト王 家 は,

ほ とん どチ ンギ ス ・カ ン家 か ら婚 出 す るだ け の 一 方 的 な 通 婚 で あ り5),相 互 的 な通 婚

が 行 な われ た の は,こ の3集 団 の中 で は オ イ ラ ト族 の ク ドカ ・ベ キ家 だ け で あ った6も
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　 そ の ほか,チンギス・カン 時 代 に 通婚 関 係 を も った部 族 と して,パ ヤ ウ トBaya'ud

族,カ ル ル ク族 が あ り,チンギス・カン の娘 が これ らの部 族 に も嫁 い だ とい う。 お そ

ら く,第1カ トソの ボル テ以 外 か ら生 まれ た娘 であ ろ う。 一 方,チンギス・カン 家 に

嫁 い で カ トソに な った女 性 の うち ケ レイ トKereyid族 出身 の カ トソが 有 名 で あ る。 そ

れ 以 外 に も数 多 くの 部族 か らカ トンや 側室 と してチンギス・カン 家 に 婚 入 した女 性 が

お り,そ の 出身 部 族 を列 挙 す れ ば ほ とん どあ らゆ る部 族 に及 ぶ 。 しか し,ケ レイ ト族

に しろ それ 以 外 の部 族 に しろ,姻 族 と して連 続 的 な通 婚 関 係 を維 持 して い たわ け では

な い の で,本 稿 では 分 析 の対 象 と しな い7)。

　 以上,ウ ンギ ラ ト族 は,チ ンギ ス ・カ ン以前 か らチンギス・カン ー 族 と通 婚 関 係 の

あ った ウ ソギ ラ ト諸 族(ウ ソギ ラ ト族,イ キ レス族,オ ル ク ヌ ト族,コ ロラス族)の

、一 つ で あ る こ と,ま た,オ イ ラ ト族 は,ウ イ グル族,オ ン グ ト族 と ともに,チ ンギ ス

　・カ ソの 時代 か ら,チンギス・カン 家 と通婚 関 係が 生 じた部 族 で あ る こ と,そ して,錯

綜 す るチンギス・カン 家 の通 婚 関 係 の 中 で,通 婚 関 係 に 特定 の交 換 のパ タ ー ソが生 じ

るの は,オ イ ラ ト族 の ク ドカ ・ベ キ家,と ウ ソギ ラ ト族 の アル チ ・ノヤ ン家 だ け で あ

る こ とを 述 べ た。

　 で は,な ぜ ウ ソギ ラ トの アル チ ・ノヤ ン家,お よび オ イ ラ トの ク ドカ ・ベ キ 家 との

通 婚 関 係 にだ け,特 定 の交 換 の パ タ ー ンが 見 られ るの であ ろ うか 。 こ の2家 系 の特 徴

は何 で あ ろ うか。

　 13-14世 紀 の モ ン ゴル 史 は,帝 位 継 承 を め ぐ るチンギス・カン 家 内 の 骨 肉 の争 い の

連 続 であ った 。 そ の政 争 の 中 で,潜 在 的 ライ バ ル で あ る親 族 よ り,む しろ確 実 な 味 方

とな った の は 姻 族 で あ る。 そ して,姻 族 の 中で も と くにチンギス・カン 家 内の 争 い に

深 く係 わ って きた の が,こ の アル チ ・ノヤ ソ家 と ク ドカ ・ベキ家 で あ った。 この 両 家

は,そ れ ぞ れチンギス・カン 家 内 の異 な る一 派 と結 び つ き,代 々密接 な通 婚 関 係 を 持

つ と ともに,帝 位継 承 をめ ぐる戦争 に,有 力 な 味 方 と して参 加 して きた の であ る。 従

って,こ の よ うな政 治的 な背 景 を 持 つ ア ル チ ・ノ ヤ ソ家,ク ドカ ・ベ キ 家 との 通 婚 関

係 に のみ 特 定 の 交換 の パ タ ー ンが 現 われ る とい うこ とは,こ の通 婚 関 係 が極 め て 政 治

的 な意 味 合 の 強 い 政 略結 婚 で あ った こ とを意 味 して い る。

　 　も う一 つ重 要 な 点 と して,こ の2家 系 とチンギス・カン 家 との 間 で 結 ば れ た 婚 姻 の

全 て が,特 定 の交 換 の パ タ ー ンに沿 って い るわ け で は な く,そ れ か ら外 れ る婚 姻 もあ

る。 なぜ そ の よ うな こ とが起 こ るか とい え ば,そ れ は,交 換 の パ タ ー ソに 沿 った婚 姻

が,各 世 代 で一 組 結 ば れ さえす れ ば,通 婚 関係 が 連 続 す る こ とが 保 証 され るの で,他

の婚 姻 は 必 ず しもそ のパ タ ー ンに 沿 う必 要 が な くな るか らで あ る8)。つ ま り,特 定 の
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パ タ ー ンの婚 姻 が 繰 り返 され る と い って も,そ れ は2家 系 間 の縁 組 シス テ ムが 世 代 を

越 え て維 持 され るた め に 必要 とされ るに す ぎず,特 定 の パ タ ー ンの 婚姻 が 「婚 姻 ル ー

ル」 と してチンギス・カン 家 の婚 姻 を 拘束 して いた わ け で は な い ので あ る。

　 とこ ろで,チンギス・カン 家 の通 婚 関 係 に 見 られ る 「女 性 の交 換 」 とい うのは,単

に研 究 者 が通 婚 関 係 を 分 析 した結 果 見 いだ され る もの で は な く,当 事 者 で あ る モ ンゴ

ル人 自身 が,「 交 換 」 とい うこ とを は っ き り意 識 して い た こ とを示 す 例 を次 にあ げ て

お きた い 。

　チンギス・カン は,即 位 す る以 前 に,ケ レイ ト族 の オ ン ・カ ンと の絆 を深 め るた め,

姻 戚 関係 を 結 ぽ うと した こ とが あ った。 そ の と き計 画 され た 縁 組 は,チンギス・カン

が,自 分 の長 子 ジ ョチJo6iの た め に,オ ン ・カ ソの娘 の チ ャ ウル ・ベ キCa'ur-beki

を 求 め,代 わ りに 自分 の娘 の コジ ソ ・ベ キQojin-bekiを,オ ン ・カ ソの 孫 に与 え る

とい うもの であ った 。 この計 画 は 結 局 失敗 に終 わ り,そ れ が オ ン ・カ ソ との対 立 が始

ま る一 つ の き っか け とな る ので あ るが,こ の事 件 は 『元朝 秘 史 』 に 次 の よ うに記 され

て い る。

「親 しい上 に重 ね て 親 し くな ろ う」 とチンギス・カン は考 え て,ジ ョチ の た め に セ ン

グ ムSenggUmの 妹 チ ャ ウル ・ベ キを 求 め る とき,「セ ソグ ムの子 トサ カTusaqa9)に,

我 ら の コ ジ ソ ・ベ キ を 交換 してaralji　n与 え よ う」 とい って 求 め る と,そ の時 セ ング

ムは 自分 を 尊大 に考 えて 言 うには,「 我 らの一 族uruγ は 彼 らの所 に行 け ぽ 戸 口に立 っ

て,い つ も奥座 に面 す るの で あ る。 彼 らの 一 族 が我 ら の所 に 来れ ぽ奥 座 に 座 り戸 口に

面 してい る」 とい っ て,自 分 を尊 大 に 考 え 我 らを見 下 して 話 し,チ ャ ウル ・ベ キ を与

えず,喜 ぶ こ とを しなか った。 そ の言 葉 に,チンギス・カン は,オ ン ・カ ソと赤 子 の

よ うな セ ン グ ムニ 人 に対 して,心 の 中 で好 意 を持 た な くな った。(『元 朝 秘 史 』165節)

下 線 部 に 「交 換 してaraljin」 と あ る よ

うに,こ の とき 同時 に計 画 され た 相 互 の

2組 の 婚 姻 は,オ ン ・カ ン家 の チ ャ ウル

図4　チンギス・カン 家 とオ ン ・カ ン家の通

　　　婚関係 図5　 姉妹交換婚
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図6　チンギス・カン 家 とオ ソ ・カソー族の通婚関係

・ベキ とチンギス・カン 家 の コジ ソ ・ベ キ とを 「交 換」 す る縁組 と考 え られ てい た こと

が わか る。

　 この2組 の 婚 姻 の組 合 せ を 図示 してみ る と,図4の よ うに な る。この ときの よ うに,

同 時 に相 互 の 婚 姻 を結 ぶ ケ ース と しては,図5の よ うな 「姉妹 交 換 婚 」 を行 な うのが

典 型的 な例 であ り,そ れ は相 互 の連 続 的 な 通 婚 関 係 の ス タ ー トとな る こ とが多 い。 こ

の場合 も,形 は や や 異 な るが,や は りチ ンギス ・カ ン家 とオ ン ・カ ン家 の 間 に,通 婚

関 係 を ス タ ー トさせ よ う と した縁 組 と考 え る こ とが で き るだ ろ う10㌔

　 この政 略 結 婚 の計 画 が失 敗 に終 わ った後,オ ン ・カ ソ とチンギス・カン の 間 に 戦 い

が 起 こ り,オ ソ ・カ ソが敗 れ る。 そ の後,オ ソ ・カ ソー 族 とチンギス・カン 家 の 間 に

姻 戚 関 係 が生 じるが,そ れ は もは や 相 互的 な もの で は な く,図6の よ うに,一 方 的 に

チンギス・カン家 の メ ソバ ー が オ ン ・カ ンー 族 の娘 を 嬰 っただ け で あ り,連 続 的 な 通

婚 関 係 と して展 開 す る こ とは なか った。 そ の と き嫁 いだ オ ン ・カ ソの一 族 出 身 の カ ト

ソの中 に は,ト ル イ の第1カ トンの ソル カ クタ ニ ・ベ キ の よ うに,政 権 を左 右 す るほ

どの影 響 力 を持 った 者 もい た けれ ど も,オ ソ ・カ ソー 族 が,チンギス・カン 家 の 姻 族

と して勢 力 を 持 つ こ とは な か った。

　 結 局,オ ン ・カ ソー 族 との女 性 の交 換 は,上 述 の実 現 しな か った 縁組 の計 画 だ け で

あ ったが,こ の 例 か ら,当 時 のモンゴル 人 に,政 略 結 婚 として,互 い に女 性 を 「交 換

す る」 とい う考 え方 が あ った こ とを は っ き り知 る こ とが で き るの で あ る。
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　 3.オ イ ラ ト族 ク ド カ ・ベ キ 家 と チ ン ギ ス ・ カ ン 家 の 通 婚 関 係

　 オ イ ラ ト族 は,も とも と,南 シベ リア の一 角 で あ るモンゴル 高 原 西 北 の フ ブス グル

湖 西岸 の シ シ ヒ ト河 流 域 に 居 住 して いた 部 族 で あ り,「森 林 の 民(ホ イ ソ ・イ ル ゲ ソ)」

と呼 ぼれ た 諸部 族 の うち の 一 つ で あ り,牧 畜 を基 本 的 な 生業 とす る部 族 で あ った(岡

田1981:155;宇 野1984:176,181)。

　 チ ンギ ス ・カ ンの時 代,オ イ ラ ト族 の部 族 長 で あ った ク ドカ ・ベ キ は,初 め は チ ソ

ギ ス ・カ ンの敵 側 に つ い てい た が,1208年 チ ンギ ス ・カ ンに 帰 順 した。 そ の と き,チ

ンギ ス ・カ ソ軍 の先 導 役 を 果 た し,そ の功 が 認 め られ た ら し く,ク ドカ ・ベ キ は,オ

イ ラ ト族 の統 治 を委 ね られ,オ イ ラ ト族4千 戸 の 千 戸長 とな り,ク ドカ ・ベ キ の息 子

トレル チ は,チンギス・カン の娘 の チ チ ェゲ ンを 妻 と して 与 え られ た。 これ が,チ ソ

ギ ス ・カ ン家 の女 性 が ク ドカ ・ベ キ 家 へ婚 出 した 最 初 の例 で あ る。 この トレル チ とチ

チ ェゲ ンの結 婚 以 降,両 家 の間 で どの よ うな通 婚 が 行 なわ れ た か を み て い きた い。

3.1.史 料

　まず,諸 史料 か ら通婚 に関 す る箇 所 を ピ ックア ップ し,そ れ に アル フ ァベ ッ トをふ

って列 挙 す る。 こ の史料A～Hに も とつ い て,次 の議 論 を進 め た い。

A　 　 彼 らは,チンギス・カン の時 代 に幾 らか敵 対 した けれ ど も,年 代 記 に 出 て き

た よ うに,よ い具 合 いに イ ル に な り服 従 した 。チンギス・カン は,彼 ら と通 婚 関 係 を

結 ん で,娘 を 与 え た り貰 った りし,彼 ら とア ソ ダ ・クダの(anda　 qUdai)関 係 に あ っ

た11も

　 そ の 時 代 に,こ の 部 族 の王 で あ り リー ダ ーで あ った の は ク ドカ ・ベ キ(Quduqa

Beki<Qutuqa　 Biki)で あ っ た 。 彼 に は イ ナ ル チ(lnalei<lnalji)と ト レ ル チ

(T6re16i<TUralji)12)と い う2人 の 息 子 が お り,オ グ ル ・ ク イ ミ ッ シ(Oγul

Quimi§<09hnl　 Q而mish)と い う名 の一 人 の娘 が い たBも 彼 女 を モ ンケ ・カ ソが 嬰 っ

た 。そ の前 に チ ンギ ス ・カ ンが彼 女 を嬰 ろ うと心 に 思 って い た が,そ うな らなか った。

　 彼 女 は,ク ビ ライ ・カ ソ(Qubilai　 Qan<Qubilai　 Khan)と フ レ グ ・カ ソ(Hulegti

Qan<Hulaku　 Khan)の 兄嫁(bergen<barikan)で あ ったに もか か わ らず,彼 らを 息

子 と呼 ん で い て,彼 らは彼 女 を大 変 尊重 して いた と言わ れ てい る。チンギス・カン は

自 分 の 娘 の チ チ ェ ゲ ン(6i乙egen<Jij　 akan)を こ の ト レル チ ・グ レゲ ン(Tδre1ろi
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GUregen〈Taralji　 Ktirkan)に 与 え て い た 。彼 女 か ら3人 の 息 子 が 生 まれ,一 人 は名

を ブ カ ・ テ ム ル(Buqa-temUr<BUqa-timUr),も う 一 人 は ブ ル ト ア(Bur-

to'a<BUrtaa)と い った 。 こ の ブル トア の 気質 に は 弱 い と ころ が あ り,よ くそ れ が言

わ れ た。3番 目は名 をパ ル ス ・ブ カ(Bars-buqa<Bars-bUqa)と い った 。

　 ま た 彼 女 か ら2人 の 娘 が 生 ま れ た 。 一 人 を エ ル チ ク ミ シ ・カ トン(El-6iqmig

atunく11jiqmish　 Khatan)と い い,ア リク ・ブ ケ(Ariq-bOke〈Arlq-baqa)に 与 え

た 。彼 女は 彼 の 大 カ トンで あ り,彼 は彼 女 を大 変 愛 した。 彼 女 は 非 常 に 身長 が 高 か っ

た 。 彼 女 か ら息 子 は い な か った。 も う一 人 を オ ル ガ ナ ・カ トン(Orγana　 Qatun<ur-

qana　KhatOn)14)と い い,彼 女 を チ ャ ガ タイ(Caγatai<Jaghatai)の 孫 で あ りモ エ ト

ゥ ケ ソ(M6・etUken<Maatakan)の 息 子 で あ る カ ラ ・フ レグ(ara-hUlegU<　 ara-

hOlakO)に 与 えた 。 ム パ ー ラ ク ・シ ャ ー(Mubarakshah)は こ の オ ル ガナ ・カ トソ

か らで あ った 。 オ ゴデ イ(696dei<Oktai)は 彼 女 を 大変 愛 し,彼 女 を オ ル ガ ナ ・ベ

リ(Orγana　 beri<Orqana　 Barl)一 す なわ ち嫁 一 と呼 ん で い た。 彼 女 は 長 い 間,

チ ャガ タイ の ウル ス を統 治 して い た。 前 述 の3人 の 息子 か ら生 まれ た 息子 達 は 以 下 の

ご と くであ る。

　 ブ カ ・テ ムル の 息 子 た ち。

　 彼 に は 一 人 の 息 子 が い て,そ の 名 を チ ョパ ソ(こoban<Jaban)と い い,彼 に ノ ム

ガ ン(Nomuγan<NUmaghan)と い う名 の ア リ ク ・ブ ケの 娘 を与 え た 。 彼 に は2人

の娘 が い て,(一 人 は)フ レグ ・カ ソの カ トソで あ った オ ル ジ ェイ ・カ トソ(Oljei

Qatun<Olj　 ai　KhatUn)で あ る。 も う一 人 の名 は 知 られ て い な い が,彼 女 を バ トゥ

(Batu<Bata)の 一 族 の トコ カ ン(Toqoqan<TUqan)に 与 え た 。 モ ンケ ・テ ム ル

　(M6ngke-temUrくMunkkU-t血n亘r)は 彼女 か ら生 まれた 。 次 の よ うな別 の伝 承 もあ る。

こ の ブ カ ・テ ム ル に は4人 の 姉 妹 が い た 。 一 人 は ク イ ク ・ カ ト ン(KUbek

　 atun<KUbak　 KhatUn)15)と い い,フ レグ ・カ ンの 第1夫 人 で あ り,ジ ュム クル

　(jumqur<Jtimqar)の 母 親 で あ った。 も う一 人 は オル ガナ ・カ トソ とい い,ム パ ー

ラ ク ・シ ャー の母 親 で あ った。 も う一 人 は,バ トゥ ・ウル ス(Ulas-i　 Bata)の 王 の モ

ソ ヶ ・テ ム ル(M6ngke-temtir<Munkka-temUr)の 母 親 で あ った 。4番 目は,フ レ

グ ・カ ソの オ ル ジ ェイ ・カ トソで あ った 。 この伝 承 が 正 しい16㌔(中 略)

　 ク ドカ ・ベ キ の 他 の 息 子 イ ナ ル チ(lna16i<lnalji)に つ い て,以 下 の よ うな 話 が あ

る。 バ トゥは,自 分 の 姉妹 の一 人 を彼 に与 え た 。 彼女 の 名 は クル イ ・エ ゲチ(ului

Ege6iくQal而Ikajl)と い い,彼 女 か ら ウル ド(uldu<Olda)と い う名 の 息 子 が 生 ま

れ た 。(中 略)
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　 タ ラ カ イ ・グ レ ゲ ン(Taraqai　 Gtiregen〈Tarq盃KOrkan)は,チ ャ キ ル ・グ レ ゲ ソ

　 ソ

(Cakir　 GUregen〈Jaqir　 KUrkan)の 息 子 で あ り,チ ャ キ ル ・グ レ ゲ ン は ブ ヵ ・テ ム

ル の 息 子 で あ っ た 。 彼 と彼 の 息 子 の タ ラ カ イ ・グ レ ゲ ン は オ イ ラ トの 千 戸 の ア ミー ル

で あ っ た 。 タ ラ カ イ は フ レ グ ・ カ ソ の 娘 の モ ン グ ル ゲ ソ

(M6ngUlttgen〈Munkfilakan)と 結 婚 して い た が,彼 女 が 亡 く な る と,彼 女 の 代 わ り

に モ ン ケ ・テ ム ル(M6ngke-temOr<MunkkU-timUr)の 娘 の ア ラ ・ ク トル グ(Ara-

qutluγ<Ara-qutlaq)を 嬰 っ た 。(中 略)フ レ グ ・ カ ン の 年 上 の 息 子 の ジ ュ ム ク ル

　 ソ

(Jumqur〈Jamghur)の1番 上 の カ ト ソ で あ っ た ノ ル ソ ・ カ ト ソ(N61Un

Qatun<Nulun　 Khatan)も,ブ カ ・テ ム ル の 娘 で あ り,チ ャ キ ル ・グ レ ゲ ソ の 姉 妹 で

あ っ た 。 彼 に は も う一 人 娘 が お り,名 を オ ル ジ ェ テ イ(61jetei〈Uljitai)と い い,モ

ン ケ ・テ ム ル の カ トン で あ っ た 。 彼 女 か ら2人 の 娘 が 生 ま れ た 。 一 人 は 上 述 の ア ラ ・

ク トル グ で あ る 。(『 集 史 』 部 族 篇 オ イ ラ ト族,JT/A1:222-229)

B　 　 ア リ ク ・ブ ケ(Ariq-bδke<Arigh-bUqa)の カ ト ソた ち の な か の 一 人 は,オ イ

ラ ト族 出 身 の エ ル チ ク ミ シ(E1-6iqmi9<11jiqmish)で あ り,も う一 人 は,ナ イ マ ン

族 の グ ル ー プ で あ る ク チ ュ グ ル(KU6UgUr〈KajUkUr)部 族 出 身 の ク ト ク ナ ・カ ト ン

(Qutquna　 Qatun<Qotquna　 Khatun)で あ っ た 。 彼 に は 彼 女 か ら二 人 の 娘 が お り,年

上 の 方 は カ ル カ ソ ・ア カ(Qaluqan-aqa〈Khalaqan-aqa)と い い,彼 女 を バ ヤ ウ ト出

身 の ナ ヤ ク ナ ・グ レ ゲ ン(Nayaqina　 GUregen<Nayaqna　 KUrkan)に 与 え た 。 カ ル カ

ソ の 娘 を メ リ ク ・テ ム ル(Melik-temUr〈Meliktemrtr)が 求 め た 。 彼 女 の 名 は ネ グ デ

ル(NegUder<Nekrtdar)で あ る 。 彼 女 は ソ ル カ ク タ ニ ・ ベ キ(Sorqaqtani-

beki<SyUrqtiqtani-blki)の 牧 地 ・住 地 に 住 ん で い る 。 彼 女 か ら カ ム タ イ(Qam-

tai<Qamtai)と い う名 の 娘 が 生 ま れ た が,彼 女 は ま だ 結 婚 し て い な い 。 も う一 人 の

娘 は,名 を ノ ム ガ ソ(Nomuγan〈NamOghan)と い い,彼 女 を オ イ ラ ト族 出 身 の チ

ョバ ソ ・グ レ ゲ ソ(Coban　 GUregen〈JUban　 Karkan)に 与 え た 。(r集 史 』 ク ビ ラ イ

・カ ン紀
,JT/TS　 1518:fol.213b;JT/BL　 16688:fol.5a;Boyle　 1971:311)

C　 　 ト コ カ ソ(Toqoqan〈Taqan)の3番 目 の 息 子 　 ト デ ・ モ ソ ヶ(T6de-

m6ngke<Tada-munkka)。 彼 の 母 親 と モ ン ケ ・テ ム ル(M6ngke-temUr<MUnkka-

timUr)の 母 親 は,コ チ ュ ・カ トン(K66U　 atun<Kaja　 KhatUn)で あ り,彼 女 は オ

ル ジ ェ イ ・カ ト ソ(Oljei　 Qatun〈Ulj　 ai　Khatan)と ブ カ ・テ ム ル(Buqa-temur<Bu-

qa-tlmUr)の 姉 妹 で あ り,オ イ ラ ト族 出 身 で あ っ た 。(r集 史 』 ジ ョ チ ・ カ ソ 紀,
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JT/TS　 l518:fol.159a)

D　 　 リ ン ク ン ・カ ト ソ(Lingqun　 Qatun<Linkqan　 Khatan)が 亡 く な っ た と き,

彼 女 か ら エ ル ・テ ム ル(El-temUr〈lltemar)と い う名 の 娘 が 残 さ れ た 。 彼 女 を パ ル

ス ・ブ カ ・グ レ ゲ ソ(Bars-buqa　 GUregen<Bars-baqa　 KUrkan)に 与 え た 。(中 略)

メ リ ク ・テ ム ル に は,も う一 人 他 の カ トソ が い る 。 名 前 を ボ レ(B6re〈Bare)と い

い,ジ ャ サ ウ ル(jasaUl)の 大 ア ミ ー ル で あ っ た ド ル パ ン 族 出 身 の シ レ ギ

(Siregi〈Shlreki)の 娘 で あ る 。 彼 に は,彼 女 か ら の2人 の 息 子 が い る 。 一 人 は オ イ

ラ タ イ(Oiratai〈Ulratai)と い い 父 親 に 仕 え て い る 。 も う一 人 は 名 を マ フ ム ー フ ド

(MahmUd)と い い,や は りそ こ に い る 。 ま た 彼(メ リ ク ・テ ム ル)に は,彼 女 か ら

の2人 の 娘 が い る 。 一 人 は 名 を エ メ ゲ ン(Emegen〈Emekan)と い い,彼 女 を オ イ

ラ ト出 身 の ト レル チ ・グ レ ゲ ソ(T6rel6i　 KUrgen〈TOraljl　 Karkan)の 曾 孫 で あ り,

・ミル ス ・ブ カ の 孫 で あ る ト ク ・テ ム ル ・グ レ ゲ ソ(Toq-temtir　 GUregen<TUqtemtir

Ktirkan)に 与 え た 。 も う一 人 の 娘 は 名 を イ ル ・ク トル グ(11-qutluγ 〈11-qutlugh)と

い い,彼 女 を ス ル ドス 出 身 の コ ベ ク(K6bek<Knbek)に 与 え た 。(中 略)メ リ ク ・

テ ム ル の 息 子 達 は 以 下 の4人 で あ る 。 ミ ン カ ソ(Mingqan<Minkqan),ア ジ ギ

(Ajiγi<Ajighl),　 イ　 ェ　ス　ソ　 ・　 ト ア　 (YesUn-to'a<Isan-tUa),　 バ　 リ　 タ イ

(Baritai<Baritai)。 彼 ら は オ イ ラ ト出 身 の パ ル ス ・ ブ カ の 娘 の エ メ ゲ ン ・カ ト ン

(Emegen　 Qatun〈Emekan　 Khatan)か ら 生 ま れ た 。(『 集 史 』 ク ビ ラ イ ・カ ソ 紀,

JT/TS　 1518:fol.214a;Boyle　 1971:312-313)

E　 　 彼(モ ソ ケ ・カ ソ)に は も う一 人 の 大 カ トンが い る 。(彼 女 の)名 を オ グル ・

ト ト ミ シ(0γul-tutmi9〈UqUl-tatmish)と い い,彼 女 は オ イ ラ ト(Ulrat)の 骨 の 出

身 で,ク ドカ ・ベ キ(Quduqa　 Beki17))の 子 孫(arttgh)で あ り,彼 ら は オ ル ジ ェ イ

・カ トン(61jei　 Qatun<Ol悔Khat亘n)の 一 族18)で あ る。 こ の カ トソ は 非 常 に 専 横 的

で あ っ た 。 彼 女 は 最 初,ト ル イ ・カ ソの 婚 約 者 で あ った の で,そ の た め に,自 分 の 夫

の 兄 弟 で あ る ク ビ ラ イ ・カ ン,フ レ グ ・カ ソを 「息 子 」 と呼 ん で い た 。 彼 ら は 彼 女 を

恐 れ た 。(『 集 史 』 モ ン ケ ・カ ソ 紀,JT/TS　 1518:fol.185b;JT/BL　 16688:fol.32b;

Boyle　 1971:198)

F　 　 も う一 人 の カ ト ン の クイ ク ・カ ト ン(Ktiik　 Qatun<Koik　 Khatun)は,オ イ ラ

ト 族 の 王 の 骨(血 筋)の 出 身 で あ り,ト レ ル チ ・ グ レ ゲ ン(T6re16i
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Gtiregen<Taralji　 KUrkan)の 娘 で,チ ン ギ ス ・ カ ン の 娘 の チ チ ェ ゲ ン

(Ci6egen〈 珂ikan)か ら生 まれ た。オル ジ ェイ ・カ トン(61jei　Qatun<Oljai　 Khatan)

も彼 の娘 で あ るが,他 の母 親 か らで あ る。 彼 女(ク イ ク ・カ トソ)を,モ ン ゴル 地 方

で,他 の カ トン よ りも早 く婆 った 。

　 も う一 人 の カ トンの ク トイ.・カ トン(Qutui　 Qatun<Qtitai　 Khaton)は,ウ ソギ ラ　 　 　 　 "

ト(unggirad<Qunqarat)族 の 王 の骨(血 筋)出 身 の一 の娘 で あ る。 クイ ク ・カ

トソが モ ンゴル 地 方 で亡 くな った と き,彼 女 を 嬰 り,彼 女(ク イ ク ・カ トン)の 牧 地

(yOrt)を 彼 女(ク トイ ・カ トン)に 授 け た。

　 も う一 人 の カ トンの オ ル ジ ェ イ ・カ トンは,オ イ ラ ト族 の王 族 の骨(血 筋)の 出 身

で あ る トレル チ ・グ レゲ ンの娘 であ り,彼 女 をモンゴル 地 方 で嬰 った。(r集 史 』 フ レ

グ ・カ ン紀,JT/A3:8)

G　 　 (フ レ グ の)三 番 目 の 娘 の モ ソ グ ル ゲ ソ(M6ngtilUgenくMunkulUkan)は,

オ ル ジ ェ イ ・カ トン(61jei　 Qatun<Oljai　 Khatan)か ら生 ま れ た 。 彼 女 を,オ イ ラ ト

族 出 身 の ブ カ ・テ ム ルBuqa-temUrの 息 子 チ ャ キ ル ・ グ レ ゲ ソ(Cakir　 GUregen〈Ja-

qir　KUrkan)に 与 え た 。 こ の ブ カ ・テ ム ル は,フ レ グ ・カ ン と 一 緒 に や っ て 来 た の で

あ り,オ ル ジ ェ イ ・ カ ト ン の 兄 弟 で あ る 。 彼 は,ク イ ク ・ カ ト ソ(Kuik

Qatun〈Kalk　 KhatUn)の 母 親 で あ り,　 　 の 娘 で あ る る チ チ ェ ゲ ソ

(Ci6egen〈 珂ikan)か ら 生 ま れ た 。 チ ャ キ ル ・ グ レ ゲ ン の 息 子 タ ル カ イ ・グ レ ゲ ン

(Tarqai　 GUregen<Tarq盃Korkan)は,モ ソ ケ ・テ ム ル(M6ngke-temur<Munkka-

tlmUr)の 婿 で あ り,逃 げ て シ リ ア へ 行 っ た 。(『 集 史 』 フ レ グ ・ カ ソ 紀,　 JT/A3:

15-16)

H　 　 オ ル ガ ナ(Orγana<Hurghana)に は2人 の 姉 妹 が お り,一 人 は オ ル ジ ェイ ・

カ トン(61jei　 Qatun〈Olj　 ai　Khatanで,フ レ グ ・カ ン が 嬰 っ た 。 も う一一人 は,ベ キ

(Beki〈Bikl)と い い,サ イ ン ・カ ン ・バ ト ゥ(Sain　 Khani　 Bata)の ハ ト ンで あ っ た 。

(『ワ ッサ ー フ 史 』,TW/TS　 3040:fol.9b)

3.2.通 婚パ ター ンの分析 と解釈

　上記の史料に記されている2家系間の通婚関係を分析 し図示 したものが,図7～ 図

16である。一見して,2集 団間の相互的な女性の交換であることがうかがわれるが,

この図に したがって,個 々の婚姻がどのような交換のパターンにそっているかを逐一
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図7　チンギス・カン 家 とク ドカ ・ベキ家 の通婚関係(1)

分析 していきたい。

(1)ト レル チ(T6re16i)と チ チ ェ ゲ ソ(Ci6egen)の 婚 姻(図7,史 料A)

　前 述 の よ うに,チンギス・カン 家 とオイ ラ ト族 ク ドカ ・ベキ 家 との 間 で通 婚 関 係 が

ス タ ー トした最 初 の婚 姻 が,こ の ク ドカ ・ベ キ の 息子 トレル チ とチ ンギ ス ・カ ンの娘

チ チ ェゲ ソとの婚 姻 で あ る。

　 史料Aに 「チ ンギ ス ・カ ンは,彼 ら と通 婚 関 係 を 結 ん で,娘 を与 え た り貰 った り

し」 とあ る こ とか ら明か な よ うに,チンギス・カン は,こ の と き相 互 的 な通 婚 関 係 を

確 立 し よ う と した の で あ り,実 際,こ の トレル チ と チチ ェ ゲ ソの婚 姻 は,ト ル イ とオ

グル ・ ト ト ミシ の婚 姻 と組 合 わ せ る と,相 互 的 な姉 妹 交換 婚 に な るは ず で あ っ た。 と

ころ が,な ん らか の 事 情 で後 者 の 婚 姻 は 実 現 しな か った 。 この 点 につ い て は,次 の

(2)で も う一 度 言 及 す る。

　 トレル チ とチ チ ェ ゲ ソが結 婚 した 年 に つ い て は,や や確 定 す る こ とが 困難 であ るが,

あ る程 度 推 測 す る こ とは で きる。 上 限 は ク ドカ ・ベ キが 帰 順 した1208年 で あ り,下 限

は,ト レル チ とチ チ ェゲ ンの娘 で あ る クイ クが フ レグ と結 婚 し,二 人 か ら1234年 に ジ

ュム クル が生 まれ て い る こ と19)か ら逆 算 して,遅 く とも1210年 代 であ ろ う。

(2)モ ン ケ ・カ ソ(M6ngke　 Qan)と オ グル ・ト ト ミシ(0γul・-tutmiS)の 婚 姻(図

7・ 図8,史 料A・E)

　 史料Aに よ る と,チンギス・カン が この オ グル ・ ト トミシを 姿 ろ う と秘 か に 思 っ

た ことが あ った ら しいが,実 際 に は,彼 女 は,末 子 の トル イの 婚 約 者 とな った(史 料

E)。 しか し,な ん らか の事 情 で そ の婚 姻 は 実現 せ ず,結 局,ト ル イ の 息子 の モ ソ ケ

が嬰 った 。
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　 も し,婚 約 した 通 りに 彼 女 と トル

イが 結 婚 して いれ ば,図7の よ うに,

(1)の 婚 姻 と組 み 合わ せ て,「 姉 妹

交 換 婚 」に な る こ とが重 要 であ る(宇

野1993:84-85)。 後 述 す る ウ ソ ギ

ラ ト族 との 通婚 関 係 に お い て も,相

互 的 な 通婚 関係 が ス タ ー トす る とき

に は,姉 妹 交 換 婚 が行 なわ れ て い るξ

従 って,チンギス・カン 家 の縁 組 シ

図8　 チンギス ・カ ン家 とク ドカ ・ベキ家 の通婚

　 　　関係(2)

ス テ ムの特 徴 の一 つ と して,相 互 的 な 通婚 を ス タ ー トさせ る場 合 には,姉 妹 交 換 婚 を

行 うこ とが 多 い といえ る。

　 とこ ろで,オ グル ・ ト トミシは,最 終 的 に は モ ンケ と結婚 した の で,そ の結 果,姉

妹 交 換 婚 で は な くな り,図8の よ うな,変 則 的 な 型 に な った。 前 述 の ケ レイ ト族 の チ

ャ ウル ・ベ キ とジ ョチ の縁 組 が,こ れ と同 型 の 組 合 せ であ る ので(図4),こ れ か ら

も相 互 的 な通 婚 関 係 が ス ター トし うる と思わ れ る。 しか し,実 際 には,オ グル ・ ト ト

ミシが 早 く死 去 し彼 女 か ら男 児 が生 まれ なか った た め か,モ ソケ家 との通 婚 関 係 は,

これ 以 上連 続 しなか った 。

　 なお,モ ンケが オ グル ・ト ト ミシを 姿 った 時 期 は,は っ き り確 定 す る こ とが む ず か

しい が,父 トル イが 死 去 した1232年 か ら3-4年 以 内 に,モ ソケは オ グル ・ ト トミシ

を姿 り彼 女 か ら娘 の シ リソが 生 まれ た と考 え られ るの で(宇 野1993:79-80),従 っ

て オ ゴデ イ ・カ ソの 治 世 で あ る こ とは確 か で あ る。 以 下 に述 べ る トレル チ の娘 た ち,

す なわ ち オ グル ・ ト トミシの姪 た ちが チ ンギ ス ・カ ン家 に嫁 いだ 時 期 も,推 定 す る こ

とが で き,(4)(6)に つ い て は,や は りオ ゴデイ の 治世 で あ る(宇 野1993:87)。

9　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ 家 の通 婚 関 係(3)
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(3)ア リク ・プ ヶ(Ariq　 B6ke)と エ ル ・チ ク ミシ ・カ トソ(El-6iqmi忌Qatun)の

婚 姻(図9,史 料A・B)

　 トレル チ の次 世 代 で は,ト レル チ とチ チ ェゲ ンの娘 の うち エ ル ・チ ク ミシが,ト ル

イ の 息 子 ア リク ・ブ ケに嫁 いだ 。 こ の婚 姻 は,ア リク ・ブ ケか ら見 れ ば,父 の 姉 妹 の

娘(FZD)と の婚 姻 で あ る の で,従 来 の人 類 学 の モ デ ルを 当 て はめ れ ぽ,「 父 方 交 叉

イ トコ婚 」 に あた る。 しか し本 稿 では,夫 と妻 の 系譜 関 係 か ら見 た近 親 婚 と して の タ

イ プを 問 題 に す る の では な く,2家 系 間 で どの よ うな交 換 のパ タ ー ンに も とつ いて 女

性 を交 換 した か を重 視 した い 。 従 って,こ の婚 姻 は,ト レル チが 妻 チ チ ェ ゲ ソを姿 っ

た お返 しに,妻 の 兄弟 の 息 子 の ア リク ・ブ ケに,娘 の エル ・チ ク ミシを嫁 が せ た 婚姻,

す なわ ち 「妻 の 兄 弟 の息 子 に お返 し と して 自分 の娘 を嫁 がせ る婚 姻 」 と考 え た い20も

　 上 述 の 「姉 妹 交換 婚」 が,「 妻 の兄 弟 にお 返 し と して姉 妹 を嫁 が せ る婚 姻 」 で あ る

こ と と比較 す る と,2集 団 間 の ギ ブ ・ア ン ド ・テ イ クの 女性 の 交換 で あ る こ とは 同 じ

で あ るが,1世 代 後 で お返 しをす る点 が 異 な る。

(4)フ レ グ ・カ ソ(Hulegu　 Qan)と クイ ク ・カ トソ(Kuik　 Qatun)の 婚 姻(図7,

史料A)

　 チ チ ェゲ ソか ら生 まれ た 娘 うち,ク イ クは,ア リク ・プ ケ の兄 フ レグに嫁 い だ。 こ

の婚 姻 も,フ レグか ら見 れ ば,父 の 姉 妹 の娘 との婚 姻 で あ り 「父 方 交 叉 イ トコ婚 」 で

あ るが,(3)と 同 様 に,ト レル チ を 中 心 と した 交 換 の パ タ ー ンを 見 れ ぽ,「 妻 の 兄弟

の 息子 に お返 しと して 自分 の娘 を 嫁 が せ る婚 姻」 で あ る。

(5)バ トゥ(Batu)と べ キ(Beki)の 婚 姻(図10,史 料H)

　 トレル チ の娘 の うち,ベ キ は ジ ョチ の次 子 バ ト ゥに嫁 い だ 。 史料Hに,ベ キ とオ

ル ジ ェイは オ ル ガ ナの 姉 妹 とあ り,史 料Fに オ ル ジ ェイ は ト レル チ の娘 とあ る の で,

図10チンギス・カン 家 とク ドカ ・ベキ家 の通婚関係(4)
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ベ キ は トレル チ の娘 で あ る こ とが わ か る が ,母 親 は誰 か わ か ら ない(宇 野1993:86)。

従 って,「 父 方 交 叉 イ トコ婚 」 か ど うか は わ か らな い が,交 換 のパ タ ー ソか らみ れ ば,

こ の婚 姻 も,ト レルチ が 「妻 の兄 弟 の 息 子 に お返 し と して 自分 の娘 を嫁 が せ る婚 姻 」

で あ る。

(6)カ ラ ・フ レ グ(Qara-hulegu)と オ ル ガ ナ ・カ トン(orγana　 Qatun)の 婚 姻(図

11,史 料A)

　 チチ ェ ゲ ンか ら生 まれ た娘 の うち,オ ル ガナ は,チ ャガ ダイ の孫 カ ラ ・フ レグに嫁

い だ 。 これ は,カ ラ ・フ レグか ら見れ ば,父 の父 の姉 妹 の娘(FFZD)と の婚 姻 で あ

り,上 の2つ と異 な るが21),ト レル チが 「妻 の 兄 弟 の孫 に お返 し と して 自分 の 娘 を嫁

が せ 」 た とい う点 で,そ こに ギ ブ ・ア ソ ド ・テ イ クの互 酬 の原 理 が働 い て い る こ とを

読 み と る こ とが 出来 る。

　 トレル チが,「 妻 の 兄 弟 の 息 子」 で な く 「妻 の 兄 弟 の 孫 」 に オ ル ガナ を 嫁 つ が せ た

こ とに は 理 由 が あ る。 カ ラ ・フ レグの父 モエ トゥケ ンは,チ ャガ タイ の後 継 者 と見 な

され て い な が ら若 く して 戦 死 し,ト レル チ の 娘 た ち が次 々 とチンギス・カン 家 に嫁 い

だ 時 期 に は,す で に死 去 して い た。 そ の た め,そ の 息子 で チ ャガ タイ の後 継者 と見 な

され てい た カ ラ ・フ レグが,オ ル ガ ナを 嬰 る こ とに な った の であ る。

　 以 上 の4例 は,チ チ ェ ゲ ソを姿 った トレル チ が,そ の お返 しと して娘 を妻 の 出身 家

系 へ 嫁 が せ る とい う互 酬 の 原理 に も とつ く婚 姻 で あ った。 そ の うち,(3)の 図9は さ

ら に連 続 して 図13・14に な り,(4)の 図7は 図15に な る。

　 こ こ で,(2)～(6)の5例 の政

治 的 背 景 を,別 稿 で の分 析 に も とづ 　 　

い て ま とめ て お きた い(宇 野1993)。

チンギス・カン家 の姻 族 と して最 も

力 を持 って い た の は,前 述 の よ うに,

チ ンギ ス ・カ ンの 第1カ トンの 弟 の

家 系 で あ る ウ ソギ ラ ト族 の ア ル チ ・

ノヤ ン家 で あ り,チンギス・カン の

子 孫 に と って,ア ル チ ・ノヤ ソ家 と

の 姻戚 関係 は 帝位 継 承 に有 利 に働 く

条 件 の一 つ で あ った と思 われ る 。 チ,

ソギ ス ・カ ソの 治世 に は,チ ソギ ス

図11チ ンギス ・カン家 とク ドカ ・ベキ家 の通婚

　　 　関係(5)
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・カ ソの息 子 の うち ,年 上 の ジ ョチ とチ ャガ タイ が アル チ ・ノヤ ン家 と姻戚 関 係を 結 ん

だ。 とこ ろが,つ ぎ の オ ゴデイ ・カ ソの治 世 に な る と,弟 のオ ゴデ イ と トル イ の家 系

が,巻 き返 しを 図 る よ うに アル チ ・ノヤ ソ家 との 姻戚 関 係 を強 め,ジ ョチ家 とチ ャ ガ

タイ家 は ア ル チ ・ノ ヤ ソ家 か ら遠 ざか る。

　 この よ うに最 有 力 の 姻族 ア ル チ ・ノ ヤ ン家 をめ ぐって駆 け 引 きが 続 い て いた と き,

チンギス・カンの娘 チ チ ェ ゲ ソを 嬰 って いた ク ドカ ・ベ キ家 の トレル チ は,姻 族 と し

て勢 力拡 大 を 目指 し,ア ル チ ・ノヤ ソ家 との関 係 が 薄 くな った ジ ョチ 家 とチ ャガ タ イ

家,そ して トル イ家 の息 子 な か で も アル チ ・ノヤ ソ家 との 姻 戚関 係 が な か った年 下 の

フ レグ と ア リク ・ブ ケに 次 々 と 自分 の娘 を嫁 がせ た の であ る。トル イ の長 子 モ ソケは,

す でに アル チ ・ノヤ ン家 の娘 を婁 ってい た が,前 述 の よ うに,父 親 の婚 約 者 で あ った

トレル チの 娘 オ グル ・ ト トミシ も嬰 った 。

　 以上 の よ うに,ア ル チ ・ノヤ ソ家 とチ ンギ ス ・カ ン家 の姻 戚 関 係 の 隙 間 をぬ って,

ク ドカ ・ベ キ家 は一 気 に広 く網 を か け る よ うにチンギス・カン 家 との姻 戚 関 係 を 拡 大

した の で あ る。 これ ら ト レル チ の娘 た ち の婚 姻 が,い ず れ も互 酬 の 原理 に基 づ い た 交

換 の パ ター ンにそ って い る こ とか らわ か る よ うに,こ の 縁組 システ ムは,同 世 代 で 複

数 の娘 を嫁 がせ ぽ,交 換 の パ タ ー ンを 崩 さず に姻 戚 関 係 を分 岐 させ,姻 戚 関係 を拡 大

す る こ とが で きる と い う特徴 を持 って い る。

　 そ の 後,オ ゴデ イ家 が 帝 位継 承 争 いに 敗 れ,ト ル イ家 の モ ソ ケが 即 位 す る と,ア ル

チ ・ノ ヤ ソ家 は 姻族 と して の勢 力 を弱 め,モ ン ケ ・カ ソの治世 には,ク ドカ ・ベ キ 家

がそ れ に 代 わ って姻 族 と して の勢 力 を増 した 。ク ドカ ・ベ キ家 出身 の寡 婦 オ ル ガ ナが,

チ ャガ タイ 家 当 主 の 座 につ いた こ とはそ れ を よ く示 して い る。

(7)イ ナ ル チ(lna16i)と クル イ ・エ ゲチ(Qului　 Ege6i)の 婚 姻(図12,史 料A)

ク ドカ ・ベ キの 息 子 イ ナ ル チは,ジ ョチの 娘 クル イ ・エ ゲ チを姿 った。この婚 姻 は,

図12　チンギス・カン 家 とク ドカ ・ベ キ家の通婚関係(6)
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史 料Aに バ トゥが 姉 妹 の クル イ ・エ ゲチ を嫁 が せ た とあ る よ うに,ア ル チ ・ノ ヤ ソ家

か ら遠 ざか ったバ トゥが,自 ら上 述 の べ キ を癸 った 上 に,姉 妹 を ク ドカ ・ベ キ の息 子

に 嫁 が せ,ク ドカ ・ベ キ家 との姻 戚 関 係 を強 めた こ とを示 してい る。 交換 のパ タ ー ン

と して は,あ ま りきれ い に は連 続 して い な い。

(8)ト コ カ ン(Toqoqan)と コチ ュ ・カ トソ(K66u　 Qatun)の 婚 姻(図12,史 料

A・C)

　 バ トゥの 息子 トコカ ソは,ト レル チ の娘 コチ ュを婁 った。 この婚 姻 は,(7)の 婚 姻

に対 す るお 返 し と考 え る と,や や変 則 的 で は あ る が,図12の よ うな交 換 の パ ター ソを

見 い だす こ とが で きる。

(9)チ ョバ ン(Coban)と ノム ガ ン(Nomuγan)の 婚 姻(図13,史 料A・B)

　 ブ カ ・テ ムル の 息子 の チ ョバ ソは,ア リ ク ・ブ ケ とナ イ マ ン出 身 の ク トクナ ・カ ト

ンの 間 に生 まれ た娘 ノ ム ガ ソを嬰 った。 この婚 姻 は,ア リ ク ・ブ ケか らみ る と,「 妻

の 兄弟 の息 子 に お返 し と して 自分 の娘 を嫁 が せ る婚姻 」 で あ り,ア リク ・ブ ケ 自身 の

婚姻 を 同 じ交 換 の パ ター ンを 持 つ。 と ころが,チ ョバ ソと妻 の系 譜 関 係か ら見 て み る

と,こ れ は 「父 の姉 妹 の夫 の別 の妻 の娘 」 との婚 姻 で あ り,「 父 方 交 叉 イ トコ婚(父

の 姉 妹 の娘 との 婚 姻)」 で は な い。モンゴル の親 族 名 称 体 系 に お い て,「 父方 交 叉 イ ト

コ」 はjee(『 元朝 秘 史』 のje'e)で あ るが,「 父 の姉 妹 の夫 の 別 の妻 の娘 」 はjeeの カ

テ ゴ リーに 含 まれ な い の で,「 類 別 的 父 方 交 叉 イ トコ」 との 婚 姻 に も当 た らな い 。 従

って,こ の婚 姻 は,「 父 方 交 叉 イ トコ婚 」に形 は よ く似 て い る が,「 父方 交 叉 イ トコ婚 」

図13　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ家 の 通婚 関係(7)
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で は な いの で あ る。 男 性 か らみ て 「父 の 姉妹 の夫 の 別 の 妻 の娘 」 とい うの は,直 接 に

は系 譜 関 係 の な い人 間 で あ る。 図13で 見 て み る と,チ ョバ ソに と って,ノ ムガ ソ との

関 係は,2世 代 上 の トレル チ とチチ ェ ゲ ソの婚 姻 を 通 した遠 い系 譜 関 係 は あ る が,父

の姉 妹 であ るエ ル ・チ ク ミシを通 した 系譜 関 係 はな い こ とがわ か る22㌧

　従 っ て,従 来 の人 類 学 の 縁組 理 論 の よ うに,夫 と妻 の 系譜 関 係 に よって婚 姻 を タ イ

プ分 けす る とい う方 法 を とるな らば,図13の 一 連 の3世 代 に わ た る交 換 婚 の うち,エ

ル ・チ ク ミシ とア リク ・ブ ケ の婚 姻 は,「 父方 交 叉 イ トコ婚 」 で あ るが,次 世 代 の チ

ョバ ソ とノ ム ガ ンの婚 姻 は 「父方 交 叉 イ トコ婚 」 で は ない の で,図13の 一 連 の 婚姻 に

は 一貫 性 が ない とい うこ とに な って しま うので あ る。

　 上 述 の よ うに,交 換 の パ タ ー ソに 注 目 してみ れ ぽ,ト レル チ も次世 代 の ア リ ク ・ブ

ケ も,「 妻 の 兄 弟 の息 子 にお 返 し と して 自分 の 娘 を嫁 が せ る婚 姻 」 で あ り,一 貫 した

原 則 に基 づ き,み ご とに連 続 した 「女 性 の交 換 」 を行 って い る こ とがわ か る。

　 この よ うな こ とが起 こる原 因 の1つ は,チンギス・カン 家 の 男 が一 夫 多 妻 婚 を 行 う

た め に,そ の娘 た ち が異 な る母 親 を もつ こ とに あ る。 そ して,チンギス・カン 家 の縁

組 シス テ ム では,ギ ブ ・ア ソ ド ・テ イ クの お返 しと して嫁 が せ る娘 は,そ の母 親 が誰

で あ るか は 問 題 と しな い 。 従 って,交 換 の パ タ ー ソと して は 同 じで も,「 父 方 交 叉 イ

トコ婚 」 に な る場 合 とな らな い場 合 が で て くる ので あ る。 この点 が 最 も重 要 で あ り,

チンギス・カン家 の 縁 組 シス テ ムを 「父 方交 叉 イ トコ婚 」 と して解 釈 す る こと が で き

ず,女 性 の 交換 の パ タ ー ソそ の もの を 分析 しなけ れ ば な らな い最 大 の理 由 で あ る。

　 以 上 よ り,図13の3組 の婚 姻 は,2つ の家 系 間で,互 酬 の原 理 に も とづ き交 互 に行

なわ れ た 縁 組 で あ り,交 換 の パ タ ー ンと して は3世 代 連続 して い る と考 え る こ とが で

きる。

(10)パ ル ス ・ブ カ(Bars-buqa)と エ ル ・テ ムル(El-temUr)の 婚 姻(図14,史 料

D)

　 トル イ とナイ マ ソ出身 のリンクン・カトン の 間 に生 まれ た エ ル ・テ ムル は,ト レル

チ の息 子 パ ル ス ・ブカ に嫁 いだ。 この婚 姻 は,(3)の ア リク ・ブ ケ とエル ・チ ク ミシ

の婚 姻 と組 み 合 わ せ る と,姉 妹交 換 婚 に な る。 しか し,こ こで 相互 的 な通 婚 が ス ター

トしたわ け では な い の に,姉 妹 交換 婚 が 行 なわ れ た の は なぜ で あ ろ うか 。 お そ ら くこ

れ は,エ ル ・チ ク ミシが ア リク ・プ ヶの第1カ トンとな りなが ら彼 女か らは 男 児 が 生

まれ な か った こ と と関 係 が あ る と思 われ るが,藍 の こ とは,第5章 で改 め て論 ず る こ

とに した い。
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図14　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ家 の通 婚 関 係(8)

　 と ころ で,政 治 的 な視 点 か らみ て重 要 であ るの は,図14の 中 の パ ル ス ・ブ カ と ア リ

ク ・ブ ケ の関 係 で あ る。 モ ンケ ・カ ソの死 後,第5代 ク ビライ ・カ ソの即 位 を め ぐっ

て 帝位 継 承 争 い が お こ り,そ れ は,ア リ ク ・ブ ケ家 とオ イ ラ ト族 ト レル チ家,ク ビラ

イ 家 と ウ ソギ ラ ト族 アル チ ・ノヤ ソ家(特 に そ の息 子 の ナチ ソ家)の 結 び つ きを 決 定

的 に した。1261年 の シムル ト湖 の戦 い では,ナ チ ンの率 い る1万 隊 は ク ビライ 軍 の 主

力 の一 つ であ り,ク ビライ 軍 が ア リク ・ブ ケ軍 を敗 り,ア リ ク ・ブケ軍 に つ い て いた

多 くの オイ ラ ト族 が 殺 され た(岡 田1974:7;杉 山1982:304-305)。 当時,ト レル チ

の 息子 た ち の うち,長 子 ブ カ ・テ ムルは フ レグ と と もに イ ラ ンに行 って しま って いた

の で,モンゴル 高 原 に残 って い た の は,次 子 バ ル ・ トア と第三 子 パ ル ス ・プカ で あ る。

と くに パ ル ス ・ブ カは,ア リク ・ブケに と って 父方 の交 叉 イ トコで あ る上 に,姉 妹 交

換 婚 に よっ て二重 の姻 戚 関 係 に あ った の で,ア リク ・ブ ケに と って最 も信 頼 で き る味

方 で あ った と思 われ る。

(11)メ リ ク ・テ ム ル(Melik-temur)と エ メ ゲ ソ ・カ ト ン(Emegen　 Qatun)の 婚 姻

(図14,史 料D).

パ ル ス ・ブ カ の 娘 エ メ ゲ ン ・カ トンは,ア リ ク ・ブ ヶ の 息 子 メ リ ク ・テ ム ル と 結 婚

し た 。 エ メ ゲ ン ・カ ト ンの 母 親 が エ ル ・テ ム ル で あ る か ど うか は 史 料 に 記 載 が な い の
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でわからない。そのため,も し従来の縁組理論を適用 して,夫 と妻の系譜関係を問題

にするならば,「父方交叉イ トコ婚」か 「父の姉妹の夫の別の妻の娘 との婚姻」か確

定できないことになるが,こ こでは交換のパターンを問題にするため,エ メゲン ・カ

トンの母親が誰であれ,パ ルス ・ブカからみて 「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分

の娘を嫁がせる婚姻」が行われたことにな り,互 酬の原理にしたがっていることがわ

かる。

(12)ト ク ・テ ムル(Toq-tem鷲r)と エ ブゲ ソ(EbUgen)23)　 の婚 姻(図14,史 料D)

　 メ リク ・テ ムル と ドルパ ン族 の ボ レとの間 に生 まれ た エ ブ ゲ ソは,パ ル ス ・ブ カ の

孫 の トク ・テル ム と結 婚 した。 この婚 姻 は,(7)の チ ョパ ソ とノ ム ガ ンの婚 姻 と同 タ

イ プで あ り,ト ク ・テ ムル か ら見 る と,「 父 の姉 妹 の夫 の別 の妻 の娘 とめ 婚 姻 」 で あ

って,「 父 方 交叉 イ トコ婚 」 で は な い。 しか し,交 換 の パ タ ー ソを 問題 にす るな らば,

メ リク ・テ ム ルか ら見 て,「 妻 の 兄弟 の息 子 に お 返 し と して 自分 の娘 を嫁 がせ る婚 姻 」

が 行 わ れ た こ とに な り,互 酬 の原 理 に も とつ く交 換 のパ タ ー ン と しては きれ い に連 続

して い る こ とが わか る。

(13)フ レグ(HUIegU)と オ ル ジ ェイ(61jei)の 婚 姻(図15,史 料A)

e

図15　チンギス・カン 家 とク ドカ ・ベキ家 の通婚関係(9)
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　 フ レグは,ト レル チ の娘 ク イ クを 姿 った 以 外 に,ク イ クの異 母姉 妹 の オ ル ジ ェイ も

嬰 った。 トレル チ の娘 の うち,チンギス・カン の 娘 チ チ ェゲ ソか ら生 まれ た こ とが 確

認 で きる のは,エ ル ・チ ク ミシ,オ ル ガ ナ,ク イ クの3人 で あ り,オ ル ジ ェイ は,史

料Fに 他 の 母親 か ら生 まれ た と記 され て い る の で,チ チ ェ ゲ ソの 娘 では な い。 従 っ

て,フ レグ とオ ル ジ ェイ の 婚 姻 は,「 父方 交 叉 イ トコ婚 」に は な らな い が,交 換 パ タ ー

ソは クイ クの場 合 と同 じで あ り,ト レル チか らみ て 「妻 の 兄弟 の 息子 に お返 し と して

自分 の娘 を嫁 が せ る婚 姻 」 が 行 わ れ た こ とにな る。 この婚 姻 の時 期 に つ い ては,史 料

Fに 「彼 女(オ ル ジ ェイ)を モ ン ゴル 地方 で嬰 った」 とあ り,フ レグが 西 ア ジ ア遠 征

に 出発 す る前 に オ ル ジ ェイを 嬰 った こ とが わ か る。一 方,ク イ クの死 去 につ い て 史 料

Fに,「 クイ ク ・カ トンがモンゴル 地 方 で な くな った と き」 とあ るの で,ク イ クが 亡

くな った の も西 ア ジア遠 征 前 で あ る こ とが わ か る。従 って,お そ ら く,ク イ クの 死 後,

フ レ グは 「ソロ レー ト婚 」 と して クイ クの 姉 妹 の オ ル ジ ェイを姿 った の であ ろ う。

　 た だ し,オ ル ジ ェイ は,ク イ クの 死後,ク イ クの地 位 を も継 承 した の で は な か った。

なぜ な ら,史 料Fに,ク イ クの 財 産 で あ った 牧 地 が,ウ ンギ ラ ト族 の ア ル チ ・ノ ヤ

ソー 族 の出 身 で あ る ク トイ ・カ トンに与 え られ た とあ る か らであ り,ク イ クに 代 わ っ

て フ レ グの 第1カ トンに な った の は,ク トイ ・カ トンで あ った 。 この こ とは,オ ゴデ

イ,グ ユ クの 治世 に,フ レグが一 時 ア ルチ ・ノヤ ソ家 との姻 戚 関 係 に傾 いた 時 期 が あ

った こ とを 示 して い る。 しか し,1251年 の モ ン ケの即 位 以後,ク ドカ ・ベ キ家 が 姻 族

と しての 勢 力 を強 め,1253年 に フ レ グが西 ア ジア遠 征 に 向か った と きに は,モンゴル

高 原 に残 され た 宮廷 は ク ドカ ・ベ キ家 の関 係 者 で 固 め られ,ク トイ の宮 廷 は ク ドカ ・

ベ キ家 の親 戚 筋 に あ た る側 室 の 手 に委 ね られ,再 び フ レ グ とオイ ラ ト族 ク ドカ ・ベ キ

家 との姻 戚 関 係 が強 ま る こ とに な る(宇 野1993:91-95)24も

(14)チ ャキ ル(Cakir)と モ ングル ゲ ン(M6ngifltigen)の 婚 姻(図15,史 料G)

　 ブ カ ・テ ムル の息 子 の チ ャキ ル は,フ レグ とオ ル ジ ェイか ら生 まれ た モ ングル ゲ ソ

を婁 った 。 これ は,チ ャキ ル か ら見 れ ば,父 の 姉 妹 の 娘(FZD)と の 「父 方 交 叉 イ

トコ婚 」 で あ る が,交 換 の パ タ ー ソを フ レグか ら見れ ぽ,ク イ ク とオ ル ジ ェイ を 癸 っ

た お返 しに,二 人 の兄 弟 ブ カ ・テ ムル の息 子 チ ャキ ル に娘 モ ソグル ゲ ンを 嫁 が せ た こ

とに な り,「 妻 の 兄 弟 の息 子 に お 返 しと して 自分 の娘 を嫁 が せ る婚 姻 」 が行 われ た こ

とに な る。

　 図15を 見 てみ る と,互 酬 の パ タ ー ソが きれ い に ま も られ て お り,世 代 毎 に婚 出す る

方 向が 入 れ替 わ り,ギ ブ ・ア ソ ド ・テ イ クの 交 換 婚 が連 続 して行 わ れ た こ とが わ か る。
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な お,チ ャキ ル が死 んだ 後,モ ン グル ゲ ソは チ ャキ ル の息 子 の タ ラ カイ と結婚 した。

(15)ジ ュム クル(Jumqur)と ノル ソ(N61Un)の 婚 姻(図15,史 料A)

　 こ の婚 姻 は,ジ ュム クルか ら見 る と,母 の 兄 弟 の娘(MBD)と の 婚 姻 で あ るの で

母 方 交 叉 イ トコ婚 で あ る。 一 方,上 の チ ャキ ル とモ ソグル ゲ ソの婚 姻 と組 み合 わ せ て

み る と,姉 妹 交 換 婚 にな るが,こ れ は,相 互 の通 婚 が ス タ ー トした 例 で は な い ので,

や や 例 外 的 で あ る。 おそ ら く,1251年 の モ ンケの即 位 後,ク ドカ ・ベ キ家 が姻 族 と し

て の勢 力 を 強 め た こ とと関 係 が あ る ので あ り,前 述 した よ うに,1253年,フ レ グは西

ア ジ ア遠 征 に 出発 す る と きに,モンゴル 高 原 の 宮廷 を ク ドカ ・ベ キ家 の関 係者 で 固 め

よ う と した が,そ の頃,息 子 ジ ュ ム クル に も ク ドカ ・ベ キ家 の娘 ノル ンを 嬰 らせ,そ

の上 で,モンゴル 高 原 の牧 地 を 彼 に委 ね た ので は な いか と思 われ る。

　 な お,ジ ュ ム クル が死 ん だ 後,こ の ノ ル ソは,ジ ュム クルの 弟 の テ ク シ ンと結婚 し

た。

(16)モ ソケ ・テ ムル(M6nke-temUr)と オ ル ジ ェテ イ(Oljetei)の 婚 姻 と タ ラ カイ

(Taraqai)と ア ラ ・ク トル グ(Ara-qutluγ)の 婚姻(図16,史 料A)

この ジ ョチ 家 と ク ドカ ・ベ キ家 の 間 で行 なわ れ た2組 の婚 姻 に は,図16の よ うに,

図16チンギス・カン 家 と ク ドカ ・ベキ家 の通婚関係(10)
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ギ ブ ・アン ド ・テイ クの交 換 のパ タ ーン が あ る。 モ ンケ ・テ ム ルか ら見れ ぽ,妻 オル

ジ ェテ イ の お返 しと して,娘 ア ラ ・ク トル グを,妻 の 兄 弟 の息 子 タ ラ カイ に嫁 がせ た

こ とに な り,「妻 の兄 弟 の息 子 に お返 し と して 自分 の娘 を嫁 が せ る婚 姻 」 で あ る。

　 と こ ろが,も う1世 代 上 の コチ ュ と トコ カ ンの婚 姻 との 連 続 性 を 考 え て み る と,

ギ ブ ・ア ン ド ・テイ クの パ タ ー ンは 崩 れ て お り,2世 代 連 続 して ク ドカ ・ベ キ 家か ら

婚 出 して い る。 ブ カ ・テ ム ル は,フ レグ と と もに イ ラン に い き,図15の よ うに,ブ カ

・テ ムル家 とフ レグ家 の間 に通婚 関 係 が連 続 してい た こ とを考 え る と
,こ の2組 の婚 姻

は,な ん らか の政 治 的事 情 の ため に,ブ カ ・テ ム ル家 が,あ る時期 ジ ョチ 家 に 接近 し

た こ とを表 わ して い るの で あ ろ う。

3.3.小 結

　オイラト族のクドカ ・ベキ家 とチンギス・カン 家 との通婚関係に関する以上の分析

から,そ の通婚パターンの特徴についてまとめれぽ,次 のようになるであろう。

　 (1)相 互的な通婚がスター トするときは,「姉妹交換婚(妻 の兄弟に自分の姉妹を

嫁がせる婚姻)」が行われている。それ以外にもなんらかの理由により,結 果的に 「姉

妹交換婚」になることがある。

　 (2)以 上検討 した通婚関係の中に,「父方交叉イ トコ婚」(「類別的父方交叉イ トコ」

との婚 姻 も含 む)は6例(フ レ グ と クイ ク,ア リク ・

ブ ケ とエ ル ・チ ク ミシ,カ ラ ・フ レグ と オル ガナ,バ

トゥとべ キ,チ ャキル とモ ン グル ゲ ン,タ ラ カイ とア

ラ ・ク トル グの 婚 姻)あ るが,「 父 の 姉 妹 の 夫 の別 の

妻 の娘 との婚 姻 」 は2例(チ ョパ ン とノ ム ガン,ト ク

・テムル とエ ブ ゲン の婚 姻)あ り,ど ち らか不 明 の もの

が1例(メ リク ・テ ムル とエ メ ゲ ン ・カ トンの婚 姻)

あ る。 「父 方 交 叉 イ トコ婚」 の 数 が 多 い の は 事 実 で あ

るが,必 ず 「父 方 交 叉 イ トコ婚 」 で あ る必要 は な く,

「父 の 姉 妹 の夫 の別 の 妻 の娘 との婚 姻 」 で も この 通婚

関係 を 連 続 させ る こ とが で きる。 つ ま り 「父 方交 叉 イ

トコ婚 」 で あ る こ とは,必 要 条件 で は ない 。

　 (3)「 父 方交 叉 イ トコ婚 」 で も 「父 の姉 妹 の夫 の別

の妻 の娘 との 婚 姻 」 で も,「 妻 の 兄 弟 の 息 子 に,お 返

し と して 自分 の娘 を嫁 が せ る」 とい う交 換 の パ タ ー ン

㊧

図17　 通婚 の基本パ ターン
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があるのであり,こ の 「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁がせる婚姻」こ

そが,チ ンギス ・カン家 とク ドカ ・ベキ家の通婚関係にもっとも多く見られる基本型

である。 このギブ ・アンド・テイクの互酬の原理が,通 婚関係を次世代へ連続させて

いる。

　 (4)こ の縁組システムの 「女性の交換」の基本的なパターンを図示すれば,図17

のようになる。1番 下の世代の婚姻は,「父の姉妹の夫の別の妻の娘との婚姻」の場

合である。

　クドカ・ベキ家との通婚関係については,以 上のようにまとめることができる。次

に,ウン ギラト族のアルチ ・ノヤン家の通婚関係について同様な分析を行い,そ の上

で改めて総合的な考察を行ないたい。

4.ウン ギ ラ ト族 アル チ ・ノヤ ン家 とチンギス・カン 家 の通 婚

　　 関係

　 ウン ギ ラ ト族 に つ い て は,第2章 で姻 族 と しての ウン ギ ラ ト族 の 基 本的 な特 徴 を 説

明 を した が,従 来 の研 究 に よ りつ つ,も う少 し補 足 して お きた い 。

　 ウ ンギ ラ ト族 は,も と も と大 興 安 嶺 の 西側,ア ル グン 河 とガ ン河 に は さまれ た地 域

に 居 住 して いた 部 族 で あ るが,チンギス・カン の即 位 後,そ こをチンギス・カン の弟

た ち の た め に 明け 渡 し,ア ル チ ・ノ ヤン を 中心 とす る ウン ギ ラ ト族 の5つ の千 戸 は,

南 方 の シ ラ ・ム レン流域 か らシ リ ン ・ゴル 草原 に いた る地域 へ 移 住 させ られ た 。以 後,

アル チ ・ノヤン 家 は,ダ ライ湖 北 西 岸 を 夏営 地,シ ラ ・ム レン南 岸 の 現在 の烏 丹 付 近

を 冬 営 地 と して い た 。 後 に,夏 営 地 に は 応 昌 府(路),冬 営 地 には 全 寧 路 が 築 か れ る

(箭内1930:595-606;杉 山1992:100-101)。

　 アル チ ・ノヤ ンは,オ ゴデ イ ・カ ンの 時 代 に,万 戸 長 の位 を授 か り,以 後,万 戸長

の 位 は,図19に 付 した 順番 で,ア ル チ ・ノヤ ンの子 孫 に 継 承 され て い った。 チン ギ ス

・カン の子孫 に とって ,ア ル チ ・ノヤン 家 と姻 戚関 係 を持 つ こ とは,帝 位 継承 に 有 利 で

あ った ら し く,誰 が アル チ ・ノヤ ン家 との 姻 戚 関係 を継 承 す るか を め ぐって,激 しい

凌 ぎ合 い が 起 こ り,か え って それ が アル チ ・ノヤン 家 に と って マ イ ナ スに な る こ と も

あ った 。

　 アル チ ・ノヤン の娘 チ ャ ブイが ク ビライ に嫁 ぎ,ア ル チ ・ノヤン 家 が ク ビ ライ 家 の

姻 族 に な った の は,第2代 オ ゴデ イ ・カン の 即 位前 後 で あ る。第4代 モン ケ ・カン が

即 位 し,弟 の ク ビ ライが,中 国方 面 の統 治 を 任 され る と,ク ビ ライ は,ア ル チ ・ノヤ
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ン家 の住 地 の 南方 に隣 接 す る金蓮 川(後 の上 都 一 帯)に 本 拠地 を置 き,ま す ます ア ル

チ ・ノ ヤン 家 との絆 を深 め て い った。 以 後,ア ル チ ・ノ ヤ ン家 は,元 朝 の 夏 の 都 で あ

る上 都 か らみ て 東北 方 に 隣 接 す る地 域 を 占め,軍 事 的 にみ て 最重 要 地 域 を 任 され て い

た こ とにな る(杉 山1984:490-491,493-494;1993:15H54)。

　 ア ル チ ・ノ ヤ ン家 の当 主 と して万 戸 長 にな った者 は,チンギス・カン 家 内 の 政争 に

関わ る こ とが 多 く,敵 対 勢 力 の打 倒 に重 要 な役 割 を果 た して きた。 第3代 万 戸 長 ナ チ

ンは ク ビライ とア リク ・ブ カの帝 位 継 承 争 い に,第5代 万 戸 長 テ ムル は ナ ヤ ンの乱 に
,

第6代 万 戸 長 マン ジ タイ は カイ ドゥの乱 に,そ れ ぞれ クビ ライ側 の重 要 な 戦 力 と して

参 加 して きた 。 た だ,シ リギ の乱 の とき には,第4代 万 戸 長 オ ロチ ンが,乱 に 乗 じた

弟 の ジル グ ガ ダイ に殺 され て しま った た め,応 昌 は反 乱軍 に包 囲 され,ク ビライ政 権

は一 時 非 常 事 態 に陥 い る こ とに な った 。 この よ うな例 か らわ か る よ うに,元 朝 政権 に

と って,ア ル チ ・ノヤ ン家 は,最 も信 頼 され て い た姻 族 で あ り,軍 事 的 に も重 要 な役

割 を担 って い た の であ る。

4.1.史 料

　 諸 史 料 か ら通婚 に関す る箇 所 を ピ ッ クア ップ し,そ れ に ア ル フ ァベ ッ トを ふ って列

挙 す る。 この 史料1～Xに も とつ い て,次 の議 論 を 進 め て い くこ とに す る。

1　 　 も う一 つ ウ ンギ ラ トの グル ー プが あ り,そ の リー ダ ー は デ イ ・ノ ヤ ン(Dei

Noyan<Dei　 Nayan)で あ った 。彼 に は,ア ル チ ・ノヤ ン(Al6i　 Noyan〈Alji　 Nayan)

とホ ク ・ノ ヤ ン(Hoqu　 Noyan<HUqO　 NUyan)と い う2人 の 息 子 が お り,ボ ル テ ・

フ ジ ン(B6rte　 Ojin<Barte　 Ojln)と い う名 の娘 が い た。チンギス・カン は青 年 期 の

初 め に 彼 女 を 求め た が,彼 女 の父 親 が 非 常 に 渋 った 。 アル チ ・ノヤ ンは チン ギ ス ・カ

ンと仲 が 好 か った ので,そ の姉 を 彼 に 与 え よ うと努 力 した。 彼 女 は年 齢 で は ア ル チ ・

ノ ヤ ン よ り上 で あ った。(『集 史 』 部 族 篇 ウン ギ ラ ト族,JT/Al:394)

J　 　 (チンギス・カン の)第1夫 人 の ボ ル テ ・フ ジ ン(B6rte　 FUjin<BOrte　 FUjin)

は,ウ ンギ ラ ト族 の長 で あ り王 で あ る デ イ ・ノ ヤン(Dei　 Noyan<Dei　 NUyan)の 娘

で あ った。 彼 女 は,全 カ トン の中 で 最 も信頼 され 最 も偉 大 な カ トンで あ り,名 声 を馳

せ た4人 の 年 上 の 息 子 と5人 の 娘 の 母 親 で あ った 。(『 集 史 』 チ ン ギ ス ・カ ン紀,

JT/TS　 1518:fo1.64b)
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K　 　 禿 満 倫(ト マ ルン)公 主,適 赤 窟(チ グ ゥ)馬付馬 。(r元 史 』巻109,諸 公 主表)

L　 　 4番 目の 娘 は トマ ルン(Tomalun<Tamalan)で あ る。 彼 女 を ウン ギ ラ トの

王 の 息 子 に 与 え た 。 彼 の 名 は グ レ ゲン ・ グ レ ゲン(GUregen　 GUregen<Karkan

Ktirkan)で あ る。 グ レゲ ンGtiregenは 「婿 」 で あ るけ れ ど も,彼 の名 に つけ られ て

い る。(『集 史 』チンギス・カン 紀,JT/TS　 1518:fol.65a)

M　 　 チ ンギ ス ・カ ンの 時 代 に,人 々が ア ル チ ・ノ ヤン(A16i　 Noyan〈Alji　 Nayan)

と呼 ん で い た あ る信 頼 で き る ア ミール が お り,彼 の名 は デ レ ゲ ・グ レ ゲ ン(Derge

GUregen<Derke　 Karkan)で あ った 。彼 にはShenkka　 Karkanと い う名 の息 子 が い た。

チンギス・カンは,他 の ウン ギ ラ ト諸 族 か ら4千 人 の男 を分 け て彼 に委 ね,自 分 の娘

で トル イ'カン(Tolui　 Qan<T田oi　 Khan)よ り年 上 の トマ ルン(Tomalun

くTamalUn)を 彼 に 与 え,彼 を チ ベ ッート(Tabat)地 方 へ 派 遣 した 。 現 在 まで 彼 らの

子 孫 が そ こ に 居 る 。(r集 史 』 部 族 篇 ウン ギ ラ ト族,JT/A1:396-397;JT/KMSM

2131:fol.31b)

N　 　 ウン ギ ラ ト(Unggirad〈Qunqrat)族 出身 のShenka　 Korkanの 千 戸 。 彼 は ア

ル チ ・ノ ヤ ン(A16i　 Noyan〈Alja　 NOyan)の 息 子 で あ り,(彼 の)ト マ ルン ・カ トン

(Tomalun　 Qatun<Tumalun　 Khatan)は チ ンギ ス ・カ ンの 娘 で あ る。 この4千 の軍 隊

を ウ ンギ ラ トか ら分 け て 彼 に 与 え,チ ベ ッ ト(Tabbat)芳 面 へ 派 遣 した 。 彼 らは ま

だそ こに 住 ん で い る。(『集 史 』チンギス・カン 紀,JT/TS　 1518:fol.130a)

O　 　 ア ル チ ・ ノ ヤン(A16i　 Noyan〈 入lji　NUyan)に は,ナ チン(Na6in<Najin)

の 下 に チ グ ・グ レ ゲン(Ciγu　 GUregen<Jika　 Karkan)と い う名 の 息 子 が い た 。 トマ

ル ン(Tomalun<TUmalUn)と い う名 の チ ンギ ス ・カ ンの 娘 を 嬰 った ダイ ル カイ ・グ

レゲ ン(Dairkai　 KUrkan)は ウ ンギ ラ ト出身 で あ った 。(『集 史 』部 族 篇 ウン ギ ラ ト族,

JT/A　 1:401)

P　 　 ジ ョチ ・カン(Jo6i　 Qan<Jnji　 Khan)の2番 目 の 息 子 ・ミト ゥ(Batu<Batu)。

バ ト ゥは ウン ギ ラ ト族 出 身 の ア ル チ ・ノ ヤ ン(Al6i　 Noyan<Aljl　 Nayan)の 娘 の オ キ

・フ ジン ・カ ト ン(6ki　 Fujin　 Qatun〈Oki　 Fuji　Khatan)か ら生 ま れ た
。(『 集 史 』 ジ ョ

チ ・カン 紀,JT/TS　 1518:fol.158a)
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Q　 　特醇禅(デ イ ・セチェン),姓 李思忽児,弘 吉刺(コン ギラト)氏,世 居朔漠。

本名特,因 從太祖起兵有功,賜 名醇禅,故 兼稻日特醇禅。女日李見台,太 祖光献翼聖

皇亘。

　子日按陳(ア ルチ),從 太祖征伐,凡 三十二戦,平 西夏,断 渥關道,取 回紘尋斯干

城,皆 與有功。歳丁亥(太 祖二十二年,1227年),賜 號國舅按陳那顔(ア ルチ ・ノヤ

ン)。壬辰(太 宗四年,1232年),賜 銀印,封 河西王,以 統其國族。丁酉(太 宗九年,

1237年),賜 銭二十萬絡,有 旨 「弘吉刺氏生女世以為后,生 男世尚公主,毎 歳四時孟

月,聴 讃所賜旨,世 世不絶」。(中 略)

　子斡陳(オ チン),歳 戊戌(太 宗十年,1238年)授 萬戸,尚 容宗(ト ルイ)女 也速

不花(イ ェス ・ブカ)公 主。

　弟納陳(ナ チン),歳 丁巳(憲 宗七年,1257年)襲 萬戸。(中 略)(中 統二年,1261

年)亮,葬 末懐禿。斡羅陳(オ ロチγ)襲 萬戸,尚 完澤(オ ルジェイ)公 主。完澤公

主莞,縫 尚嚢加眞(ナン ギヤジン)公 主。至元十四(1277)年 莞,葬 拓刺里,無 子。

弟日帖木兜,至 元十八年襲萬戸。(中 略)(至 元二十五年,1288年)亮,葬 末懐禿。子

二人,長 日弓周阿不刺(デ ィウバラ),次 日桑寄不刺(セン ゲ ・ブラ),皆 幼。

　至元二十七(1290)年,以 其弟蟹子台(マン ジタイ)襲 萬戸,亦 尚嚢加眞公主(ナ

ンギヤジン)。成宗即位,封 皇姑魯國大長公主,以 金印封蟹子台為齊寧王。(中略)嚢

加眞公主亮,縫 尚裕宗女哺寄不刺(ナ ンガ ・ブラ)公 主。蟹子台亮,年 五十有二。

　大徳十一(1307)年 三月,按 答児[禿]長 子鋼阿不刺(デ ィウバラ)襲 萬戸,尚 祥

寄刺吉(セ ンゲ ・ラギ),六 月,封 大長公主,賜 瑚阿不刺金印,加 封魯王。(中略)皇

慶間,加 封皇妹大長公主。天暦間,加 號皇姑徽文鎌福[貞]壽 大長公主。至大三

(1310)年,調 阿不刺莞,葬 末懐禿。

　阿里嘉室利(ア リギヤシ リ),調 阿不刺嫡子也。至大三年,甫 八歳,襲 萬戸。四

(1311)年 七月,襲 封魯王,尚 朶児只班(ド ルジバ ン)公 主。元統元(1333)年,阿

里嘉室利莞。至順間,封 朶兜只班號粛雍賢寧公主。

　桑寄不刺(セン ゲ ・ブラ)者,魯 王凋阿不刺之弟,阿 里嘉室利之叔也。(中略)成

宗時,奉 旨尚普納(ブ ナ)公 主,至 順間,封 郵安大長公主,授 桑寄不刺金印,封 郵安

王,職 千戸。元統元年,授 萬戸。(元 統)二(1234)年 三月,加 封郵安公主號皇姑大

長公主,加 封桑寄不刺魯王。以疾亮,年 六十一。此皆以騎馬襲封王爵者也。(r元 史』

巻118,特 醇禅伝)
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R　 　 魯國公主位。魯國大長公主也速不花(イ ェス ・ブカ),容 宗(ト ルイ)女 也。

適皇國舅魯忠武王按唄那顔(ア ルチ ・ノヤン)子 斡陳(オ チン)馬付馬。

　魯國公主醇只干(セ チェゲン),太 祖(チンギス・カン)孫 女,適 斡陳(オ チン)

弟納陳(ナ チン)馬付馬。

　魯國長公主完澤(オ ルジェイ),適 斡陳(オ チン)男 斡羅眞(オ ロチン)鮒 馬。魯

國大長公主嚢家眞(ナ ンギヤジン),世 祖(フ ビライ)女,適 納陳(ナ チン)子 帖木

児(テ ムル),再 適帖木兜弟蟹子台(マ ンジタイ)。

　魯國大長公主南阿不刺(ナ ンガブラ),裕 宗女,適 蟹子台。魯國徽文酪福(眞)[貞]

壽大長公主祥寄刺吉(セ ンゲ ・ラギ),順 宗(ダ ルマバラ)女,適 帖木児(テ ムル)

子彌阿不刺(デ ィウバラ)。

　魯國大長公主普納,適 帖木兜子魯王桑寄不刺(セ ンゲ ・ブラ)。粛雍賢寧公主朶児

只班(ド ルジバン),適 彌阿八刺子阿里嘉實利(ア リギヤシリ)。(『元史』巻109,諸

公主表)

S　 　 世 祖 昭容 順 聖 皇 后,名 察 必(チ ャ ブイ),弘 吉刺 氏,濟 寧 忠武 王 按 陳(ア ル チ)

之女 也 。 生 裕 宗(チ ンキ ム)。(『 元 史 』 巻114,后 妃 伝1)

T　 　 ク ビ ライ ・カ ン(Qubilai　 Qan<Qabilai　 Khan)に は 多 く の カ トン や 側 室 が い

た 。 一 番 上 で あ っ た の は チ ャ プ イ ・カ トン(Cabui　 Qatun〈Jaban　 Khatun)で あ り,

彼 女 は ウン ギ ラ トの 王 族 の 一 人 で あ る ア ル チ ・ノ ヤ ン(Al6i　 Noyan<Alji　 Nayan)の

娘 で あ っ た 。(『 集 史 』 ク ビ ラ イ ・カ ン紀,JT/TS　 l518:3fol.196b)

U　 　凡其女之為后者,自 光獄翼聖皇后以降,憲 宗貞節皇后諄忽台,及 后妹也速児,

皆按陳從孫忙寄陳之女。世祖昭容順聖皇后譲察必(チ ャブイ),濟 寧忠武王按陳(ア

ルチ)之 女,其 諄帖古倫(テ グルン)者,按 陳孫脱鈴憐之女,譲 哺必(ナ ムブイ)朋

縫守正宮者,納 陳(ナ チン)孫 偲童之女。成宗貞慈静艶皇后譲實憐答里(シ リンダリ),

斡羅陳(オ ロチン)之 女也。(中 略)文 宗皇后譲不答失里(ブ ダシリ),調 阿不刺(デ

ィウバラ)魯 王之女。(『元史』巻118,特 醇禅伝)

V　 　 南必(ナ ムブイ)皇 后,弘 吉刺氏,納 陳(ナ チ ン)孫 仙童之女也。至元二十

年,納 為皇后,縫 守正宮。(r元 史』巻114,后 妃伝1)
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表1　 アルチ ・ノヤン家 とチンギス・カン 家の通婚(1)

チンギス・カン家出身の夫

M611gke

(Tuluiの 息 子)

M6ngke

(Toluiの 息 子)

順 宗Darmabala

(Cin・kimの 息 子)

武 宗Qai蓉an

(Darmabalaの 息子)

武 宗Qai§an

(Darmabalaの 息子)

泰 定 帝Yesttn-temtir

(Kamalaの 息 子)

泰 定 帝YesUn-temtir

(Kamalaの 息 子)

泰 定 帝YesUn-temUr

(Kamalaの 息 子)

アルチ ・ノヤ ン家 出身の妻

忽 都 台

(A16i　Noyanの 子 孫,忙 寄 陳 の娘)

也 速 児

(Alei　Noyanの 子 孫,忙 寄 陳 の娘)

答吉Dagi

(A16i　Noyanの 孫渾都帖木見の娘)

眞 寄

(A16i　Noyariの 子 孫,送 不 刺 の娘)

速 嵜 失 里

(A16i　Noyanの 子 孫,恰 児 只 の娘)

八不牢

(A16i　Noyanの 孫 の斡留察兜の娘)

必 牢

(A16i　Noyanの 子 孫,買 住 牢 の 娘)

速 寄 答 里

(A16i　Noyanの 子 孫,買 住 筆 の 娘)

表2　 アルチ ・ノヤン家 とチンギス・カン 家 の通婚(2)

アル チ ・ノ ヤ ン家 出身 の夫

買 住窄

(A16i　Noyanの 子孫,送 不 刺 の 息 子)

丑 漢
●(A16i

　Noyanの 次 子必 寄 の子 孫)

納 合Noqa

(Al6i　Noyanの 子孫)

不 只 児

(A16i　Noyanの 弟 の 火忽 の孫)

脱 羅禾

(Dei　Se6enの 孫)

脱 羅禾

(Dei　Se6enの 孫)

阿恰

(A16i　Noyanの 息子唆見火都 の息子)

チンギス・カン家出身の妻

拝塔沙
(系譜不詳)

台忽普都
(系譜不詳)

唆 兜 恰 牢Sorqaqan

(696deiの 娘)

斡可眞
(系譜不詳)

不魯牢
(系譜不詳)

闊闊 倫

(Ayurbarwadaの 娘)

名前不詳
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W成 宗 貞 慈 静 酪皇 后,名 失 憐 答 里(シ リンダ リ),弘 吉 刺 氏,斡 羅 陳(オ ロチン)

之 女也 。 大 徳 三(1299)年 十 月,立 為 后 。 生 皇 子 徳 壽,早 亮 。(r元 史 』 巻114,后 妃

伝1)

X　 　 文宗 卜答失里(ブ ダシリ)皇 后,弘 吉刺氏,父 鮒馬魯王珊阿不刺(デ ィウバ

ラ),母 魯國公主桑寄(吉 刺)[刺 吉](セ ンゲ ・ラギ)。文宗居建業,后 亦在行。天暦

元年,文 宗即位,立 為皇后。(r元 史』巻114,后 妃伝1)

　 『元史』巻118特 醇禅伝,巻109諸 公主表には,こ こに列挙 したもの以外に,表1・

表2の 婚姻についての記事もある。しか し,こ れらの婚姻は両親どちらかの系譜関係

にはっき りしない点があ り,他 の婚姻 との関係が明かでなく,通 婚パターンを論ずる

ことが難 しい。従って,本 稿では表1・2の 婚姻は分析の対象から外すことにする。

4.2.通 婚 パ タ ーン の分 析 と解釈

　 上 記 の 史 料 に 記 され て い る2家 系 間 の 通 婚 関 係 を 分 析 し図 示 した もの が,図18-21

で あ る。この 図に 従 って,オ イ ラ トの ク ドカ ・ベ キ家 の場 合 と同 じ よ うに,通 婚 パ タ ー

ンを 解 釈 して い くこ とに す るが,ア ル チ ・ノヤン 家 の場 合 は,よ り詳 しい デ ー ター が

あ り,婚 姻 の時 期 や 政 治 的 背景 な ど もあ る程 度 あ き らか にで き るの で,そ の 点 も含 め

て分 析 しつ つ,通 婚 パ タ ー ンを解 釈 して い きた い。

(1)チ ンギ ス ・カ ン(Cinggis　 Qanニ テ ム ジ ン)と ボ ル テ(B6rte)の 婚 姻(図18,

史 料1・J・Q)

　チンギス・カン(テ ム ジ ン)は,

1180年代前半 ころに,デ イ ・セチェ

ンの娘ボルテと結婚 したらしい。『元

朝秘史』に記されている,チン ギス

・カンとボルテの婚約と結婚の話は有

名であるが,そ れは後の時代のウン

ギラト族 とチンギス・カン ー族との

密接な通婚関係の反映であ り,フ ィ

クションである可能性が高いことは

すでに岡田英弘氏によって指摘され
図18　チンギス・カン 家 とアルチ ・ノヤ ン家 の

　 　　通婚関係(1)
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ている(岡 田1985:157-160)。チンギス・カン とボルテが結婚 したのは,ま だチン

ギス ・カンが弱小勢力であった時代であ り,史 料1に 「チンギス・カン は青年期の初

めに彼女を求めたが,彼 女の父親が非常に渋った。アルチ ・ノヤンはチンギス・カン

と仲が好かったので,そ の姉を彼に与えようと努力した。」と記されているように,

デイ ・チェンは,こ の結婚に賛成ではなく,ボ ルテの弟アルチ ・ノヤンの努力でやっ

と結婚が認められたというのが真実であろう(宇 野1993:71)。

　この結婚は,通 婚関係の最初に位置づけられる婚姻であ り,結 果的には次世代の

(2)の 婚姻と連続 している。 しかし,デ イ ・セチェンが積極的でなかったことから明

らかなように,当 初から次世代に連続するような相互の通婚関係を結んでいたわけで

はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　 .

(2)チ グ(CigU)と トマ ルン(Tomalun)の 婚 姻(図18,史 料K-■L・M・N・

0)

　 アル チ ・ノ ヤン の 息 子 の チ グは,チンギス・カン の娘 の トマ ルン を嬰 っ た。(那 珂

1907:326-327)。 史 料 に 当 た っ てみ る とや や 混 乱 が あ り,史 料Kの 『元 史 』 諸 公 主 表

で は,禿 満 倫(ト マル ン)公 主 が 赤 窟(チ グ)鮒 馬 に嫁 い だ と明 記 して い るが,r集

史 』 では,ト マ ルン の 夫 の名 前 が言 及 箇 所 毎 にバ ラバ ラで あ り矛 盾 して い る(史 料

L,M,　 N,0)。 た だ,『 集 史 』 で も,ト マル ンの夫 が アル チ ・ノ ヤン の 息 子 で あ

る点 は一 致 してお り,ま た,チ グが アル チ ・ノ ヤ ンの 息子 の一 人 であ る こ と も記 して

い る。 また,『 元 史 』 『聖 武 親 征 録 』 『集 史 』 『元 朝 秘 史 』す べ て に,チ グ ・グ レゲン,

チ グ馬付馬 とい う人 物 が 数 回登 場 す る。 従 って,や は り,那 珂 氏 以来 の定 説 の よ うに,

トマル ンの夫 の名 前 は 「チ グ」 と考 え るの が妥 当で あ ろ う。

　 この婚 姻 は,図18の よ うに,(1)の ボ ル テ とチ ンギス ・カ ンの婚 姻 と組 み 合 わ せ る

と,「 父方 交 叉 イ トコ婚 」 で あ り,交 換 の パ タ ー ンを見 れ ぽ,チンギス・カン が妻 ボ

ル テを癸 った お返 しと して,ボ ル テの 兄 弟 の息 子 に 娘 の トマ ルン を 嫁 が せ た こ とに な

り,「 妻 の兄 弟 の 息子 に お返 しと して 自分 の娘 を嫁 がせ る婚 姻 」 で あ る こ とが わ か る。

こ の よ うに,チ グ と トマル ンの婚 姻 は,ギ ブ ・アン ド ・テ イ クの通 婚 パ タ ーン に よっ

て,(1)の 婚 姻 と連 続 して い る こ とが まず 注 目され るが,そ れ と ともに 重 要 で あ るの

は,こ の婚 姻 が,(3)の ジ ョチ の婚 姻 と組合 わ さ って 「姉 妹 交 換 婚 」 に な る こ とであ

る。r姉 妹 交 換婚 」 は,ク ドカ ・ベ キ家 との通 婚 関 係 の 分 析 の 中 で指 摘 した よ うに,

相 互 的 な通 婚 関係 のス タ ー トに な る婚 姻 で あ る。 上 の世 代 のチンギス・カン とボ ル テ

の婚 姻 が,相 互 的 な通 婚 を考 えた もので は な い こ とは す で に指 摘 した が,そ うで あ る
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とす る と,こ の チ グ と トマ ル ンの婚 姻 は,上 の世 代 の婚姻 と連 続 しつ つ,こ の世 代 で

「姉 妹 交換 婚 」 を行 い,チンギス・カン 家 とア ル チ ・ノ ヤン 家 との相 互 的 な通 婚 を ス

ター トさせ た婚 姻 で あ った と考 え られ る。

　 こ こで,結 婚 の時 期 につ い て考 察 してお きた い。 チ グは1213年 にチンギス・カン の

末子 トルイ と と もに 金朝 遠 征 へ 出軍 したが,そ の こ とを記 した 諸 史料 に,「 馬付馬 赤 駒 」

(r元 史』 巻1),「 赤 渠馬付馬」(r聖 武 親征 録 』),rCUgti　 GUrigen」(『 元 朝 秘 史』251節)

25),「 チ グ ・グ レ ゲンJika　 Ktirkan」(『 集 史 』チンギス・カン 紀,　JT/TS　 1518:fol.

95b)と あ り,こ の と きの チ グを 陽付馬」 「グ レゲン(婿)」 と して い る点 は,諸 史 料

が一 致 して い るの で,チ グ と トマ ル ンの婚 姻 は,1213年 以前 で あ った 可 能性 が 高 い。

トマ ルン の年 齢 に つ い て は 推 測 す る材 料 が あ り,史 料0に トマ ルン が トル イ よ り年

上 で あ っ た と記 され て い る。 トル イは1213年 に22-27歳 の間 で あ る の で26),ト マ ル ン

が それ よ り年 上 だ とす る と,こ の 時 す で に結 婚 してい て い て もお か しくな い歳 で あ る。

そ して,チ グの婚 姻 が ジ ョチ の婚 姻 と 「姉 妹 交換 婚 」に な って いた こ と も考 慮 す る と,

結婚 の時 期 は,や は り1213年 以 前 のチンギス・カン 治世 の 初 期 で あ ろ う27)。

(3)ジ ョチ(jo6i)と オ キ ・フ ジン(6ki　 FUjin)の 婚 姻(図18,史 料P)

　チンギス・カン の 長 子 ジ ョチ は,史 料Pの 『集 史 』 の 記 事 に 見 られ る よ うに,ア

ルチ ・ノヤン の娘,チ グの姉 妹 で あ るオ キ ・フ ジン と結婚 し,二 人 か らバ トゥが生 ま

れ た 。 ・ミト ゥは,1255年 に 数 え48歳 で 死 去 し て い る の で(Pelliot　 1949a:29;Boyle

1971:122),逆 算 す れ ば,1208年 に 生 まれ た こ とに な り,ジ ョチ とオ キ ・フジ ンの婚

姻 は 少 な く と も1208年 以 前 で あ る こ とが わ か る28も

　 この婚 姻 の持 つ 意 味 は,す で に指 摘 した よ うに,ほ ぼ 同時 期 で あ る(2)の チ グ と

トマ ルン の婚 姻 と組 み合 わ せ る と,「 姉 妹 交 換 婚 」 に な る こ とで あ り,こ の世 代 か ら

両 家 の相 互 的 な 通婚 関 係が ス タ ー トした。 通 婚 が 相 互 的 に な った とい うこ とは,双 方

が通 婚 の連 続 を 期 待 す る よ うに な った こ とを意 味 す る。

　 た だ,こ の 「姉 妹 交 換婚 」 か ら ス タ ー トす る相 互 の 通婚 が,実 際 に連 続 した か ど う

か は 必ず し もは っ き りしな い。 ジ ョチ の子 孫 の うち,と くに長 子 オ ル ダ の家 系 に は ウ

ンギ ラ ト族 出身 の娘 を 嬰 った者 が多 い。 また,チ グの子 孫 に は馬付馬 と してチ ンギ ス ・

カン 家 の 娘 を 嬰 った 者 が い る。 しか し,『 集 史 』 ジ ョチ ・カ ン紀 もr元 史』 諸 公 主 表

も,誰 の 娘 を癸 った のか を 記 して い ない た め,他 の婚 姻 とどの よ うにつ なが るの か が

全 くわ か らな い。 従 って,ジ ョチ 家 とチ グ家 の通婚 関係 が これ 以後 連 続 した か ど うか

は,残 念 な が ら確 か め る こ とが で きな い。
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　 史 料 の 上 で 明 らか に 出来 る重 要 な点 は,ジ ョチ ・ウル ス の 中央 ウル ス を受 け 継 いだ

バ トゥが,オ イ ラ ト族 との 姻 戚 関 係 を強 め,ウ ンギ ラ ト族 ア ル チ ・ノヤ ン家 との姻 戚

関係 か ら遠 ざか った ことで あ る。 これ は,チンギス・カン 家 内 で アル チ ・ノヤン 家 と

の姻 戚 関 係 を め ぐ って凌 ぎ合 い が あ った こ と と関 係 が あ り,そ れ につ い て は別 稿 で論

じた ので,そ の要 点 を以 下 ま とめ て お きた い(宇 野1993:71-83)。

　 チ ンギ ス ・カ ンの子 の 世 代 に お い て,ジ ョチ が アル チ ・ノ ヤン 家 と姻 戚 関 係 を 持 っ

た こ とを 上 述 した が,も う一 人,ジ ョチ のす ぐ下 の 弟 の チ ャガ タ イ も,ア ル チ ・ノヤ

ンの父 の 兄 弟 の 息 子 カ ダイ ・ノ ヤ ンの娘 イ ェスル ンを,す な わ ち アル チ ・ノヤン の父

方 の イ トコの娘 を 嬰 った 。 イ ェ スル ンが死 去 す る と,イ ェス ルン の姉 妹 の トゲン を嬰

り,ン ロ レー ト婚 を行 った 。 こ の よ うに,チンギス・カン の 子 の世 代 で は,第1カ ト

ンの ボル テか ら生 まれ た4人 の息 子 の うち,年 上 の ジ ョチ とチ ャガ タイ が,母 方 の一

族 と姻 戚 関 係 を 結 ん だ の で あ る。 と ころ が,次 の オ ゴ デイ ・カン の 治世 に は,年 下 の

オ ゴデ イ と トル イ の 家系 が,巻 き返 しを 図 る よ うに,ア ル チ ・ノヤン 家 との 相互 の姻

戚 関 係 を結 ん だ 。 す なわ ち,チンギス・カン の孫 の世 代 で は,オ ゴデ イの 息 子 クチ ュ

が ア ル チ ・ノ ヤ ンの孫 カ タ カ シを嬰 り,オ ゴデ イの 娘ン ル カ カ ンが ア ル チ ・ノヤン の

孫 ノカに 嫁 い だ 。 そ して,ト ル イの息 子 ク ビ ラィが,ア ル チ ・ノ ヤン の娘 チ ャ ブイ を

嬰 り,ト ル イ の 娘 イ ェス ・ブ カが アル チ ・ノヤ ンの息 子 オ チン に嫁 いだ の で あ る。 そ

れ と相 反 す るか の よ うに,年 上 の ジ ョチ とチ ャガ タイ の 家 系 は,ア ル チ ・ノ ヤ ン家 と

の姻 戚 関 係 か ら遠 ざか り,オ イ ラ ト族 の ク ドカ ・ベキ 家 との 姻 戚 関係 を 強 め る こ とに

な った。 ジ ョチ の 息 子バ トゥの場 合 は,前 章 で述 べ た よ うに,バ トゥ自身 が ク ドカ ・

ベ キ の息 子 トレル チ の娘 ベ キを 嬰 り,バ トゥの姉 妹 クルイ ・エ ゲチ は トレル チ の 兄 弟

イ ナ ル チ に嫁 ぎ,バ トゥの息 子 トクカン は トレル チ の娘 コチ ュを婁 った ので あ る。

(4)ク ビライ(Qubilai)と チ ャプイ(Cabui)の 婚 姻(図19,史 料S・T・U)

　 アル チ ・ノ ヤン の も う一 人 の娘 チ ャ ブイ は トル イの 息 子 ク ビライ と結 婚 じた。 この

婚 姻 は,上 述 の よ うに,ト ル イ家 が ジ ョチ家 に対 抗 して アル チ ・ノヤン 家 との 姻 戚 関

係 を結 ぶ た め に 行 った婚 姻 で あ るた め,(2)(3)の 「姉 妹 交 換婚 」 とは 連 続 して い な

い。

　 この婚 姻 は,次 の(5)と 「姉 妹 交 換 婚 」 に な って い る こ とが重 要 で あ る が,そ れ

は 次 で述 べ る と して,こ こ で は,婚 姻 の 時期 を考 察 してお きた い。 まず,チ ャ ブイ と

ク ビ ライか ら生 まれ た長 子 ドル ジが,弟 フ レグの長 子 アバ ガ よ り年 上 で あ り(『 集 史』

ク ビ ライ ・カ ン紀,JT/TS　 1518:fol.196b;Boyle　 1971:242),ア パ ガ は1234年2月 生
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図19　 チ ンギ ス ・カ ン家 と アル チ ・ノヤ ン家 の通 婚 関 係(2)

まれ な の で 。(Jackson　1982:61),ド ル ジが 生 まれ た の は1234年 初 頭 以 前 で あ り,二

人 の結 婚 の下 限 は1233年 で あ る。1215年9月23日 生 まれ の ク ビライ(r元 史 』 巻4)

が,こ の年 に数 え19歳 で あ る こ とか らみ て も,1230年 前 後 に 二 人 が結 婚 した 可 能 性 が

強 い で あ ろ う。 従 って,婚 姻 の 時期 は,ト ル イ の執 政 時 期(1228-29年),も し くは オ

ゴデイ 治世 初 期(1229年 ～)で あ る。

(5)オ チ ン(06in斡 陳)と イ ェス ・ブ カ(YesU-buqa也 速 不 花)の 婚 姻(図19,史

料Q・R)

　 アル チ ・ノヤ ンの息 子 の オ チ ンは,1238年 に 父 の地 位 を継 い で 万戸 長 とな り,ト ル

イ の娘 の イ ェス ・ブ カを 嬰 った 。 イ ェス ・ブ カは,オ チ ンの 父 の 姉妹 の息 子 の 娘 で あ
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る。重要 な点 は,こ の 婚 姻 が(4)の ク ビライ とチ ャブイ の婚 姻 と組 み 合 わ せ る と 「姉

妹 交換 婚 」 に な る こ とで あ り,こ れ は トル イ家 とア ルチ ・ノヤ ン家 の以 後 数世 代 にわ

た る通婚 関 係 の ス タ ー トとな った。

　 トル イ家 と と もに アル チ ・ノ ヤン 家 と姻戚 関 係 を 強 め て い た オ ゴデイ 家 は,ア ル チ

・ノヤン 家 出身 の カ タカ シか ら生 まれ た シ レムン を グユ クの後 継 者 と して推 したが ,ト

ル イ家 の推 す モ ン ケに 帝位 を奪 わ れ る と,カ タ カ シは 処 刑 され,オ ゴデイ 家 と アル チ

・ノヤン 家 の通婚 関 係 は1世 代 でお わ る。 一方,モ ンケの時代 に,チンギス・カン 家全

体 が オイ ラ ト族 ク ドカ ・ベ キ 家 との姻 戚 関 係 を 強 め たた め,以 後,ク ビ ライ家 の み が

アル チ ・ノヤ ン家 との 密接 な姻 戚 関 係 を 維持 す る こ とに な った(宇 野ig93:96-99)。

　 なお,ク ビライ とオチン の 間 の 「姉 妹 交換 婚 」 は,形 か らみ れ ば,ク ビラ イの 子孫

と オ チ ンの子 孫 と の間 の 相互 の通 婚 関係 と して 展 開す る ことが 予 想 され る が,実 際 に

は そ うな らず,オ チン の 死後,1257年 に オチン の 弟 ナ チン が 万 戸 長 の地 位 を継 いだ た

め,通 婚 の担 い手 は オチン 家 か らナ チ ン家 に移 り,以 後,ナ チ ン家 と ク ビ ライ家 の通

婚 関 係 と して展 開 す る こ とに な る。

(6)ナ チ ン(Na6in納 陳)と セ チ ェゲン(Se6egen醇 只 干)の 婚 姻(図19,史 料R)

　 ア ル チ ・ノヤン の息 子 で あ り,オ チン の弟 で あ るナ チ ンは,セ チ ェゲ ンを嬰 った。

セ チ ェ ゲ ンは,史 料Rに 「太 祖 孫 女 」 とあ り,チンギス・カン の孫 む す め で あ る こ

とがわ か るのみ で,父 親 は不 明 で あ る。 も し,父 親 が トル イで あ れ ぽ,(4)の ク ビラ

イ の婚 姻 と組 み 合 わ せ て 「姉 妹 交換 婚 」 とな るが,ト ル イ以 外 の チ ンギ ス ・カ ンの息

子 が 父親 で あれ ば,「 姉 妹 交 換 婚 」 では な く,ナ チ ンの姉 妹 と ク ビラ イ の イ トコ とが

交 換 され た こ とに な る。 後 者 の 場 合 や や変 則 的 で は あ るが,ク ビライ とナ チン の 間 で

同世 代 の女性 が交 換 が行 な わ れ た こ とに は な る。 い ず れ に しろ,そ の 「女 性 の交 換 」

が相 互 の通婚 関 係 の ス タ ー トと して意 味 を持 つ よ うに な るのは,兄 オ チン が死 去 し,

ナ チン に万戸 長 の位 が 移 った と きで あ った。 万 戸 長 の位 が移 動 した 結 果,以 後 ナ チン

家 と ク ビライ家 の 間 で通 婚 が 繰 り返 され て い くこ とに な り,こ の(4)と(6)の 組 合

せ は,ク ビライ家 とナ チン 家 の 相 互 の 通婚 の ス タ ー トの意 味 を持 つ こ とに な った。 そ

の と きの状 況 を,以 下 に も う少 し詳 し く述べ てお きた い。

　 まず,ア ル チ ・ノヤ ンに 始 ま る ウ ンギ ラ ト族 の 万 戸長 の地 位 は,そ の子 孫 に世 襲 さ

れ た。 世 襲 した者 は,多 くの 場 合,そ れ と同時 にチンギス・カン 家 の 娘 を 公主 と して

姿 る。 しか し,ナ チ ンの場 合 は 例 外 で あ った 。 兄 オチ ンが死 去 し,1257年 に ナ チ ンが

万 戸長 の地 位 を継 い だ とき,す で に ナ チ ンは セ チ ェゲン と結 婚 してお り,第 三 子 マ ン
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ジ タ イ まで が生 まれ て いた29も1257年 は,モ ン ケ ・カン 自身 が 南 宋 遠征 に 出軍 した 年

で あ り,ナ チン が 参 加 す る左翼 軍 は,モン ケの率 い る右 翼軍 よ り一 歩 先 に 中 国 内地 に

向 け て 出 発 して い る(杉 山1982:259-275)。 オ チ ンの 死 去 した 時 期 が 残 念 な が らは

っき り しな い が,1257年 とい う重 要 な年 に,す で に馬付馬 で あ った弟 の ナチン は,兄 の

後 を 継 いで 万 戸長 とな り,そ れ か ら南 宋 遠 征 の 左翼 軍 と して 出軍 した ので あ ろ う。 こ

の時 以後,万 戸長 の地 位 は ナチン 家 へ移 り,ナ チ ンの子 孫 に よ って継 承 され る こ とに

な る が,そ れ と と もに,通 婚 の 担 い 手 もナ チ ン家 に移 り,連 続 的 な通 婚 関 係 は,ク ビ

ライ家 とナ チン 家 の 間 で展 開 す る こ とに な った の で あ る。

(7)オ ロチ ン(Olo6in斡 羅 眞)と オ ル ジ ェイ(61jei完 澤)の 婚 姻(図19,史 料Q

・R)

　 ナ チン の長 子 オ ロチン は,父 ナ チン の 死 後,万 戸 長 の 地位 を継 ぐと と もに,オ ル ジ

ェイ 公 主 を嬰 った が,オ ル ジ ェイ の父 親 が誰 で あ るか は 史料 に記 され て い な い の で,

この 婚 姻 の位 置 づ け は 不 明 で あ る。

　 婚 姻 の時 期 は,父 の ナ チン が1265(至 元二)年 ま で生 きて いた こ とが 確 認 で き る の

で30),オ ロチ ン とオ ル ジ ェイの 婚 姻 は それ 以後 で あ る。オ ル ジ ェイは ま もな く死 去 し,

オ ロチン は,オ ル ジ ェイ の代 わ りに ナ ンギ ヤ ジ ンを嬰 った。1269(至 元 六)年 に は,

す で に オ ロチ ン とナ ン ギ ヤ ジン が結 婚 して い た こ とを確 認 で き るの で31),1265-69年

の間 に,オ ロチン とオ ル ジ ェイ の婚 姻,オ ル ジ ェイ の死 去,オ ロチ ン とナ ンギ ヤ ジン

の婚 姻 が 続 け て起 き た こ とが わ か る。

(8)オ ロチン とナン ギ ヤ ジン(Nangγiyajin嚢 加 眞)の 婚姻(図19,史 料Q)

　 オ ル ジ ェイの 死 後,オ ロチ ンは ク ビライ の娘 ナ ンギ ヤ ジ ンを嬰 った。 この婚 姻 は,

ク ビ ライ か ら見 れ ぽ,妻 チ ャブ イ のお 返 し と して,妻 の 兄 弟 の息 子 オ ロチン に,娘 の

ナ ン ギ ヤ ジン を嫁 が せ た こ とに な り,「妻 の 兄弟 の息 子 に お返 し と して 自分 の 娘 を 嫁

が せ る婚 姻」 で あ る こ とが わ か る。 なお,も しナン ギ ヤ ジン が チ ャブイ の産 ん だ娘 で

あれ ぽ,こ の婚 姻 は 「父 方 交 叉 イ トコ婚 」 に な るが,そ の点 が 不 明 のた め 「父 方交 叉

イ トコ婚 」 で あ るか ど うか は わ か らな い。

　 さ て,こ の婚 姻 に よ って,オ ロチ ン家 が 万 戸長 の地 位 を獲 得 し通 婚 関 係 の担 い手 に

もな った 。 パ タ ー ン通 り行 け ば,以 後 オ ロチン 家 と ク ビ ライの 息 子 の チ ンキ ム家 の 間

で通 婚 関係 が 展 開す る はず であ り,実 際 次 の世 代 まで は,パ タ ー ン通 りに進 む ので あ

るが,そ こでパ タ ー ンは崩 れ て しま う。 そ の原 因 は,オ ロチ ン とナン ギ ヤ ジン の間 に
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男 子 が生 まれ ない うち に,1277年 の シ リギ の乱 の時 に,オ ロチン が 弟 の ジル グガ ダイ

に 殺 され て しま い,オ ロチン 家 が 絶 え て し ま ったか ら であ る32も

(9)テ ムル(TemUr帖 木 児)と ナン ギ ヤ ジ ンの 婚姻(図19,史 料R)

　 オ ロチ ンが 殺 され て しま った た め,弟 の テ ム ルが 万 戸 長 の地 位 を 継 ぐこ とに な り,

さ らに,テ ム ル は レヴ ィ レー ト婚 に よって 兄 の妻 ナ ンギ ヤ ジ ンを婆 った33)。こ の レヴ

ィ レー ト婚 は,大 変 うま い方 法 で あ り,通 婚 の担 い手 を 弟 の家 系 に ず らす だけ で,通

婚 の パ タ ー ンを 崩 さず にす ん でい る。 なぜ な ら,ク ビライ か ら見 れ ば,テ ムル も オ ロ

チン と同 じ く妻 の 兄弟 の息 子 で あ るの で,妻 チ ャブイ の お返 し と して,妻 の兄 弟 の息

子 テ ムル に娘 の ナ ンギ ヤ ジ ンを 嫁 が せ た こ とに な り,互 酬 の 原理 に も とつ く通 婚 の パ

タ ー ンは維 持 され るか らで あ る。

(10)マン ジ タイ(Manγitai攣 子 台)と ナ ンギ ヤ ジ ンの婚 姻(図19,史 料Q・R)

　 テ ムル が死 去 す る と,1290(至 元 二 七)年 に 弟 の マ ンジ タ イが 万 戸長 の地 位 を 継 ぎ,

再 び レヴ ィ レー ト婚 に よって ナ ンギ ヤ ジ ンを婆 った 。 テ ムル とナ ンギ ヤ ダイ の 間 に は

息 子 が2人 生 まれ て いた が,テ ムル が死 去 した とき,二 人 と もまだ 幼 か った た め に,

再 び 弟 の家 系 に万 戸 長 の 地 位 が 移 る こ とに な った(史 料Q)。 この 婚姻 も,上 の(9)

の婚 姻 と ま った く同 じ方 法 で あ り,通 婚 の パ タ ー ンを 崩 さず 通 婚 を 連 続 させ る た め で

あ る。

　 た だ,(9)の 場 合 と異 な るの は,ナ ンギ ヤ ジ ンが,初 婚 の時 よ り20歳 以上 年 を取 っ

て い た こ とで あ り,お そ ら く,そ の た め に マン ジ タイ とナ ンギ ヤ ジン の 間 に は子 供 が

生 まれ なか った ら しい。 そ の 結 果,万 戸 長 の地 位 が マン ジ タイ の子 孫 に 移 る こ とは な

か った。 マ ンジ タイが 万 戸 長 で あ った時 期 に,彼 の甥 の セン ゲ ・ブ ラ(マン ジ タ イ の

兄 テ ム ル の息 子)は 成 宗 テ ムル の娘

ブナ(普 納)を 婆 ったのであ り,こ

の時点でテムル家の子孫が通婚関係

の担い手となることが決まったと思

われる(後 述の(14)参 照)。

(11)マ ン ジ タ イ と ナン ガ ブ ラ

(Namγa-bura哺 寄 不 剰)の 婚 姻(図

20,史 料Q・R)

図20　 チンギス ・カ ン家 とアルチ ・ノヤ ン家 の

　　　通婚関係(3)
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　 マン ジ タイ の 妻 ナ ンギ ヤ ジ ンは,

1304年1月 まで生 きて いた こ とを確

認 で き るが34),そ の後 死去 した。

ナン ギ ヤ ジン の 死後,マ ンジ タ イは,

彼 女 の姪 に当 た る,チン キ ムの娘 ナ

ンガ ブ ラを 彼 女 の かわ りに 嬰 った。

す な わ ちン ロ レー ト婚 であ る。 この

婚 姻 は,連 続 す る通 婚 パ タ ーン か ら

は,は ず れ てい る。

図21チンギス・カン 家 とアルチ ・ノヤ ン家の

　 　 通婚関係(4)

　 　 (12)ク ビライ とナ ムブイ(Nambui哺 必)の 婚 姻(図21,史 料U・V)

　 　 　 ク ビライ の 皇 后 チ ャプイ が,1281年3月20日 に 死 去 した 後(『 元 史 』 巻11),1283年
!

　 　2月2日 に ク ビ ライ は,彼 女 の か わ りに,チ ャ ブイ の姪 で あ りナ チン の 娘 の ナ ム ブイ

　 　35)を 婁 って 皇 后 と した(『 元 史 』 巻12,114)。 これ も,(11)の 婚 姻 と同 じ くン ロ

　 　 レー ト婚 の事 例 で あ り,連 続 す る通 婚 パ タ ー ンか らは,は ず れ て い る。

(13)成 宗 テ ムル(Temtir)と シ リンダ リ(Sirindari實 憐 答 里)の 婚 姻(図19,史 料

U・W)

　 チン キ ム の息 子 テ ムルは,オ ロチン の娘 シ リン ダ リを癸 った 。これ は,交 換 の パ タ ー

ンと して は,オ ロチ ンが 妻 ナン ギ ヤ ジン の お 返 しと して,妻 の 兄弟 チン キ ムの 息子 に,

自分 の 娘 シ リン ダ リを嫁 が せ た こ とに な っ て お り,「 妻 の 兄 弟 の 息 子 に お 返 し と して

自分 の娘 を嫁 が せ る婚姻 」 で あ り,ギ ブ ・アン ド ・テ イ クの通 婚 パ ターン が 連 続 して

い る。 た だ,シ リンダ リの父 親 オ ロチ ンが 死 去 した1277年 に,テ ムル が まだ13歳 で あ

った の で,シ リンダ リとテ ムル の婚 姻 は,そ れ よ り後 で あ る可 能 性 が 高 く,オ ロチン

が 直 接 この婚 姻 に 関 わ って いた わ け では な いだ ろ う。 おそ ら く,皇 太子 で あ った 父 親

チ ンキ ムの死 後,帝 位 獲 得 を ね ら うテ ム ルが,帝 位 獲 得 に 有 利 な条 件 を つ くるた め に,

父 親 の世 代 ま で の通 婚 パ タ ー ンを 崩 さず に そ の姻 戚 関 係 を継 承 しよ うと して,ま た 将

来 の 皇后 と してふ さわ しい家 柄 の 女性 と して シ リン ダ リを選 ん だ の で は な いか と思 わ

れ る。 な お,シ リン ダ リは,ナ ンギ ヤ ジ ンの 実 の娘 か ど うかわ か ら な い た め,「 父 方

交 叉 イ トコ婚 」 であ るか ど うか は 不 明 で あ る。

　 と ころ で,史 料Wの 『元 史 』 后 妃 伝1に は,シ リン ダ リが,成 宗 テ ムル即 位 後 の大

徳 三(1299)年 に后 とな り,徳 壽 を 生 んだ と記 され て い る。 この 記 事 は事 実 に反 して
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お り,シ リンダリとテムルの婚姻が,成 宗テムルの即位以前であることについては,

すでに銭大所の指摘があり,さ らに徳壽を生んだのはシリンダリではな く,バ ヤウト

族出身のブルガン ・カトンであることについても韓儒林の指摘がある36)。『元史』の

記事は,シ リンダリと徳壽に関して,意 図的に事実を隠そ うとしているように思われ

る。その理由として考えられ るのは,徳 壽が皇太子になった半年後に死去するという

不 自然な死に方をしていることからの推測ではあるが,徳 壽の死をめ ぐって,ア ユル

バルワダ(仁 宗)と その母親 ダギ側に隠蔽せざるを得ない事情があったのではないだ

ろうか。

　なお,シ リンダ リが成宗テムルに嫁いだのは,成 宗即位以前のいつであるかが問題

として残るが,シ リンダリの婚姻は帝位継承とも絡んでいた可能性があ り,そ の時期

を確i定するのは難 しい。シリンダリの父親オロチンが死去した1277年 は,テ ムルがま

だ13歳のときであったので,シ リンダリとテムルの婚姻は,そ れより後である可能性

が高いであろう。

(14)セ ンゲ ・ブ ラ(桑 寄 不 刺Sengge-bura)と ブナ(普 納Puna)の 婚 姻(図19,

史 料Q●R)

　 ウン ギ ラ ト族 テ ムル の 息子 セ ンゲ ・ブ ラは,成 宗 テ ムル の娘 ブナを 癸 った 。 婚 姻 の

時 期 は,史 料Qに 「成 宗 時,奉 旨 尚普 納 公 主(成 宗 の 時,旨 を 奉 りて 普 納 公 主 に 尚

す)。」 とあ り,成 宗 テ ムル の治 世 の間 で あ った こ とが わ か る。

　 こ の婚 姻 は,(13)の 婚 姻 と組 み合 わ せ てみ る と,t図19の よ うに,成 宗 テ ム ル が,

妻 シ リン ダ リのお 返 しと して,妻 の平 行 イ トコ(シ リン ダ リの父 オ ロチ ンの 弟 テ ムル

の 息 子 セ ン ゲ ・ブ ラ)に 自分 の娘 ブナ を嫁 がせ た こ とに な る。 嫁 が せ た 相 手 が,妻 の

兄 弟 の 息子 でな く,妻 の平 行 イ トコで あ る の は なぜ だ ろ うか。 まず,妻 シ リン ダ リに

兄 弟 が い な いた め,最 適 の対 象 が い な か った こ とが 第1の 理 由 であ る。 第2の 理 由 と

して は,成 宗 テ ムル の息 子 徳 壽 に 姻戚 関係 を 作 るた め で あ った 可能 性 が考 え られ るが,

これ に つ い ては 後述 す る こ とに した い 。 ともか く,世 代 のず れ が あ るに せ よ,互 酬 の

原 理 に も とつ く通婚 パ タ ー ンが,こ こ までは 連 続 して い た とい え る。

　 と ころ が,通 婚 パ ター ンの 連 続 は,こ こで い った ん途 切 れ る。 そ れ は,成 宗 テ ムル

の 死 後,帝 位 継 承 が,成 宗 テ ムル の 家 系か ら兄 の 順 宗 ダル マバ ラの 家 系 に移 ったた め

で あ り,ま た,万 戸長 の地 位 も,セ ンゲ ・ブ ラで な く,兄 の デ ィウバ ラに よっ て継承

され た か らであ る。
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(15)デ ィ ウバ ラ(Diwubala調 阿不 刺)と セン ゲ ・ラ ギ(Sengge-ragi祥 寄 刺 吉)の

婚 姻(図19,史 料Q・R)

　 ウ ンギ ラ ト族 テ ムル の 長子 デ ィウバ ラは,成 宗 テ ムル の 兄 ダ ル マバ ラの娘 セ ンゲ ・

ラギを 嬰 った。こ の婚 姻 は,互 酬 の原 理 に は そ ってお らず,上 の世 代 まで の通 婚 パ タ ー

ンとは連 続 して い な い。 こ の婚 姻 の特 徴 は,(14)の 婚 姻 と婚 出 の仕 方 が 似 て い る こ

とであ る。 そ の背 景 に は,徳 壽,そ の母 親 ブル ガン ・カ トン と,カ イ シ ャ ン,ア ユ ル

パ ル ワダ,そ の母 親 ダギ との 間 の帝 位 継 承 を め ぐる様 々な 政 治 的駆 引 きが あ った こ と

が想 像 され る。 当初,成 宗 テ ムル が レ ヴ ィ レー ト婚 を 行 って ダギ を嬰 る計 画 が あ った

が,こ れ は ブ ル ガ ン ・カ トンの 猛 反 対 で つ ぶ れ た(杉 山1996:170-174)。 そ の 後 ダ

ギ は,な ん とか して長 子 カイ シ ャン,次 子 アユ ルバ ル ワダに 帝位 継 承 に と って有 利 な

条 件 をつ くろ うと した と思 わ れ る。 お そ ら くそ の一 つ と して,自 分 自身 が ウン ギ ラ ト

族 ア ル チ ・ノ ヤ ン家 の 出身 で もあ る ダギ は,カ イ シ ャン の妹,ア ユ ルバ ル ワダの 姉 に

当 た る娘 セン ゲ ・ラギを,当 時 の ウン ギ ラ ト族 の万 戸 長 マン ジ タイ の甥 であ り,マ ン

ジ タイ の妻 ナン ギ ヤ ジン に とって は 実 の息 子 で あ る デ ィ ウバ ラに嫁 がせ,万 戸 長 の 家

系 との 間に 有 利 な姻 戚 関係 を つ くろ うと した の で あ ろ う。

　 こ こでは,こ の婚 姻 の時 期 を 論 じて お きた い。 史料Qのr元 史 』 の 記 事 に は,

大徳十一年三月,按 答児[禿]長 子調阿不刺(デ ィウバ ラ)襲 萬戸,尚 祥寄刺吉(セ

ンゲ ・ラギ),六 月,封 大長公主,賜 凋阿不刺金印,加 封魯王。

とあ り,成 宗 テ ムル が 死去 した1307年2月10日(大 徳 十 一 年 正 月 癸 酉)の 直 後 に結 婚

した よ うに 書 かれ て い る。 と ころ が,史 料Qに は,デ ィ ウバ ラ とセ ン ゲ ・ラギ の 息

子 ア リギ ヤ シ リが,父 親 が 死 去 した1310(至 大 三)年 に 数 え八 歳 で あ った とあ り,矛

盾 して い る。 も し,後 者 が正 しい とす れ ば,ア リギ ヤ シ リが生 まれ た の は1303年 で あ

り,二 人 の結 婚 はそ れ 以 前 で あ った こ とに な る。

　 『元 史 』 武 宗 本 紀 で は,史 料Qの 「三 月」 に対 応 す る記 事 は見 あた らず,「 六 月」

に対 応 す る記 事 と して,大 徳 十 一 年 六 月壬 子(1307年7月19日)の 条 に,「 封 皇 妹 祥

寄 刺 吉(セン ゲ ・ラギ)為 魯 國大 長 公 主,鮒 馬 瑚 阿不 刺(デ ィ ウバ ラ)為 魯王 」 とあ

るのみ で あ り,結 婚 の こ とは 書 かれ て い ない 。 大徳 十 一 年 三 月 は,帝 位 を 狙 う党 派 が

と もに大 都 に 集 ま り,も っ とも政 情 の緊 迫 して い た土 壇 場 で あ った の で,そ の と きに

な って デ ィウバ ラが セン ゲ ・ラギ を姿 った とは 考 え に くい。 また,そ の ときセ ンゲ ・

ラギ の兄 の 武 宗 カイ シ ャン が27歳,弟 の仁 宗 アユ ル パ リパ ドラが23歳 で あ るの で,そ
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の あ い だ の セン ゲ ・ラ ギ は24--26歳 ぐ らい で あ り,や や歳 を取 りす ぎ て い る。1303年

に は,20-22歳 ぐら い で あ り,そ の方 がふ さわ しい。 以上 は状 況 証 拠 にす ぎな い が,

ア リギ ヤ シ リは1303年 に 生 まれ た可 能 性 の 方 が 高 く,二 人 の結 婚 は それ 以前 で あ ろ う。

(16)文 宗 トク ・テ ムル(Toq-temUr)と ブ ダ シ リ(Budagiriト 答 失 里)の 婚 姻(図

19,史 料U・X)

　 武 宗 カ イ シ ャ ンの 次子 トク ・テ ムル は,デ ィウバ ラ とセン ゲ ・ラギ の間 に 生 まれ た

娘 ブ ダ シ リを姿 っ た。 この婚 姻 は,「 父 方 交 叉 イ トコ婚 」 で あ るが,交 換 の パ タ ーン

と して見 れ ば,デ ィ ウパ ラが,妻 セン ゲ ・ラギ のお 返 しと して,妻 の 兄弟 カイ シ ャ ン

の 息子 トク ・テ ムル に,自 分 の娘 ブ ダ シ リを嫁 が せ た 婚 姻,す なわ ち 「妻 の兄 弟 の息

子 に お返 し と して 自分 の 娘 を嫁 がせ る婚 姻 」 で あ り,互 酬 の原 理 に も とつ い た通 婚 パ

タ ーン が復 活 して い る こ とが わ か る。 た だ,交 換 の パ タ ーン と して は上 の よ うな 表現

に な るが,史 料Qに あ る よ うに,デ ィ ウ・ミラは,1310(至 大 三)年 に 死去 して い るの

で,1324年11月16日 の トク ・テ ムル と ブ ダ シ リの婚 姻 に37),デ ィ ウバ ラが 直接 か かわ

ってい た わ け で は な い。 結 婚 当 時 の状 況 をみ て み る と,前 年 の1323年 に,泰 定 帝 イ ェ

スン ・テ ムル が即 位 して い る。 翌24年 に,泰 定 帝 は,英 宗 シデ ィバ ラに よって 海 南 島

に流 され てい た トク ・テ ム ルを い った ん大 都 に呼 び 戻 して 「懐 王 」 に 封 じた 。 そ の と

きに,当 時21歳 に な る トク ・テ ムル に ブ ダ シ リを嬰 らせ た の であ る。 翌年 正 月 に,ト

ク ・テ ム ルは 建 康 に 居 す る よ う命 じられ,再 び大 都 を離 れ た。

　 この よ うに,ト ク ・テ ムル の婚 姻 は 泰 定 帝 イ ェスン ・テ ムル の主 導 で 決 ま った が,

そ の と きに,2つ の家 系 間 で ギ ブ ・アン ド ・テ イ クの 「女 性 の交 換 」 のパ タ ー ンが 生

じる よ うな結 婚 相 手 が 選 ぽ れ た の であ る。 花嫁 の父 親 デ ィウバ ラはす でに 死去 して い

た が,そ の婚 姻 は,花 嫁 の 父 親 か らみ て 「妻 の 兄 弟 の 息子 にお返 し と して 自分 の 娘 を

嫁 がせ る婚 姻 」 で あ った。 同 じ よ うな状 況 が,(13)の 成 宗 テ ムル と シ リン ダ リの婚

姻 に も あ り,婚 姻 が成 立 した と き,シ リンダ リの父 親 オ ロチ ンは す で に死 去 して いた

可 能性 が 高 い が,交 換 の パ タ ーン と して は,オ ロチ ンか ら見 て 「妻 の 兄弟 の息 子 に お

返 し と して 自分 の娘 を嫁 がせ る婚 姻 」 で あ った 。

　 チ ンギ ス ・カ ン家 の縁 組 シス テ ムに お い て も っ と も多 く繰 り替 え され る この交 換 婚

は,交 換 の パ タ ーン と して は,花 嫁 の 父 親 か ら見 て 「妻 の 兄 弟 の息 子 にお返 し と して

自分 の 娘 を嫁 がせ る」 の で あ り花 嫁 の 父 親 を 中心 とす る ギ ブ ・アン ド ・テイ クの 形 を

取 って い る。 しか し,そ れ は花 嫁 の父 親 の 個人 的 な ギ ブ ・ア ン ド ・テ イ クで は な く,

両 家 の メン バ ーが集 団 と して,通 婚 関 係 の 成 立 と連 続 を期 待 す る よ うな集 団 間 の 「女
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性の交換」である。従って,た とえ花嫁の父親が死去 していても,姻 戚関係が花嫁の

世代に継承されることを両家のメンバーが望めぽ,あ るいは決定権を握っている大カ

ンが望めぽ,花 嫁の父親を中心 とするギブ ・アンド・テイクの形を取って婚姻が行わ

れるのである。

4.3.小 結

　 ウンギ ラ ト族 アル チ ・ノヤ ン家 とチンギス・カン 家 との通 婚 関係 に 関 す る以 上 の分

析 か ら,そ の通 婚 パ タ ー ンの特 徴 に つ い て 以下 の よ うに ま とめ る こ とが で きる 。

(1)相 互 的 な 通 婚 が ス タ ー トす る と きは,ク ドカ ・ベ キ家 の場 合 と同 じ く,「 姉 妹交

換 婚 」 が 行 なわ れ てい る。

(2)通 婚 パ タ ーン が連 続 す る場 合,「 妻 の 兄 弟 の息 子 に お 返 し と して 自分 の 娘 を嫁 が

せ る婚 姻 」 が行 わ れ る こ とが 多 い 。 この 点 も ク ドカ ・ベ キ 家 の場 合 と同 じで あ り,同

一 の 縁 組 シス テ ムに よ る通 婚 関 係 で あ る こ とがわ か る
。 そ の基 本 的 パ タ ーン を 図 示す

れ ば,や は り図17の よ うに な る。 この 互 酬 の 原理 は,花 嫁 の 父親 を中 心 とす る ギ ブ ・

ア ン ド ・テ イ クの形 を 取 って い るが,花 嫁 の 父親 の個 人 的 な ギ ブ ・ア ン ド ・テ イ クで

は な く,あ くまで 集 団 間 の 「女 性 の 交 換 」で あ るた め,花 嫁 の父 親 が 死去 して い て も,

両 家 の メン バ ーが 花 嫁 の世 代 に姻 戚 関 係 が 継 承 され る こ とを望 めぽ,あ るい は 大 カ ン

が そ れ を 望 め ぽ,こ の 交換 婚 は 実 現 す る。

(3)「 父 方交 叉 イ トコ婚」 に 当た る婚 姻 は,2例(チ グ と トマ ル ン,ト ク ・テ ムル と

ブ ダ シ リの婚 姻)あ る。 一 方,妻 の 母 親 が誰 かわ か らな い た め,「 父 方交 叉 イ トコ婚 」

か 「父 の 姉 妹 の夫 の別 の妻 の娘 との 婚 姻 」 か判 断 で きな い 例 が4例(オ ロチ ン とナ ン

ギ ヤ ジン,テ ム ル と ナン ギ ヤ ジ ン,マ ン ジ タイ とナン ギ ヤ ジン,テ ムル と シ リン ダ リ

の婚 姻)あ り,「 父 の姉 妹 の夫 の別 の 妻 の娘 との婚 姻 」 とは っ き りわ か る例 は な い。

そ のた め,ア ルチ ・ノ ヤン 家 の 通 婚 関 係 か らは,「 父方 交 叉 イ トコ婚 」 とい う解 釈 が

不 適 切 で あ る こ とを 積 極 的 に示 す こ とは 難 しい。

(4)基 本 的 に は 互酬 の原 理 に も とつ い て い る とは い え,様 々 な政 治状 況 の 中 で,通

婚 パ タ ーン の 断絶 と復 活,通 婚 の担 い手 とな る家 の移 動,世 代 のず れ,レ ヴ ィ レー ト

婚 ・ン ロ レー ト婚 の混 入 な どが 起 こ って い る。

(5)ン ロ レー ト婚 が行 なわ れ る場 合 は,ギ ブ ・ア ン ド ・テ イ クの通 婚 パ タ ーン か ら

は ず れ る。
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5.チンギス・カン 家 の縁 組 シス テ ムの特 徴

5.1.な ぜ 「父方交 叉 イ トコ婚」 として解釈 で きない のか

　以上の第3章 ・第4章 において,チンギス・カン 家とクドカ ・ベキ家,チ ンギス ・

カン家 とアルチ ・ノヤン家の連続的な通婚関係の通婚パターンをそれぞれ分析 した。

その分析結果から明らかになったことは,こ の2つ の通婚関係が,同 一の縁組 システ

ムにもとついてお り,「姉妹交換婚」でスター トし,以 後 「妻の兄弟の息子にお返 し

として自分の娘を嫁がせる婚姻」が行われ,ギ ブ・アンド・テイクの通婚が連続する

とい うことである。

　この縁組システムが,他 の要素の影響を受けずに純粋に機能 した場合を想定 して図

示 してみると,図17の ようになる。第1世 代では 「姉妹交換婚」によって双方から二

重の姻戚関係が結ぽれ,第2世 代以後は,ど ちらか片方からの一重の姻戚関係が結ば

れる。婚出する方向は世代毎に互い違いに入れ替わ り,相 互に女性を交換する通婚パ

ターンが生 じることがわかる。しかし,こ れはあ くまで理念的なモデルにすぎず,実

際には,様 々な政治状況,各 世代の家族構成の変化などの制約の中で,通 婚パターン

の断絶 と復活,世 代のずれ,通 婚の担い手 となる家の移動,レ ヴィレー ト婚 ・ンロレー

ト婚の混入など様々な要素を取 り込みながら姻戚関係が維持 されていくのであ り,そ

のことは,ク ドカ ・ベキ家,ア ルチ ・ノヤン家の事例に見られる通 りである。

　 さて,こ のチンギス・カン 家の縁組システムを 「父方交叉イ トコ婚」の繰 り返しと

はなぜ解釈できないかについて,第3章 ですでに述べたがもう一度まとめておきたい。

クドカ ・ベキ家およびアルチ ・ノヤン家との通婚関係を見てみると,一 見,従 来の縁

組理論における 「父方交叉イ トコ婚」が繰 り返されているかのようにみえる。確かに,

部分部分を見れば,「 父方交叉イ トコ婚」になっている婚姻もあり,第3章 ・第4章

で分析 した通婚関係の中に,全 部で7例 の 「父方交叉イ ト』婚」(「類別的父方交叉イ

トコ婚」も含む)を 見いだす ことができる。しかし,当 時のモンゴル社会に 「父方交

叉イ トコ」と結婚 しなければならないとか,結 婚することが好ましいという「婚姻ルー

ル」があったわけではない。当時のチンギス ・カン家の婚姻を見ただけでも,「父方

交叉イ トコ婚」ではない婚姻はたくさんある38も

　チンギス・カン 家の縁組システムでは,2家 系間の通婚関係をスタートさせるため

に,さ らにはそれを世代を越えて継承させてい くために,通 婚関係の担い手 となる男
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が,2家 系間のギブ ・アンド・テイクの 「女性の交換」 となるような婚姻を行 うので

ある。それが結果的に 「父方交叉イ トコ婚」になっている場合 もあるが,な らない場

合もある。当時のモンゴル社会は一夫多妻制であったため,チンギス・カン 家の男は

たいてい複数の妻(カ トンや側室)を 嬰っている。ク ドカ ・ベキ家あるいはアルチ ・

ノヤン家から姿った妻のお返 しとして,そ れ以外の部族 ・家系出身の妻から生まれた

娘を嫁がせても,「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁がせる婚姻」である

ことに変わ りはな く,ギ ブ ・アンド・テイクの通婚パターンを連続させることはでき

る。その婚姻は,夫 から見れぽ 「父の姉妹の夫の別の妻の娘 との婚姻」であ り,「父

方交叉イ トコ婚」ではない。第3章 で指摘 した ように,図13の チ ョバ ンとノムガンの

婚姻,図14の トク ・テムルとエブゲンの婚姻がそれにあたる。図から明らかなように,

ギブ ・アン ド・テイクの通婚パターンがきれいに連続 していることがわかる。

　ただ,そ の際に,名 門姻族から嬰った妻から生まれた娘と,そ れ以外の妻から生ま

れた娘の両者がいた場合,そ の姻族にお返しに嫁がせる娘として,ど ちらが好ましい

か,あ るいは 「父方交叉イ トコ婚」が連続すると血が濃 くなりすぎるという理由で好

ましくないという判断があったかどうかについては,デ ータが少ないためによくわか

らない。今のところ,は っきりしていることは,ど ちらでもギブ ・アン ド・テイクの

通婚パターンは連続 し,姻戚関係を次世代に継承することができるということである。

　以上の理由から,チンギス・カン 家の縁組システムを 「父方交叉イ トコ婚」 として

解釈することはできないと考える。「は じめに」で述べた ように,す でに人類学の最

近の研究では,マ ッキノンが,タ ニンバル諸島の婚姻縁組のシステムについて,こ れ

を 「母方交叉イ トコ婚」 として解釈するのは無理であ り,そ のように縁組システムを

「婚姻ルール」で規定された近親婚の1タ イプによって解釈するのではな く,「女性

と婚資の交換」とい う視点から解釈すべきであると主張 している。

　モンゴル 帝国とタンニパル諸島のどちらの縁組システムにも共通 していることは,

その社会に特定の 「婚姻ルール」は存在しなくても,彼 らにとって重要な姻戚関係が

あ り,そ れを形成 し世代を越えて維持したい場合には,要 所要所でそれに必要な婚姻

が行われるとい うことである。それが,結 果的に 「母方交叉イ トコ婚」「父方交叉イ

トコ婚」になることはあるが,そ こだけを見ていても縁組システム全体を理解するこ

とはできないのである。

5.2.「 女性 の交換」 の担 い手 とな る集 団

従来の研究の中でしぽ しば議論 されてきた問題として,交 換の担い手はどのような
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集 団 か とい う問 題 が あ る。 周 知 の よ うに,か つ て リーチ は,カ チ ン族 の 交換 の担 い 手

と な る集 団 は,外 婚 集 団 と して の ク ラン で は な く,居 住 地 域 を 同 じ くす る,3世 代 ぐ

ら い か ら な る 出 自 集 団 で あ る と論 じ た(リ ー チ1974:109-110,146,172;1987:

84-95)。

　チンギス・カン 家 の縁 組 シス テ ム の場 合 は,交 換 の担 い 手 は さ らに小 さな単 位 であ

り,「 家 」 とい った 方 が 適 切 で あ る よ うに 思 う。 この縁 組 シス テ ム の パ タ ーン に も と

つ いて,あ る 男が 妻 の兄 弟 の息 子 に 自分 の娘 を嫁 が せ る場 合 を考 え てみ る と,も し妻

の兄 弟 や そ の 息子 が 複 数 で あれ ぽ,娘 が 嫁 ぐ相 手 を決 め るの に あ る程 度 の 選択 の幅 が

あ る。 そ の複 数 の候 補 の 中 か ら一 人 を 婿 として 選 ぶ とい うこ とは,そ れ は,以 後 の通

婚 関 係 が そ の婿 の子 孫 との 間 で 行 なわ れ る こ とを意 味 す る。様 々 な政 治状 況 の も とで,

実 際 に そ の通 りに な るか ど うか は また別 問 題 で あ る が,少 な くと も,そ の婿 の子 孫 と

の間 で 通 婚 関 係が 展 開 す る こ とを,双 方 が 期 待 す る こ とに な る。 つ ま り,こ の縁 組 シ

ス テ ムの も とで は,縁 組 が 結 ぼ れ るた びに,枝 分 かれ す る婿 側 の複 数 の 「家 」 の 中 か

ら一 つ の 「家 」 を選 択 す る過程 が 自動 的 に 進 む の で あ る。

　 例 えば,図14・15の チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ家 の通 婚 関 係 で は,チン ギ ス

・カ ンの娘 チ チ ェ ゲ ンが
,ク ドカ ・ベ キの 息子 トレル チ に嫁 い だた め,以 後 トレルチ の

子 孫 との間 で 通婚 関 係が 展 開 す る こ とに な った 。 次世 代 で は,ト レル チ の娘 の うち,

クイ クが トル イ の 息子 フ レグに嫁 ぎ,ク イ クの 死後 は,オ ル ジ ェイ が フ レグに嫁 いだ 。

一 方
,フ レ グの弟 ア リク ・ブ ケ には,ト レルチ の娘 の うち,エ ル ・チ ク ミシが嫁 いだ 。

そ のた め,こ こで通 婚 関 係 が枝 分 かれ し,ト レル チ の子 孫 は,フ レグの子 孫,ア リク

・ブ ケの子孫 との 間 に,別 々に 通婚 関係 を 展 開す るこ とに な る。 その分 岐 に対応 して ト

レル チの 子 孫 も分 かれ,ト レル チ の 息子 た ちの 中 か ら,ブ カ ・テ ムル が フ レグに 結 び

つ き,パ ル ス ・ブ カが ア リク ・ブ ケに結 び つ い た。 ブカ ・テ ムル は,フ レ グ,オ ル ジ

ェイ と ともに イ ラン に行 き,イ ル カ ン国 の メン バ ー とな り,以 後,ブ カ ・テ ムル 家 と

フ レグ家 の 間 の通 婚 関 係 が も う2世 代 続 く。 一 方,パ ル ス ・ブ カは モ ンゴル 高 原 に 残

り,パ ル ス ・ブ カ家 は,モンゴル 高 原 の牧 地 を 相 続 した末 子 の系 統 の ア リク ・プ ケ家

と通 婚 関 係 を 続 け る こ とにな った 。

　 この よ うに 見 て くる と,チ ンギ ス ・カ ン家 の縁 組 シス テ ム の場 合,通 婚 関 係 の 担 い

手,「 女 性 の 交 換 」 の担 い手 は,数 世 代 か ら な る出 自集 団 とい うよ りむ しろ 「家 」 で

あ る。 そ して 重要 な 点 は,姻 族 の 複数 の兄 弟 うちの一 人 に娘 を嫁 が せ るた びに,そ の

婿 の子 孫 が 通 婚 関 係 を担 う 「家 」 と して選 択 され る こ とで あ り,そ の よ うな 「家 」 の

選 択 を相 互 に 繰 り返 しつ つ,通 婚 関 係 は連 続 して い くの で あ る。
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5.3。 チ ンギス ・カ ン家 の縁組 シス テ ムにお け る母方 の親族 関係

　チンギス・カン 家 の縁 組 シ ス テ ムに お い て,「 妻 の 兄 弟 の 息子 に お返 し と して 自分

の娘 を嫁 がせ る婚 姻 」 が繰 り返 され る とい うこ とは,親 族 関 係 の上 に どの よ うな 影響

を与 え るの で あ ろ うか 。

　 まず,姻 戚 関 係 と母 方 の親 族 関係 が どの よ うに 関連 す るか を確 認 してお きた い 。 普

通,あ る男 の姻 戚 関 係 とい うと,そ の 男 と妻 の一 族 との 関 係,あ る いは 嫁 い だ娘 の夫

の一 族 との 関係,あ るい は嫁 い だ姉 妹 の 夫 の一 族 との関 係 を意 味 す る。 そ して,2つ

の集 団 が 姻戚 関 係 を 結 ぶ とい う と,ま ず 第 一 に,一 方 の集 団 に属 す る男 に と って の こ

の よ うな 関係 を想 起 す る。 た とえぽ,図19の ク ビ ライに と って の姻 戚 関 係 とは,妻 チ

ャブイ の一 族,娘 ナ ンギ ヤ ジン の夫 オ ロチン(お よび 再 婚 相 手 の テ ムル,マ ンジ タイ)

の一 族 との 関係 で あ る。

　 と ころ が,あ る世 代 の姻 戚 関 係 は,次 の世 代 に と って は必 ず 母 方 の親 族 関 係 に な る。

た とえ ば,ク ビライ の 息子 チ ンキ ムに と って,母 チ ャ ブイ の一 族 は 母方 の親 族 で あ り,

ナチン は母 方 の お じ,オ ロチン,テ ムル,マン ジタ イは 母 方 の交 叉 イ トコで あ る。 そ

して,チ ンキ ム の姉 妹 の ナン ギ ヤ ジン が,こ の オ ロチン,テ ム ル,マ ンジタ イ と結 婚

した結 果,チ ンキ ム に とって,母 方 の 親 族 関 係 に姻 戚 関 係(姉 妹 の 夫 の一 族 との 関 係)

が 重 な った こ とにな る。一 方,ナン ギ ヤ ジ ン とテ ム ル との 間 に生 まれ デ ィウバ ラに と

って は,ク ビ ライ,チン キ ム,テ ムル(成 宗),ダ ル マ バ ラが,母 方 の親 族 で あ る。

そ して,デ ィ ウパ ラは,ダ ル マパ ラ(母 方 の交 叉 イ トコ)の 娘 セ ンゲ ・ラギ を嬰 った

の で,母 方 の親 族 との 間 に姻 戚 関 係 を 重 ね た こ とに な る。

　 この よ うに,2集 団 間 で通 婚 が 繰 り返 され れ ぽ,姻 戚 関 係 のみ な らず 母方 の親 族 関

係 を繰 り返 し生 み 出 して い くこ とに な る。チンギス・カン 家 に嫁 いで きた カ トンた ち

が,妻 と して よ り母 と して権 力 を 握 った こ とを考 え る と,こ の 縁組 シス テ ム の も とで,

どの よ うな母 方 の 親 族 関係 が生 じるか は,こ の縁 組 シス テ ム
　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 家系X　 　　　 家系Y

を考 え る上 で重 要 な 点 で あ る と思 わ れ る。 そ こで この 点 を も

う少 し詳しく分析 してみたい。

　まず最初に,「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を

嫁がせる婚姻」が繰 り返された場合,ど のような母方の親族

関係が生 じるかを,図22,図23の 上で考えてみたい。

　図22の ように,家 系Xか ら家系YへCが 嫁 ぎイと結婚す

ると,両 家の間に姻戚関係が生 じ,イ とCか ら生まれた男 図22パ タ ー ン1

49



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

子 ウに と って,家 系Xの 男 性A,B,　 Dは,母 方 の 親 族

と な る。 す な わ ち,ウ に と っ て,Aは 母 の 父,　 Bは 母 の 兄

弟,Dは 母 方 の交 叉 イ トコで あ る。 逆 に,ウ は,　 Aに と っ

て娘 の 息子,Bに と って 姉 妹 の 息 子,　 Cに と って 父 方 の交

叉 イ トコで あ る。 これ らの 関係 の 中で は,も っ と も血 縁 関 係

が 近 い の は ウ とBの 関 係 で あ り,こ の関 係 は,人 類 学 に お

い ては や くか ら注 目 され て きた 「オ ジ(母 の 兄弟MB)と オ

イ(姉 妹 の息 子ZS)の 関 係」 で あ る39も

　 次 に,図23の よ うに,イ が,妻Cの 兄 弟 の息 子Dに,お

返 しと して娘 工を 嫁 が せ る場 合 を 考 え て み よ う。 この 婚 姻 に
図23　 パ タ ー ン2

よ り,ウ とそ の母 方 の 親 族 で あ るA・B・Dと の 間 に,Dと エ の 婚 姻 を 介 した 新

た な姻 戚 関 係 が 生 じる。 そ して,Dと エか ら男 子Eが 生 まれ る と,こ ん どはEに と

っ て ア ・イ ・ウ ・オ が母 方 の親 族 とな り,Eに と って,イ は母 の父,ウ は 母 の 兄 弟,

オ は母 方 の 交 叉 イ トコ とな る。 この 中 で は,や は りEと ウの 「オ ジ(母 の 兄 弟)と

オ イ(姉 妹 の 息 子)の 関 係 」 が 最 も血 縁 関 係 が 近 い 。 こ の よ うに して,上 の イ とC

の婚 姻 に よ って生 じた 母 方 の親 族 関 係 を 完 全 に反 転 した 関 係 が1世 代 下 に 生 じた こ と

に な る。 さ らに も う1世 代連 続 す れ ば,再 び反 転 して も とに 戻 る。

　 以 上 の よ うに,2つ の 家 系 の間 には,こ の通 婚 パ タ ーン が 続 く限 り,反 転 を繰 り返

しなが ら,世 代 毎 に,全 く同 じ母 方 の親 族 関 係 が再 生 産 され て い くの であ る。 母方 の

親 族 の中 で 最 も血 縁 関 係 の 近 い 「オ ジ(母 の 兄弟)と オ イ　(姉 妹 の息 子)の 関 係 」 を

た ど って み れ ぽ,B一 ウ,ウ ーEと 連 続 して い る こ とが わ か る。 また,両 家 系 と も複

数 の男 子 が 生 まれ れ ぽ,各 世 代 毎 に分 岐 を繰 り返 す の で,こ の 通婚 パ タ ー ンは,世 代

毎 に分 岐 を しつ づけ る2つ の 家 系 の 間 で,家 系Xか らA-B-D-E,家 系Yか らア

ーイーウーオ とい う父 系 ライ を選 択 しつ つ
,そ の2本 の直 系 父 系 ライン の関 係 を,最 も

近 い母 方 の 親族 関 係 に 維 持 しつ づ け て い る こ とに な る。 この 一 定 の母 方 の 親族 関 係 の

維 持 こそ が,こ の縁 組 シス テ ム の意 味 を 考 え る上 で重 要 な 点 で あ る40も

　 そ こで,具 体 例 を挙 げ てみ よ う。図24の よ うに,チンギス・カン の娘 チ チ ェゲ ンが,

トレル チに嫁 いだ 例 を 考 え て み る と,こ の婚 姻 に よ り,ク ドカ ・ベ キ家 とチ ンギ ス ・

カン 家 の間 に姻 戚 関 係 が 生 じる。 そ して,ト レル チ とチ チ ェ ゲ ンか ら生 まれ た ブ カ ・

テ ム ルお よび そ の兄 弟 に と って,チ ンギ ス ・カ ン,ト ル イ,フ レグ,ア リク ・ブ ケ ら

は,母 方 の 親族 と な る。す なわ ち,ブ カ ・テ ム ルに と って,チ ンギ ス ・カ ンは 母 の 父,

トル イは 母 の 兄弟,ア リク ・ブ ケ,フ レグは母 方 の交 叉 イ トコで あ る。
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図24　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ 家 の通 婚 関 係(ll)

　 次 の世 代 で は,ト レル チが,妻 を嬰 った お 返 しに 妻 の兄 弟 の 息子 た ち に 自分 の娘 を

嫁 が せ た 。 トレル チ の娘 の クイ クは,ト ル イ の 第三 子 フ レグに嫁 ぎ,も う一 人 の 娘 エ

ル ・チ ク ミシは,第 四子 ア リク ・ブケ に嫁 い だ 。 そ の結 果,上 述 の母 方 の親 族 の 関 係

に重 ね て あ らた な姻 戚 関 係 が生 じ,次 の 世 代 で は,反 転 した 母方 の親 族 関 係 が 再生 産

され た 。 す な わ ち,フ レグ と クイ クか ら生 まれ た ジ ュム クルに と って トレル チ,ブ カ

・テ ムル,チ ャキ ル らは母 方 の親 族 で あ り,ト レル チは母 の父,ブ カ ・テ ムルは母 の兄

弟,チ ャキ ル は母 方 交 叉 イ トコで あ る。 最 も血 縁 関 係 の近 い 「オ ジ(母 の兄 弟)と オ

イ(姉 妹 の 息 子)の 関係 」 を た ど ってみ る と,ト ル イー ブ カ ・テ ムル,ブ カ ・テ ムル

ー ジ ュム クル と連 続 してい る。 それ に対 して,ア リク ・ブ ケ とエ ル ・チ ク ミシの 場合

は,二 人 の 間 に 男子 が生 まれ な か った ので,母 方 の 親族 関 係 は再 生 産 され な か った。

これ につ い て は,後 で も う一 度言 及 した い。

　 この よ うに,フ レグ と クイ クの婚 姻 は,次 世 代 で反 転 した 母 方 の親 族 関 係 を 再 生産

し,そ れ に よ って,チンギス・カン ー トルイー フ レグ とい う直 系 父 系 ライン と,ク ド

カ ・ベ キー トレル チー ブ カ ・テ ムル とい う直 系 父 系 ライン の関 係 を,最 も近 い 母方 の

親 族 関 係 に 維 持 した ま ま,も う1世 代 伸 ば した こ とに な る。 そ れ と同時 に,通 婚 関 係

の担 い手 とな る 「家 」 を選 択 しあ う過 程 も進 ん で お り,ブ カ ・テ ムル家 は,枝 分 か れ

す るチンギス・カン 家 の中 か ら トル イ家,そ の な か で も フ レグ家 を選 択 し,一 方,フ

レグ家 も,枝 分 かれ す る ク ドカ ・ベ キ家 の中 の トレル チ家,さ らに そ の 中 の ブ カ ・テ

ムル家 を選 択 した こ とが わ か る。

　 以上 の よ うに,こ の縁 組 シ ステ ムの も とで ギ ブ ・ア ン ド ・テイ クの 「女 性 の 交 換 」

は,2本 の直 系 父 系 ライ ンの関 係 を,母 方 に お い て最 も近 い 親 族 関 係 に維 持 して い る。
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ただ し,こ の論 が 成 り立 つた め には も う一 つ 重 要 な ポイ ン トが あ る。2本 の直 系 父 系

ライン の 間 で,母 方 の親 族 関 係 が 各 世 代 で再 生 産 され るため に は,嫁 い で きた 女 性 か

ら,通 婚 関 係 の 担 い手 とな る 男 子 が 生 まれ な け れ ぽ な らな い 。 図23で 言 え ぽ,ウ が

Cの 産 ん だ 実 の息 子 で あ り,Eが エ の産 ん だ 実 の息 子 で あ る必 要 が あ る。 も し,実

の息 子 で な け れ ば,ウ に と ってA・B・Dが,Eと って ア ・イ ・ウ ・オが,母 方 の

親 族 で は な くな り,2つ の直 系 父 系 ライ ンの関 係 は,一 定 の母 方 の 親 族 関係 に保 たれ

て い ない こ とに な るか らで あ る。 しか し,実 際 には 男 子 が生 まれ ない 場 合 が起 こ り得

る。 そ の 場 合 に は,ど の よ うに対 処 す るの で あ ろ うか 。

　 チ ンギス ・カ ン家 とアル チ ・ノヤ ン家,ク ドカ ・ベ キ家 との通 婚 関 係 に お い て,ほ

とん どの 場 合,嫁 いだ 女 性 か ら生 まれ た 実 の息 子 が姻 戚 関 係 を継 承 してい るが,そ う

な らなか った 夫婦 が3例 あ る。

　 第1は,図25の2h・Pチン とナン ギ ヤ ジン で あ る。 二 人 の 間 に は 男子 が 生 まれ ず,オ

ロチン は シ リギ の 乱 の際 に,乱 に乗 じて兵 を 起 こ した弟 に 殺 され て しま った 。 この 事

態 に対 して と られ た処 置 は,ナン ギ ヤ ジ ンとオ ロチン の弟 テ ムル との レ ヴ ィ レー ト婚

であ った 。 この レヴ ィ レー ト婚 に よ り通 婚 関 係 は 継 続 し,テ ムル とナン ギ ヤ ジン の間

に 生 まれ た デ ィウバ ラ,セ ンゲ ・ブ ラ兄弟 に と って,ク ビラ イ,チ ンキ ム,成 宗 テ ム

ル らが母 方 の親 族 とな っ た。 す な わ ち,デ ィウバ ラ,セ ンゲ ・ブ ラ兄 弟 に とって,ク

図25　チンギス・カン 家 とアルチ ・ノヤ ン家 の通婚関係(5〕
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図26　チンギス・カン 家 とアルチ ・ノヤン家の通婚関係(6)

ビライ が母 の 父,チ ンキ ムが母 の兄 弟,成 宗 テ ム ルが 母方 の交 叉 イ トコで あ る
。 そ の

1世 代上 で は,チン キ ムに と って,ア ル チ ・ノヤ ンが 母 の 父,ナ チン が 母 の 兄弟,テ

ムル が母 方 の交 叉 イ トコで あ った の で,そ れ の反 転 した母 方 の親 族 関 係 が ,再 生 産 さ

れ て い る こ とがわ か る。 この よ うに して,ナン ギ ヤ ジ ン とオ ロチン の 間 に 男子 が生 ま

れ な か った事 態 は,う ま く回避 され た 。

　第2は,図25の 成 宗 テ ム ル とシ リン ダ リで あ る。 第4章 で述 べ た よ うに,シ リンダ

リは 成宗 テ ム ル の即位 以前 に若 く して 死去 して お り,徳 壽 は成 宗 テ ムル とバ ヤ ウ ト族

出 身 の ブ ル カ ン ・カ トンの子 で あ り,シ リンダ リの子 で は なか った 。 従 って,徳 壽 に

と って ア ル チ ・ノ ヤ ン家 は 母 方 の 親 族 で は な い。 徳壽 の世 代 は,通 婚 パ ター ンの順 番

か らす れ ば ア ル チ ・ノヤン 家 出 身 の 母親 か ら生 まれ た者 が帝 位 を 継 ぐべ き世 代 で あ る

が,成 宗 テ ムル と シ リンダ リは,な ん とか 徳 壽 に 帝位 を継 が せ るた め に,娘 の ブナ(徳

壽 に と って は姉 妹 に あ た るが 母 親 は 不 明)を ア ル チ ・ノヤン 家 の テ ムル の息 子 セ ンゲ

・ブ ラに嫁 が せ た。 これ は,成 宗 テ ムルが 妻 シ リンダ リの イ トコに娘 を嫁 がせ る とい う

や や変 則 的 な婚 姻 で あ る。 この 縁 組 の 目的 は,徳 壽 とア ル チ ・ノ ヤ ン家 の 間 に姻 戚 関

係 を つ くる こ とであ ろ う。 この 婚 姻 の 結果,徳 壽 は セン ゲ ・ブ ラに と って妻 の兄 弟 に

な った。 さ ら に,セ ンゲ ・ブ ラ と ブナ か ら男 子 が 生 まれ れ ぽ,そ の 子 か らみ て徳 壽 は

母 の 兄弟 に な り,徳 壽 が母 方 の 親 族 に うま く組 み 込 まれ る こ とに な る。 しか し,実 際

に は,徳 壽 が 皇 太 子 に な るや 否 や 死 去 した ため,セン ゲ ・ブ ラ とブ ナの 婚姻 は意 味 を

失 って しま った41も

　一 方,セン ゲ ・ラギ の婚 姻 に パ タ ーン が非 常 に似 て い る デ ィ ウバ ラ とセン ゲ ・ラ ギ

の婚 姻(図26)は,成 功 例 であ る。 第4章 で述 べ た よ うに,こ の婚 姻 も,チ ンギ ス ・
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カ ン家 の カ イ シ ャ ン,ア ユル バ ル ワダ兄弟 と,ア ル チ ・ノヤン 家 の 万 戸長 の家 系 との

問 に 姻戚 関 係 を 作 る こ とが 目的 で あ った。 結 婚 後 に,デ ィ ウバ ラ とセ ン ゲ ・ラギ に ア

リギ ヤ シ リが 生 まれ た た め,カ イ シ ャン とア ユル バ ル ワ ダ兄 弟 は,そ の 母方 の お じに

な り,二 人 は アル チ ・ノヤ ン家 の母 方 の親 族 に うま く組 み込 まれ た こ とが わ か る。 武

宗 カイ シ ャ ンの 治 世 に万 戸 長 とな った の は,こ の デ ィ ウバ ラ とア リギ ヤ シ リ親 子 で あ

った(『 元 史』 巻118)。

　 第3は,図13・14の ア リク ・プ ヶ とエ ル ・チ ク ミシで あ る。 エ ル ・チ ク ミシに は男

子 が 生 まれ ず,ア リク ・ブケ の息 子 メ リク ・テ ムル は エ ル ・チ ク ミシが 産 ん だ子 で は

な か った。 これ に 対 す る対 処 の仕 方 は,2つ に分 か れ た。 まず,図13の よ うに,エ ル

・チ ク ミシの 兄弟 の うち ブカ ・テ ムル 家 では ,ブ カ ・テ ムルの 息子 の チ ョバ ンが ア リク

・ブ ヶの娘 の ノム ガン を嬰 り
,通 婚 関 係 を連続 させ た。 これ は,通 婚 パ タ ー ン と して は

交 互 の女 性 の交 換 に な って お り,互酬 の原 理 に そ って きれ い に 連続 した よ うに 見 え る。

しか し,ア リク ・ブ ケの後 を 継 いだ メ リク ・テ ム に と って,ブ カ ・テ ムル や チ ョバ ン

は 母 方 の親 族 で は な く,メ リ ク ・テ ム ル の世 代 で は,母 方 の 親 族 関 係 が生 じて いな い。

状 況 か ら考 え る と,ブ カ ・テ ム ル家 が 積極 的 に通 婚 関 係 を も った のは,図15の よ うに

フ レグ家 の方 で あ り,ブ カ ・テ ムル 自身 も上 述 の よ うに フ レ グ と ともに イ ラ ンに 行 っ

て しま った。 従 って,お そ ら くア リク ・ブケ家 と の関 係 は あ ま り重 要 で は な か った の

で あ ろ う。 通 婚 関 係 も この代 で途 絶 え て い る。

　 一 方,エ ル ・チ ク ミシの 兄弟 の うち パ ル ス ・ブ カ家 は,図14の よ うに,パ ル ス ・ブ

カが,ア リク ・ブ ケの 姉妹 の エ ル ・テ ムル を嬰 っ て 「姉 妹 交換 婚 」 を行 い,さ らに 次

の世 代 で は,お 返 しに パ ル ス ・ブ カの 娘 エ メゲ ンを メ リク ・テ ム ルに 嫁 が せ る こ とに

よ って 通 婚 関 係 を 連 続 させ た 。 「姉 妹 交 換 婚 」 を は さ み なが ら,全 体 と して ギ ブ ・ア

ンド ・テ イ クの互 酬 の 原理 に も とつ く通婚 パ タ ーン が ま も られ て い る こ とが わ か る。

　 この 「姉 妹 交 換 婚 」は,母 方 の 親族 関係 が 崩 れ るの を うま く回 避 して い る。 つ ま り,

パ ル ス ・ブカ と エ ル ・テ ムルか ら男 子 が生 まれ れ ば,メ リク ・テ ムルは そ の 母 方 の交

叉 イ トコ とな るの で,メ リク ・テ ムル の世 代 で も,2つ の 直系 父 系 ライン の 関 係 は,

最 も近 い母 方 の 親 族 関 係 に維 持 され る こ とに な る。 た だ し,こ の場 合,そ れ が 実現 し

た こ とを証 明す るの は難 しい。 なぜ な ら,パ ル ス ・ブ カの2人 の息 子 が,エ ル ・テ ム

ル か ら生 まれ た 子 供 で あ るか ど うか が わ か らな い か らで あ る。 『集 史』 に よる と,パ

ル ス ・ブカ にはSirap(<Shirap),　 Beklemi駅 くBiklemish)と い う2人 の 息 子 が い た

とい うが(JT/A1:226),そ の二 人 の母 親 につ い て の記 載 は な い。 ま た,そ の うち ど

ち らが トク ・テ ムル の 父親 で あ った の か もわ か ら ない 。 従 って,は た して 母方 の親 族
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関係が崩れるのを回避できたかどうかはわからない。

　 しか し,パ ルス ・ブカが,エ ル ・テムルを嬰 ったお返 しに,メ リク・テムルに娘エ

メゲンを嫁がせたことにより再度姻戚関係が築かれ,二 人から男子 も生まれた。その

結果,パ ルス ・ブカとその子孫は,そ の男子の母方の親族とな り,両 家の直系父系ラ

インは,最 も近い母方の親族関係に維持されたのである。

　以上の分析を要約すれぽ,「 妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁がせる婚

姻」を繰 り返すこの縁組システムは,各 世代毎に反転する母方の親族関係を生み出す

ことにより,2つ の直系父系ラインの関係を,母 方において最も近い親族関係に維持

することができる。ただ しその場合に,嫁 いできた女性から通婚関係の担い手となる

男子が生まれる必要がある。男子が生まれなかった場合は,上 述の3例 のように,な

んらかの処置をする必要がある。

6.結 論

　チンギス・カン 家の縁組システムは,ギ ブ・アンド・テイクの女性の交換を行 う「対

称的婚姻縁組」が,持 続する姻戚関係を形成 した実例であ り,人 類学の縁組理論にと

って貴重な実例である。「非対称的婚姻縁組」については,マ ッキノンの近年の研究

に至るまで多くの蓄積があ り,「非対称的婚姻縁組」の場合,ど のようにして姻戚関

係が形成され持続するかについてかなり解明されている。 しか し,「対称的婚姻縁組」

については,チンギス・カン 家の縁組 システムのように5～6世 代にわたって持続的

な姻戚関係が形成 される実例は報告 されていなかった。

　かつてレヴィ=ス トロースは,『親族の基本構造』の中で 「父方交叉イ トコ婚」に

ついて分析 し,「父方交叉イ トコ婚」のような世代をずらせたギブ ・アン ド・テイク

の女性の交換は,「上の世代で女が譲渡され,次 の世代で女が獲得され,か くしてこ

の体系は再び不活性の状態に戻るのである」と述べ,「閉 じられた構造」「非連続的な

交換」であると論 じた(レ ヴィ=ス トロース1978:776-777)。 レヴィ=ス トロース

が想定 したのは,3集 団以上の間で 「婚姻ルール」として 「父方交叉イ トコ婚」を行

った場合である。以後,世 代をずらせたギブ ・アン ド・テイクの女性の交換は,持 続

する姻戚関係を形成することはないと思われてきた。

　チンギス・カン 家の縁組システムは,レ ヴィ=ス トロースが想定した状況とは異な

るが,「妻の兄弟の息子に自分の娘を嫁がせる婚姻」 とい う世代をずらせた女性の交

換によって,2集 団間に持続的な姻戚関係を形成 した。その点で,人 類学の縁組理論
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にとって興味深い事例である。

　最後に,前 章までの分析によ り明らかになったことをまとめておきたい。

　チンギス・カン 家の縁組システムは,第1世 代では,姉 妹交換婚により相互の通婚

関係をスター トし,第2世 代からは,「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁

がせる婚姻」により,互 酬の原理にもとついて,女 性を交互に交換するシステムであ

る。後者の通婚パターンは,「父方交叉イ トコ婚」に類似 しているが,「父方交叉イ ト

コ婚」でなくてもこのパターンになりうるので,「父方交叉イ トコ婚」 として解釈す

ることはできない。

　この通婚関係がスター トすると,通 婚関係を結ぶ2つ の集団の男性メンバーは,互

いに姻族としての絆で結ばれる。その姻戚関係は,次 世代では母方の親族関係に変わ

る。上述の通婚パターンが繰 り返 されると,姻 戚関係と母方の親族関係が重な ヴあい,

2集 団間に密接な絆が生 じる。ただ し,母 方の親族関係が生 じるためには,姻 族から

嫁いできた女性が産んだ男子が,通 婚関係の担い手にならなければならない。女性の

婚出する向きは,世 代ごとに入れ替わるので,そ れによって生ずる母方の親族関係も

世代ごとに反転し,世 代をずらせながら交互に母方の親族になりあ うことになる。そ

の結果,通 婚を繰 り返す2集 団の直系父系ラインの間では,「 オジ(母 の兄弟)と オ

イ(姉 妹の息子)の 関係」 とい う最も近い母方の親族関係が再生産されつづけ,2集

団間の安定 した絆が世代を越えて維持されていく。

　 モンゴル帝国時代に,チンギス・カン 家は,一 族内で激 しい帝位継承争いを繰 り返

していた。そのチンギス・カン 家にとって,姻 族は,父 系親族以上に信頼できる味方

であった。 この縁組システムは,姻 族との安定 した政治的関係を支えるたあに,チ ン

ギス ・カン家 と姻族の間に,姻 戚関係 と母方の親族関係とを世代を越えて維持する役

割をはたしていたのである。
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註

1)　 この部 族 名 は,Onggirat/Onggirad～Qonggirat/Qonggiradと ロー マ ナイ ズ され る こ とが 多

　 い(Pelliot　 1949a:・29;1963:869;Rachewiltz　 1972:280な ど)。 これ は,当 初,『 元 朝 秘 史 』

　 の 「翁 」 が"Ong"と 転 写 され て い た た め で あ るが,『 元 朝 秘 史 』 で は,「 翁Ung」 と 「注

　 Ong」 は 区別 され て い る の で,ク リー ブス,小 沢 両 氏 の 近 年 の訳 注 では,　Unggiradと 転 写 さ

　 れ て い る(Cleaves　 1982:269;小 沢1984:260;1987:95,102,353な ど)。 ク リー ブ ス に よ る

　 と,ウ イ グル 式 モ ン ゴル文 字 の綴 りはQungγiradで あ る(Cleaves　 1950:13)。 従 っ て,や や

　 耳 慣 れ な いが,本 稿 で は 「ウ ンギ ラ ト」 で統 一 す る こ とに す る。

　 　 な お,モ ン ゴル帝 国時 代 の モ ン ゴル 語 の人 名 ・地 名 な どは,ウ イ グル 式モンゴル 文 字 の表

　 記(ま た は ア ラ ビア語 ・ペ ル シ ア語 史 料 中 の 綴 りか ら推 定 され る ウイ グル式 モ ン ゴル 文 字 の

　 表 記)と 『元 朝 秘 史 』 『華 夷 訳 語 』 な ど漢字 転写 され た 表 記 の 間 に違 い が あ り,ど ち らか に

　 統 一 す るの はか な り困難 で あ る。 そ こで,本 稿 で は,利 用 した 史 料 に 基 づ い て その ど ち らか

　 を 記 した。

2)人 類 学 者 に よ るモンゴル の婚 姻 に 関 す る研 究 と して は,ブ リー ラン ドが,現 代 モ ン ゴル の

　 親 族 名 称 体 系 に つ い て 分 析 した 中 で,現 代 のモンゴル の婚 姻 に も言 及 して い る(Vreeland

　 l954)。 しか し,モ ン ゴル帝 国時 代 の婚 姻 シス テ ム に つ い て 分 析 した もの は 少 な く,現 代 お

　 よびモンゴル 帝 国時 代 の社 会 組織 に つ い て研 究 した エ リザ ベ ス ・ベ ー コ ンが,婚 姻 制 度 につ

　 い て も若 干言 及 して い る にす ぎな い 。 ベ ー コン は そ の 中 で,13-14世 紀 の モ ン ゴル で は,「 母

　 方 交 叉 イ トコ婚 」 が 行 わ れ,「 父 方 交 叉 イ ト コ婚 」 は 行 わ れ て い な か っ た と述 べ て い る

　 (Bacon　 1958=59-61)。 しか し,文 献 資料 か ら 「父方 交叉 イ トコ婚 」 の事 例 を 挙 げ る こ とは

　 容 易 であ り,「 父 方 交 叉 イ トコ婚 」 も行 なわ れ て い た こ とは 確 実 で あ り,ベ ー コ ンが そ の よ

　 うな 結論 に達 した の は,文 献 史 料 を 充 分 に利 用 しなか った か らに す ぎ な い。

3)　 『元 朝 秘 史 』239節 に はCe6eyigenと あ る。 本 稿 で は,『 集 史 』 の ア ラ ビア文 字 の 綴 り

　 Jij　akanか ら予 想 され る ウイ グル 式 モ ン ゴ ル 文 字 の 綴 り 「チ チ ェ ゲン6i6egen」(Hambis

　 l954=122)を 用 い る こ とにす る。

4)　 『元 朝 秘 史 』239節 に は,T6r616iと あ る。 上 と同 様 に,『 集 史 』 の ア ラ ビ ア文 字 の 綴 り

　 Taraljiか ら予 想 され る ウイ グル 式 モ ン ゴル 文 字 の 綴 り 「トレル チT6re16i」(Hambis　 1954:

　 122)を 用 い る こ とに す る。

5)例 外 的 な婚 姻 と して,ウ イ グル 王 火 赤 恰 児 的 斤 が,チ ャガ タ イ家 の ドア に城 を 囲 まれ た と

　 き,娘 を 要 求 され て,や む な く ドアに 与 え た こ とが あ る(『 元 史 』 巻122,巴 而 元 阿 而 武 的 斤'

　 伝;佐 口1943:996)。

6)　 ウイ グル族,オ ン グ ト族 との 通 婚 関 係 が一 方 的 で あ った ことは,こ の2部 族 が5ル コ系 で

　 あ る こ と と関 係 が あ るか も しれ な い 。 ク ピ ライ の 時 代 に姻 族 とな った 高 麗 王 家 との通 婚 関係

　 も,1例 を除 き,チ ンギス ・カ ン家 か ら婚 出 す るだ け の一 方 的 な もの で あ った 。

7)主 要 な 姻族 の配 置 に つ い て触 れ て お きた い 。モンゴル 高原 を 中心 と して 見 て み る と,オ イ

　 ラ ト族 は 北方,ウ イ グル族 は西 方,オ ン グ ト族 は 南方 に位 置 し,ウ ンギ ラ ト族 とイ キ レス族

　 は,興 安 嶺 西麓 か ら東 南方 に あた る熱 河 方面 に 移 住 させ られ た。 こ の よ うに,モンゴル 高原

　 を ぐる りと取 り囲 む よ うに 姻族 が 配 置 され た こ とは,チ ンギ ス ・カ ンの軍 事 的 な配 慮 が あ っ
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　た ことを思わ せる。ただ,絶 え間ない征服戦争 に より領土が拡大す るにつれ,こ の配置 の当

　初 の軍事的な意味は失われ たであろ う。

8)　 これについては母方交叉イ トコ婚(非 対称 的婚姻縁組)に 関す る次のキー ジング,リ ーチ

　の見解が参考 になる。「(ビルマの カチン 族,ア ッサムの プルム族の)い ずれの場 合 も,婚 姻

　は政治交渉や地位獲得の手段 とな る。各世 代の少数 の婚姻のみが リネ ージの政 治的地位 を維

　持す るのに役立つ。そ の他 の婚姻は さして重要でな く,な か には必ず しも婚姻規則に従 う必

　要のな い社会 もある」(キ ージン グ1982:149)。 「(カチン 族の マユ ・ダマ規則 につ いて)各

　世代 ごとに少な くとも一組 の形式規則に従 う婚姻 が成立 すれぽ,関 係は十分維 持 され るのだ

　 った」(リ ーチ1987:88)。

9)従 来か ら指摘 されてい るように(村 上1972:104),コ ジン ・ベキを与 え ようと した相手は,

　 『元朝秘史』 とr聖 武親征録』 では 「トサ カ」「禿撒合」 とあ るが,r集 史』 では トス ・ブカ

　 (また はブス ・ブカ)と あ り,異 なってい る。 ここでは,『 元朝秘史』『聖武親征録』に従 っ

　 てお く。

是時上與太 子元赤(ジ ョチ)求 聰注可汗(オ ン ・カ ン)女 抄 児伯姫(チ ャウル ・ベキ)。 注

可汗之孫禿撒合(ト サ カ)亦 求上公主火阿眞 伯姫(コ ジン ・ベキ),倶 不譜。 自是稽疎。(『聖

武親征録』)

年上 の娘 の コ ジン ・ベ キQgjin-bikl。 最 初,彼 女 を,オン ・カンUnk　 Khanの 孫 で あ り,セ

ン グンSenkanの 息 子 で あ る トス ・ブ カTas-btiqaの た め に 求 め た。 その 結 婚 は 実 現 しな か

った 。 そ の た め に,間 に き ま ず さが生 じた 。(『集 史 』チンギス・カン 紀,JT/TS　 l518:foL

65a)

　 　 (戌年)そ の冬,チ ンギ ス ・カ ンは,セン グンSenkanの 姉 妹 の チ ャ ウル ・ベキJawUtr-biki

　 を,自 分 の最 年 長 の息 子 の ジ ョチ ・カンJtiji　 Khanの た め に 求 め て い た 。 オ ン ・カンUnk

　 Khanは,チンギス・カン の娘 の コ ジン ・ベ キQujin-bikiを,セ ン グン の 息子 の ブ ス ・プ カ

　 BOs-bUqaの た め に 求 め た が,そ の 事(結 婚)は 進 まず 実 現 しな か った。 そ の た め に,彼 ら

　 の間 で 気 まず さが少 し生 じた 。(『集 史 』チンギス・カン 紀,JT/TS　 l518:fol.　81b-82a)

10)　 この2組 の 結婚 は,結 局 計 画 だけ に 終 わ って し ま った の で,姉 妹交 換 婚 では な く,こ の よ

　 うに片 方 が1世 代 ず れ て い る場 合,通 婚 関 係 が 連 続 し得 るか ど うか は 推 測 す る しか な い。 理

　 屈 の上 では,ジ ョチ の 息 子 が トサ カ の娘 と結 婚 す れ ぽ,相 互 の 通 婚 が 次世 代 に連 続 す る こ と

　 に な る。

11)andaは,ト ル コ語 のand(誓 い)に 由来 す る借 用 語 で あ り,父 系 出 自集 団 を 異 に す る者 同

　 士 が,互 い に貴 重 な 物 を 交 換 し合 って政 治的 協 力 関 係 を 誓 った 場 合,互 い に相 手 をandaと

　 呼 び合 う(村 上1970:158;磯 野1985)。qudaは,あ る 男 か らみ て,子 供 の配 偶 者 の 父 親(娘

　 の夫 の 父親,ま たは 息 子 の 妻 の 父 親)を 指すモンゴル 語 の親 族 名 称 で あ り,広 くは 男性 の姻

　 族 を指 す(Bacon　 1958:62,114;村 上1970:91-92;掌 木 四 来1989:118)。 この2語 を 合体 さ

　 せ た 「アン ダ ・クダの(anda　 qUdai)」 とい う表 現 は,『 集史 』 に数 回 用 例 が あ り,ナ イ ラ ト

　 族 とチ ンギ ス ・カ ン家 の 姻 戚 関 係 に 関 す る この 用 例 のほ か に,チンギス・カン の 祖 先 の カブ

　 ル ・カン と ウ ンギ ラ ト族 との姻 戚 関 係 に 関 す る用 例 な どが あ る。 さ らに,こ のanda　 qUd盃

　 に対 応 す る モ ン ゴル語 の用 例 と して,r大 元 勅 賜 追 封 西 寧 王 析 都 公 神 道 碑 」 のモンゴル 文 中
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　 に,や は りチンギス・カン 家 と通 婚 関 係 が あ った ウイ グル 王 家 の イ デ ィ ・ク トにつ い て 「ア

　 ン ダ ・クダ として 姻 族 に な り合 った と きか ら(anda　 quda　 uruγ　barilduγsan　a6a)今 に 至 る ま

　 で の 長 い 間 恩 賜 さ れ て き た こ と の 理 由 と い え ぽ 」 と い う用 例 が あ る(Doerfer　 1963:

　 150-151,424;Cleaves　 l949:62,84,102)。 これ らの用 例 か らみ て,　anda　 qudaお よびanda

　 qUdaiは,チンギス・カン 家 とウン ギ ラ ト族,オ イ ラ ト族,ウ イ グ ル族 な ど と の姻 戚 関 係 の

　 よ うに,連 続 的 な通 婚 が 行 わ れ た場 合 に,そ の姻 族 お よび 姻 戚 関 係 を 指 して用 い られ て い る

　 と考 え られ る。

豆2)ア リ ー ・ザ ー デ の 校 訂 本 に はQaralji(JT/A　 1:222)と あ る が,ト プ ヵ プ ・サ ラ イ 本

　 　 (JT/TS　 1518),テ ヘ ラ ンの 国 民 議 会 付 属 図 書 館 所 蔵 写 本(JT/KMSM　 2131)に 従 って

　 Taraljiと す る。　 　 　 　 l

l3)オ グル ・ ト トミシ0γul-tutmi9。 この 人名 は,史 料Aに は,0γul-quimi9(Oghal-qUimish),

　 史 料Eに は,0γu1-tutmi9(Oghal　 tatmish)と あ る。前 者 は,写 本 に よ って ぱ らつ きが 大 き

　 く,後 半 部 分 は,qaimish(JT/TS　 1518)以 外 に,　qatmish(JT/Saltykov),　 qutmish(JT/BL

　 7628),qUtmish(JT/KMSM　 2131)の よ うに,　 iの 部 分 がtで あ り,後 者 に 近 い もの も多 い。

　 さ らに,岡 田 氏 が指 摘 して い る よ うに,前 者 は メル キ ト族 の0γul-qaimigと 混 同 され た可 能

　 性 が 高 い(岡 田1974:5)。 従 って,後 者 のOγul-tutmi§ を正 しい名 前 と考 え る。

　 　 次 に,岡 田氏 は,史 料Aに,オ グル ・ ト ト ミシが,夫 モン ケ ・カ ンの 弟 で あ る ク ピラ イや

　 フ レグを 「息 子 」 と呼 ん だ理 由に つ い て,ク ビ ライや フ レグ の嫁 が オ グル ・ ト ト ミシの姪 で

　 あ った た め と推 測 した(岡 田1974:5-6)。 しか し,史 料Eに 「トル イ の婚 約 老 」 とあ る こ

　 とか ら明 らか な よ うに,オ グ ル ・ トト ミシが ク ビ ライや フ レグ を息 子 と呼 ん だ の は,モ ンケ

　 と結婚 す る前 に,一 度 父 親 の トル イ と婚 約 して い た ため であ る。

14)urqana(AwRQNH)は,こ こで は ペ リオに 従 って,Orγanaま た はurγanaと 解 釈 し,「 オ

　 ル ガナ 」 と読 む こ とにす るが,「 オ ル クナ 」 と も読 め る(Pelliot　 1973:ll4)。

15)　 クィ ク ・カ トンKuik　 Qatunを 指 す 。 クィ ク ・カ トンは,ト レル チ の娘 であ り,フ レグに

　 嫁 ぎ カ トン とな った 人 物 で あ るが,そ の 名前 は,史 料Aに は,Kabak　 KhatUnと あ り,史 料

　 Fに は,Knik　 Khatanと あ り,く い違 い が あ る。 前 老 は一 例 の み で あ るが 後 者 は6例 あ り,

　 そ の うち4例 まで,第 二 子 音 がyで あ る こ とを確 認 で き る。 従 って,こ こで はKfiik　 Khatan

　 の方 を 採 用 し,ク イ ク ・カ トンKuik　 Qatunと 呼 ん で お く(宇 野1993:101,注14)。

16)Buqa-temUrの 姉 妹 に つ い て 。 史料Aで は,ラ シー ド自身 が2つ の 伝 承 を 記 して い る 。 一

　 つ は,61jei　 QatunとM6ngke-temurの 母親(K66u　 Qatun)の 二 人 が,　Buqa-temurの 孫 とす

　 る伝 承 で あ り,も う一 つ は,Buqa-temUrの 姉 妹 とす る伝 承 で あ る。 ラ シ ー ドは 両者 を 挙 げ

　 た 上 で,後 者 を 正 しい と記 してお り,史 料Fの フ レグ ・カン 紀 の 記事 も後 者 に一 致 す る。 岡

　 田氏 が,後 者 を 正 しい と した よ うに,筆 者 も後 者 を 採用 した い(岡 田1974:4)。

17)　 『集 史 』 トプ カ プ ・サ ライ 本(JT/TS　 1518)に は,　Matuqa　 Bikiと あ り,語 頭 がMで あ

　 るが,大 英 図 書 館 本(JT/BL　 16688)で は,語 頭 はQで あ っ て,上 下 の 点 は省 かれ て い るけ

　 れ ど も,Qutuqa　 Bikiと 読 む こ とが で き,　Quduqa　 Bekiに あ た る。

18)原 文 に は,「 兄 弟 た ちbaradaran」 とあ る が,お そ ら くモ ン ゴル語 の 「兄 弟aqa　 deg司 の 直

　 訳 であ る。aqa　 degifに は,広 義 の 用 法 と して,祖 先 を共 有 す る 同 じク ラ ンの成 員 を指 す 場 合

　 が あ り,こ の 部 分 は,そ の意 味 と思 われ る ので 「一 族 」 と訳 して お く。

19)　 ジ ュム クル は,ア バ ガ誕 生 の1ヶ 月 後 に 生 まれ た(JT/A3:9)。 アバ ガは1234年2月 生 ま

　 れ であ るの で(Jackson　 l982:61),ジ ュム ク ルは1234年3月 生 まれ であ る こ とに な る。
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20)　 もちろん,従 来 の婚姻理論 において も,「父方交叉イ トコ婚」が互酬性(reciprocity)の 原

　 理を もつ ことは指摘 され てきたが,筆 者の よ うに第1世 代の婚姻の夫 の立場か らギブ ・ア ン

　　ド・テイクを論ず ることはな く,常 に第2世 代 の婚姻の夫の立場か ら論 じてお り,す なわち,

　 父の姉妹が婚 出 した ことのお返 しと して父方交叉 イ トコを嬰 るとい う捉 え方を してきた。例

　 えぽ レヴィニス トロースは,「 父方 交叉 イ トコ婚」 の互酬性 について,次 の ように述ぺてい

　 る。「自己の婚姻 は上 の世代 で父 が行な った父の姉妹 の譲渡 に対す る見返 りにす ぎな い。そ

　 して現状 回復 とでもい える自己の婚姻に よってこの取引はいわぽ終結す るのであ る。」「貸付

　 には常に返済 が伴 い,あ る家族集団に とって損失 となる結婚 には,そ の見返 りと して,そ の

　 同 じ集団に利益 となる結婚が伴 う。すなわ ち,父 が譲渡 して失 った姉妹は,息 子 のために獲

　 得 される配偶者を もた らす のである」(レ ヴィニス トロース1978:776-777)。

21)　 リーチ,ニ ーダムらの縁組理論 のなかで,し ぼ しば交叉 イ トコ婚 について指摘 されて きた

　 ことは,交 叉 イ トコ婚 とは,本 当の交叉イ トコとの婚姻だけを指す のでは な く,交 叉 イ トコ

　 を含 むカテゴ リーに属す る女性 と結婚す るこ とであ るとし,こ れ を 「類別的交叉イ トコ婚」

　 と呼んできた(リ ーチ1987=85;ニ ーダム1977=17-19)。モンゴル の親族名称体系の 中で,

　 父方交叉 イ トコを含む カテゴ リーは,ブ リー ラン ドが復元 したモ ンゴル親族名称体系の プロ

　　トタイプに よるとjee(『 元朝秘史』 のジェエje'e)で あ り(Vreeland　 l　954:305-307,334),

　 jeeは 「自己の出 自集団か ら婚出 した女性 の子供(FFZC,　 FZC,　ZC,　DC,　FBDC)」 を指す。

　 従 って,jeeに は,父 の父の姉妹 の娘(FFZD)も 含 まれ,オ ルガナとカラ ・フレグ との婚姻

　 は,夫 のカ ラ ・フレグか ら見れ ば,jeeと の婚姻であ り,類 別的な父方 交叉 イ トコ婚 である

　 と解釈す ることもできる。

　　 ブ リーラ ン ドは,モ ンゴルのハルハ,チ ャハル,ダ ゴールの親族名称体系か らプ ロ トタイ

　 プを復元 した上で,そ の プロ トタイプは,マ ー ドックの分類 の うち,標 準的な オマハ型にあ

　 た る とした(Vreeland　 l954:320)。 オマハ型の特徴のひ とつは,自 己 の父系集団か ら婚出す

　 る女性たちが 同一視 され,そ の子 ども達を同一 の用語 で分類す ることであ り(キ ー ジン グ

　 1982:194-196),そ の用語にあたるのがjeeで あ る。

22)父 方交叉 イ トコ婚は,「 父の姉 妹の娘 との結婚」 であ るため,交 換 され る女 性の母親が誰

　 であるか が問 題 となる。従 って,一 夫多妻婚が行 なわれた場合,「 父 の姉妹 の夫の別の妻の

　 娘 との結婚」の ように,パ ターン は父方交叉 イ トコ婚に似 ていて も,夫 と妻の系譜関係か ら

　 見れ ぽ,父 方 交叉イ トコ婚 でない例が起 こ りうる。一方,母 方交叉 イ トコ婚 の場 合は,「母

　 の兄弟の娘 との結婚」 であ るため,交 換 され る女性 の母親が誰であ るかは問題 にならない。

　　 jeeに つ いては注21参 照。 以下 に 『元朝秘史』のje'eの 用例について,従 来の解釈を整理

　 しておきたい。『元朝秘史』 では,je'eがokin(娘)と 対句 とな って3回 使 われてい る。そ

　 の うちか ら,64節 の用例を次に挙 げてお く。

我 々 ウ ンギ ラ トの民 は,昔 の 日 よ りジ ェエ の 容 色,娘 の 顔 色 を 持 ち(je'e-yin　 jisUn　6kin-0

6nggeten),人 々 は争 い ませ ん 。 頬 の美 し い娘 達 を汝 ら の カ ア ンに な った者 の た め に大 きな

車 に 乗 せ 黒 い オ ス騎 駝 をつ け て 駆 って 行 き,后 の座 に共 に座 らせ ます,我 々 は。 国 の民 は 争

い ませ ん 。(中 略)昔 か ら ウ ンギ ラ トの 民 は,后 とい う盾 を 持 ち,娘 とい う申 し上 げ る言 葉

を 持 ち,ジ ェエ の容 色,娘 の顔 色 に よって い るの です(je'e-yin　jis廿n　6kin-U　 6ngge・ber　bifle'e),

我 々は。
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　 従 来 の 解釈 と しては,こ のje'eは,後 に続 く 「娘6kin」 と対 にな って い る こ とか ら,女 性 に

　 限 定 して 解 釈 す るこ と が多 か った 。 そ の 代表 が,モ ス タ ー ル ト説 で あ り,rje'e(娘 ま た は姉

　 妹 の子 供)は ・ ここ で は 「コン ギ ラ トの 娘 の 娘」 を 意 味 しな けれ ば な らな い 。彼 女 達 は結 婚

　 させ られ,そ うす る こ とに よ って,夫 を 彼 女 らの 全親 族 の方 へ 向け るの で あ る」 と主 張 した

　 　 (Mostaert　 1950:296)。 一 方,小 沢 重 男 氏 は,た ん に 「女 の子 」の 意 味 で あ る と解 釈 した(小

　 沢1984:261)。

　 　 そ れ に対 して,ブ リー ラ ン ドの復 元 した プ ロ トタ イ プ では,jeeは 男女 を 双 方 を含 む カ テ ゴ

　 　リーで あ り,自 己 の 父 系 出 自集 団 の 女 性 の 子供(FFZC,　 FZC,　 ZC,　 DC,　 FBDC)(Vreeland

　 1954:305-307,334)を 意 味 す る語 彙 で あ る。 この 立 場 か ら 『元 朝 秘 史 』 のje'eを 解 釈 した の

　 が ベ ー コン で あ る。 ベ ー コン は,モ ン ゴル 帝 国時 代 の モ ン ゴル族 の 生 き残 りとされ る,ア フ

　 ガ ニス タン の バザ ー ラ族 の親 族 名 称 体 系 に,jeeに 対応 す るjei'aが あ り,　jeeと ほぼ 同 じ概 念

　 で あ るこ とか ら,『 元 朝 秘 史 』 ¢)je'eも,自 己 の 父 系 出 自集 団 の 女 性 の子 供 と考 え られ る と

　 した(Bacon　 l　958:38,118)。 筆 老 も,モ ンゴル 帝 国 時 代 のje'eに,ブ リー ラ ン ドの プ ロ ト

　 タイ プ のjeeの 概 念 を適 用 す る こ とが で き る と考 え た い 。

　 　 一方,ペ リオ はje'eを 「娘 の 息 子」 と訳 して お り(Pelliot　 1949b:131),男 の意 味 に と っ

　 て い る。 た しか に,こ の文 章 全 体 の 意味 を考 え てみ る と,ウ ンギ ラ ト族 か ら婚 出 して カ トン

　 とな った δkinと,そ の カ トンか ら生 まれ た 偉 大 な 息 子達 のje'e,す なわ ち ジ ョチ,チ ャガ タ

　 イ,ニオ ゴデ イ,ト ル イ,チ ン キ ム,マ ンガ ラ,ノ ム ガ ン等 を讃 え た文 で あ る と思 われ るの で,

　 je'e自 体 は 男女 双 方 を 含 む カテ ゴ リーで あ る と して も,こ の 文 脈 で は,ペ リオ の解 釈 の よ う

　 に 男 の意 味 に重 点 を お い て い る よ うで あ る。 以 上 の解 釈 に つ い て は,小 長 谷 有 紀 氏 よ り貴重

　 な ご教 示 を い た だ い た。

23)史 料Dの 『集 史 』 の 記 事 に よ れ ぽ,ト ク ・ テ ム ル が 婆 っ た の は エ メ ゲ ン

　 　 (Emegen<Emkan)で あ る。 しか し,『 五 族譜 』(SP/TS　 2937)で は,　Ebtikanと あ り,ウ イ

　 グル式 文 字 で もbで あ る こ とを確 認 で き,「 エ ブゲンEbUgen」 と読 め る。 お そ ら く,す ぐ後

　 に 出て く る 「エ メゲ ン ・カ トン」 と混 同 したの で あ ろ う。

24)　 フ レグが 死去 す る と,こ の オル ジ ェイ は,フ レグの 息 子 の アバ ガ と結婚 した 。

25)　 『元 朝秘 史』 の251節 ではCUgU　 gUrigen(三 回)と 出て くるが,
.202節 にはeigU　 gUregenと

　 あ る。 従 来 か ら,r元 史 』 の 「赤 窟 」 「赤 駒 」,　r聖 武 親 征 録 』 の 「赤 渠」 と一 致 す る6iguを

　 正 しい とす る の が定 説 で あ る。

26)　 トル イ は1241年 に56歳 で死 去 した オ ゴ デイ よ り年 下 で あ る。 また ,ト ル イ の 享年 に つ い て

　 　 『元 史』 に 「四十 有 闘 」(『元 史』 巻115,容 宗 伝)と あ る こ とよ り,死 去 した1232年 に,ト ル

　 イは41歳 以 上 で あ った こ とが わ か り,オ ゴ デイ よ り年 下 で あ る こ とか ら46歳 以下 で あ っ た こ

　 とに な る。 こ の二 つ か ら,1213年 に トル イは22歳 以上,27歳 以 下 とな る。

27)　 チ グが牧 地 を与 え られ た 「チ ベ ッ ト」(史 料M・N)に つ い て は,杉 山正 明 氏 が,『 元 史 』

　 巻60地 理 志 に 「西 寧 州 」 「元 初 為 章 吉 駒 馬 分 地 」 とあ るチ ベ ッ トの ア ム ド地 方(現 在 の 青 海

　 省 一 帯)に 当 た る こ とを 指 摘 され て い る。チンギス・カン が西 寧 を 陥 落 す るの は死 去 す る直

　 前 の1227年 で あ る の で,杉 山 正 明 氏 が 解 釈 され た よ うに,チ グが4千 戸 とア ム ド地 方 の牧 地

　 を 与 え られ た の は,チンギス・カン の 治 世 の 末 年 か オ ゴデ イ の治 世 初 期 と考 え られ る(杉 山

　 1992:153-154)o

　 　 と こ ろで,『 集 史 』 部 族編 に は 「チ ン ギ ス ・カ ンは,他 の ウ ンギ ラ ト諸 族 か ら4千 人 の男

　 を 分 け て 彼 に委 ね,自 分 の娘 で トル イ ・カ ン よ り年 上 の トマ ルン を 彼 に 与 え,彼 を チ ベ ッ ト
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地方へ派遣 した。現在 まで彼 らの子孫 がそこに居 る」(史 料M)と あ り,チンギス・カン の

治世に,チ グは4千 戸を分与 され,ト マル ンも姿 ったかの ようにみ えるが,結 婚 の時期 とチ

ベ ッ トへ の派遣 ・4千戸分与の時期を同 じとは考 えに くい。その点では,む しろ,両 者 を分

け て記 している次 のチ ンギス ・カン紀 の記事の方が正確 だ と考 えるべ きであろ う。

彼は アルチ ・ノヤンの息子であ り,(彼 の)ト マルン ・カ トンはチンギス・カン の娘であ る。

この4千 の軍隊を ウンギ ラ トか ら分けて彼に与え,チ ベ ット方面 へ派遣 した。彼 らは まだそ

こに住んでいる。(史 料N)

　 なお,史 料Mの 「チベ ッ ト」 の原文 は,ア リー ・ザrデ の校訂本 では,ト プカプ ・サ ライ

　 本(JT/TS　 1518)に 基づいてTOm五wUtと してあ り,チ ベ ッ トと取 り難いが,や は り良写本

　 の一つ であ るテヘ ランの国民議会付属 図書館所蔵 の写本(JT/KMSM　 2131:fol.31b)で は,

　 Tabatと あ る。 史料Nで も 「チベ ットTabbat」 とあ るので,や は りチベ ッ トのことであ る。

28)チ ンギス ・カンの息子たちは,か な り近 い時期に結婚 してい るが,彼 らの中でチン ギス ・

　 カンの姻戚関係を継承 したのは,こ の長子 ジ ョチであった。 また,前 述 したよ うに,チ ンギ

　 ス ・カ ンが即位す る3年 前,ケ レイ トのオ ン ・カ ンと政治的関係を強め るため,オ ン ・カン

　 家 と二重 の姻戚関係を結ぽ うとした とき,計 画 された のは,や は りこの長子ジ ョチの縁組で

　 あ った。 このよ うに,チンギス・カン が重要 な政略結婚 に組み込 も うとしたのは長子 ジ ョチ

　 であ ったこ とは,ジ ョチがチンギス・カン の後継者の第1候 補 であ った可能性が推測 させる。

　 周知 の ように,ジ ョチ には母親の ボルテが略奪 され ていた期間に産 まれた とい う出 自の問題

　 があるけれ ども,実 際に ジ ョチの帝位継承 の可能性が絶 たれたのは,ジ ョチがチ ンギス ・カ

　ン よ り先 に死去 したか らであった(宇 野1993=74)。

29)　 マ ンジタイ(蟹 子台)は,大 徳十年三 月(1306年)に 妙一万錠を賜 り(『元史』巻21),そ

　 の後52歳 で死去 し,大 徳十一年三月(1307年)に 甥 のデ ィウバ ラが マン ジタイの後を継いで

　 万戸長 にな ってい るの で(史 料Q),マン ジタイは1306-07年 に数 え52歳 で死去 した ことに

　 な り,従 ってマ ンジタイの生年 は,1255-56年 である。

30)ナ チ ンの名前が,1265(至 元二)年 に,ク ビライが中書省に発 した次 の聖 旨に 出て くるの

　 で,ナ チン はその年 まで生きていた ことが確認 される。

上都 ・北京 ・西京 ・隆興 ・平藻五路戸計,為 有争差,至 元二年,中 書省欽奉聖旨 「拠納陳(ナ

チン)駒 馬 ・帖 里干鮒馬 ・頭螢寄 国王 ・鍛 真 ・忽都虎五 投下 戸計,仰 差官与各投下頭 目,各

州県管民官,勾 喚元主井駆戸。一 同対証得,委 係各人出軍時,馬 後稽将来底人 口,達 達数 目

裏有可,分 付本投下者。於當差額 内除諮,如 対証得。委 係好投拝民戸,及 在外投属,或 本投

下招収到底人戸,作 民當差。」欽此。(上 都 ・北京 ・西京 ・隆興 ・平藻 の五路の戸計に争差が

あ ったため,至 元二年 に中書省が欽奉 した聖 旨に 「納 陳(ナ チン)尉 馬 ・帖里干鮒 馬 ・頭螢

寄国王 ・鍛真 ・忽都虎 の五投下 の戸計については,仰 いで官 を差わ し,各 投下の頭 目や各州

県の管民官 とともに,元 主井びに駆戸 を勾喚 して一同に対証 し,委 係に各人が出軍 した時に,

馬後に稽めて きた人 口で,達 達 の数 目にあれぽ,本 の投下に分付せ よ。當差の額 内 よ り除諮

す る。如 し対証 した ところ,委 係 に好んで投拝 した民戸,及 び外に在 って投属 した もの,あ

るいは本の投下 が招収 した人戸 であれぽ,民 として當差する。」 とあ り,此 を欽んだ。)(『通

制條格』巻2;小 林 ・岡本1964:13,25)
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31)次 の記事 よ り,1269(至 元六)年 に,オ ロチン とナ ンギヤジ ンが,華 北の分地 の行政 に着

　 手 しているので,こ の ときす でに二人が結婚 していた ことが確認 され る。

　 至元六 年,州 人敬述遺命,請 於斡羅 眞(オ ロチン)尉 馬 ・嚢家眞(ナ ンギヤ ジン)公 主。於

　 是,乃 追慕納陳(ナ チ ン)馬位馬遺訓,從 州人之請奏。奉朝命,立 鍾野縣事,且 移置濟州総 司。

　　 (「濟寧路総管府記碑」『道光鍾野縣志』巻20)

32)史 料Qに 「無子」 とあ るのは男子が いなか ったこ とを意味 す る。史料Uに あ るよ うに,

　 オ ロチ ンにはシ リンダ リとい う娘がいた。 オ ロチ ンの殺害については,グ リーブス,杉 山,

　 村岡諸 氏の論文参照(Cleaves　 l950:25,97;杉 山1983:664;村 岡1985:320)。

33)　 ナン ギヤジ ンの結婚については,史 料間に齪酷がある。ナ ンギヤジンはオ ロチ ン,テ ムル,

　 マ ンジタイの3人 と結婚 したが,『 元史』巻ll8特 醇 禅伝(史 料Q)は,テ ムル との結婚 を

　 記 さず,『 元史』巻109諸 公主表(史 料R)は,オ ロチ ンとの結婚を記 していない。 また,「応

　 昌府報 恩寺碑」(『元文類』巻22)と 「大元加封宏吉烈氏相寄八刺魯王元勲世徳碑」(『道光鍾

　 野縣志』巻20)は オ ロチン,マ ンジタイ との結婚 を記 さず(銭 大日斤 『二十二史考異』巻93),

　　「勅賜鷹 昌府 岡極 寺碑」(r中 庵 集』巻14)と 「張 氏先 螢碑」(r満 州 金石志』巻4;Cleaves

　 1950:24,97)と 「濟寧路総管府記碑」(『道光鈍野縣志』巻20)は,テ ムル,マン ジタイ との

　 結婚 を記 していない。

34)　 『元 史』巻21の 大徳七年十二月辛丑(1304年1月25日)の 条に 「賜皇姑魯國大長公主e2d-一一

　 萬五千 錠,幣 吊各三百匹。」 とあ り,「皇姑魯 國大長公主」 とはナ ンギ ヤジンの ことであるの

　 で,こ の時 までは生 きていたことがわか る。

35)　 『元史』巻114は,ナ ムブイをナチ ンの孫 の仙童 の娘 と してい るが,『 集史』 では,ナ ムブ

　 イはナチン の娘 であ り,『集史』 の方が正 しい ことはすでに郡循 正氏が指摘 して いる(郡 循

　 正1985:6)。

36)史 料Wのr元 史』后妃伝1に,「 大徳三年十月,立 為后。生皇子徳壽,早 莞。」 と記 され,

　 シ リンダリが成宗 テムル即位後の大徳三(1299)年 に后 とな り,徳 壽を産 んだこ とになって

　 い るのは,全 く事実に反 している。

　　 まず,銭 大日斤が指摘 した よ うに,シ リンダ リは成宗 テムルの即位以前に死去 してお り,大

　 徳 三年十月に皇后 となったのは,バ ヤ ウ ト族 のプル ガン ・カ トンであ る(r二 十二史考異』

　 巻93)。 『元史』后妃表 に 「失憐答里元妃」 とある ように,シ リンダ リの称号は 「元妃(最 初

　 に嬰 った妃)」 であ ったが,至 大元(1308)年 に宗廟 の成宗 テ ムルの室に祭 られ るこ とにな

　 った とき,『元史』巻74祭 祀志3に 「追尊先元妃為皇后,耐 成宗 室」 とあ るよ うに,初 めて

　 称 号が 「元妃」か ら 「皇后」 とな ったのであ り,そ れ以前に后にな っていた とは考 え られ な

　 い ことも銭大日斤説を支持 してい る。

　　 次に,シ リンダリが徳壽を産んだ と記 され ている点 も事実に反す る。すでに韓儒林 が明ら

　 かに してい るよ うに,次 の 『山居新話』 の記 事及 び 『綴耕録』巻5「 僧有 口才」 の条 には,

　 徳 壽が ブル ガン ・カ トン(不 魯牢皇后)の 子 として記 されてお り,『元史』の記事 と矛盾す

　 る(韓1982=83)。 『輻 耕 録』 の記 事 につ いて は野 上 俊静 も言 及 してい る(野 上1978:

　 274-275,283)。

膿 巴師父者,河 西僧也。大徳間朝廷事之,與 帝師並駕。適徳壽太子病瘍而亮。不 魯牢皇后遣

使 致言於師日,「 我夫婦,以 師事汝至　。止有一子。何 不能保護 耶。」師答 日,「佛法讐若燈
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篭。風雨至,則 可蔽,若 爾燭蓋,則 燈篭亦無如之何也。」可 謂善於鷹1封。(『山居新話』)

大徳間,僧 謄巴者,一 時朝貴威敬 之。徳壽太子病疲亮。不 魯牢皇后遣 人間日,「 我夫婦崇信

佛法,以 師事汝。止有一子。寧不能延 其壽邪。」答 日,「佛法讐猶燈籠。 風雨 至,乃 可蔽。若

燭壷,則 無如之何　。」此語即吾儒死生有命 之意。異端 中得此。亦可謂 有 口才者　。(『綴耕

録』巻5)

　 一 方,イ ル カ ン 国 で 編 纂 さ れ た ペ ル シ ア 語 史 料 『集 史 』 に,ブ ル ガ ン ・カ トンに はTashi

　 Taishiと い う息 子 が い た と記 さ れ て お り,こ れ を 徳 壽 に 比 定 し た の はBlochetで あ る

　 　 (Blochet　 l911:584)。 そ の 後,韓 儒 林 は,こ の 『集 史』 の記 事 と 『山居 新 話 』 『綴 耕 録 』 の

　 記 事 が,徳 壽 を ブル ガ ン ・カ トン の子 とす る 点 で一 致 す る こ とか ら 『元 史 』 の 記 事 が誤 りで

　 あ る と結論 した 。『集 史 』 よ りも 「徳壽 」 の 音 を 正確 に転 写 して い るの は,『 ワ ッサ ー フ史』

　 第 四 巻 で あ る。 『ワ ッサ ー フ史 』 第4巻 の原 本 と言 わ れ て い る イ ス タ ンブ ル の ヌー ル ・オ ス

　 マ ニエ 所蔵 の写 本 に よ る と(TW/NO　 3207:176b),ブ ル ガ ン ・カ トンの息 子 は,"shbあ る

　 い はTeishi(TYSW)で あ る こ とか ら,こ れ が 「徳壽 」 に 当 た る こ とは 確 実 で あ る。

37)　 r元 史 』 巻29の 泰 定 元 年 十 月 壬 午.(1324年11月16日)の 条 に,「 以 魯 國 大 長 公 主 女 適 懐 王 」

　 とあ り,「 魯 國 大長 公主 のむ す め 」 とは セ ン ゲ ・ラギ の娘,す なわ ち ブ ダ シ リを 指 し,「 懐 王 」

　 とは トク ・テ ム ルを 指 す 。

38)周 知 の よ うに,従 来 の 縁 組 理論 に お いて は,ニ ー ダムが 「規 定 なprescriptive婚 姻 」 「選 好

　 的 なpreferential婚 姻 」とい う概 念 を設 定 して理 論 化 を 押 し進 め,「 規定 的 父方 交 叉 イ トコ婚 」

　 は 理 論 上 も実 際 に も存 在 しない と結 論 した(Needham　 l　958)。 当 時 のモンゴル 社 会 全 体 を 考

　 え てみ る と,本 稿 で論 じる 縁組 シス テ ムは,し なけ れ ぽ な らな い 婚姻 と して 「規 定 」 され て

　 い たわ け で は な い の で,「 規 定 的 な 婚 姻 」 で は ない 。 また,好 ま しい婚 姻 と して 「選 好 」 さ

　 れ て いた とい えな く もな い が,む しろ,モ ン ゴ ル帝 国 の王 族 で あ る チ ンギ ス ・カ ン家 が,特

　 定 の家 系 との 間 で のみ 行 な った 特 殊 な政 略 結 婚 と考 え る べ きで あ ろ う。

　 　 リー チ は,ト ロブ リアン ド島 の事 例 に つ い て,デ ュモン は 南 イン ドの事 例 に つ い て,選 好

　 的 な 父 方 交 叉 イ トコ 婚 が,首 長 の 家 系 だ け で 行 な わ れ る こ と を 論 じ た(Leach　 1958:

　 138-139;Dumont　 1957:　12-22;デ ュモン19771167;Dumont　 1983:57)。 そ の事 例 は,母 系

　 制 社 会 の事 例 であ り,父 系 制社 会 のチンギス・カン 家 の事 例 とは 背 景 が異 な るため,た だ ち

　 に は結 び つか な いが,政 治 的 に 重 要 な特 定 の 家 系 だ け で 交 換 婚 が 行 な わ れ た 点 は共 通 して い

　 る。

39)　 「母 の 兄弟 と姉 妹 の息 子 の関 係(avunculate)」 に 関す る人 類 学 の議 論 に つ い て は,石 井 氏

　 の論 文 参 照(石 井1977)。

40)　 こ の母 方 の 親 族 関 係 は,モ ン ゴル の親 族 名 称 体 系 の 中 で は,ど の よ うな 関 係 を意 味す る の

　 で あ ろ うか。 ブ リー ラ ン ドが 復 元 した モ ン ゴル親 族 名 称 体 系 の プ ロ トタイ プに よる と,図23

　 で い え は,ウ とそ の 兄弟 姉 妹 か らみ て,Aの 父 とそ の 兄弟 姉 妹,　 A・B・D・Eと そ の 兄

　 弟姉 妹 ・イ トコはnag6で あ る。 このnag6と 裏 返 しの 関 係 に あ る カ テ ゴ リーがjeeで あ り,

　 Aの 父 とそ の 兄 弟 姉妹,A・B・D・Eと そ の 兄 弟姉 妹 ・イ トコか らみ て,ウ とそ の 兄 弟

　 姉 妹 はjeeで あ る(Vreeland　 1954:305-307,334)。 このnag6,　 jeeは,『 元 朝 秘 史』 のnaγacu・

　 je'eに あた る。 本文 で述 べ た母 方 の親 族 関 係 とは,こ のje'eとnaγaeuの 関 係 で あ る 。 従 っ

　 て,「 妻 の 兄 弟 の息 子 に お 返 し と して 自分 の娘 を嫁 が せ る」 とい う互 酬 の 原 理 に も と つ く通
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　 婚パ ター ンは,各 世代毎に新 たなje'e=naγa6u関 係を,反 転を繰 り返 しなが ら生み 出 してい

　　くのだ と言 うこともできる。 しか し,naγa6uの カテ ゴ リーが広 いため,そ の逆は真 ではな

　 い。つ ま り,je'e=naγaeu関 係を各世代で再生産 するために 「妻 の兄弟の息子 にお返 しと し

　 て 自分の娘 を嫁 がせる」 ことが必要だ とは言 えない。 なぜな ら,自 分の娘 でな く姪を嫁がせ

　 て もje'e=naγa6u関 係を再生産で きるか らである。現在の ところ,モ ンゴルの親 族カテ ゴリー

　 に よって,こ の縁組 システ ムを定義す ることは難 しいよ うに思える。

41)た だ,こ の解 釈が完全に証明 され るためには,セ ンゲ ・ブラとブナの結婚 が,徳 壽 が死去

　　した1306年1月3日(大 徳九年十二月十 八 日)以 前 であることが立証 されねぽな らない。 こ

　 の結婚の年月 日については,成 宗 テムルの在世中 とい うこと以上不 明であ る。従 って ここで

　 述べた解釈は,証 明 しきれない部分 を残 してい る。
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